

[image: ]















極上御曹司と授かり溺愛婚～パパの過保護が止まりません～

若菜モモ










目次




極上御曹司と授かり溺愛婚～パパの過保護が止まりません～


プロローグ

一、順風満帆の幸せな生活

二、動き出す運命

三、一方的な婚約解消

四、新しい自分になるために

五、焦る気持ち　朔也 Side

六、愛されていた幸せ

七、愛を育む幸せな生活

八、永遠の独占契約

エピローグ



あとがき
















極上御曹司と授かり溺愛婚～パパの過保護が止まりません～










プロローグ




　目が覚めた途端、胃の中身がせり上がってくるような不快感を覚え、トイレに駆け込んだ。

　しばらくトイレにこもって嘔吐感と戦い、洗面所で口をすすいでからベッドに戻る。

　昨日の外出で熱中症になっちゃったのかな……。

　胃が空になって少し落ち着いたが、その翌朝も目を覚ました瞬間、吐き気を覚えた。

「はぁ……っ」

　洗面所で、台の上にもたれて考える。

　目の前の鏡には冴えない私の顔が映し出されていた。

　ハッとして、鏡の自分と目が合う。

　複雑な気持ちを抱えたまま薬局へ向かった。




「妊娠してる……」




　ふらふらとベッドに座り込み、手に持っている判定キットを凝視する。

　いくら見ても線が一本消えることはない。

　住むところを追われた、身ひとつしかない自分だ。赤ちゃんを育てていけるのか自信がない。

　それでも、おなかの中に朔也さんとの赤ちゃんがいると思うと、うれしい気持ちと申し訳ない気持ちが複雑に入り混じっている。

　彼の遺伝子を受け継いだ子ども……。

　すでにこの子を愛おしく思い始めていることに気づく。

　朔也さん。ごめんなさい。

　本当にあなたの子どもがここに育っているのなら、私は産みたい。










一、順風満帆の幸せな生活




　各国の大使館が多い都心の高級住宅街に、いわゆるお嬢さまが通う私立女子大学がある。私、荘しょう田だ美み月つきはその大学の四年生に在籍している。

　夏が終わっても緑の中にあるキャンパスに紅こう葉ようの気配はまだまったくないが、空や風は秋めいてきた十月の中旬。私は華奢な腕時計へ視線を向けながら、急ぎ足で門へ向かっていた。時刻は十五時を過ぎている。

　土曜日になるといつも思う。なぜ講義を入れてしまったのだろうと。しかも中途半端な時間である三限目に。

　でもそれは英語コミュニケーション学科の有名なブライアン教授の講義を絶対に受けたかったからなので、仕方がない。

　ブライアン教授はイギリスの有名大学から客員教授として招かれており、彼の講義を受けたい学生は数えきれないほどいて受講にあたっては高い倍率だった。

　勉学に身を入れるべき立場だから講義を優先するのは仕方がないと思う反面、やはり後悔も否めない。

　高級住宅地だというのに広い敷地のキャンパス。校舎から門までは五百メートルほどあり、まっすぐの道をひたすら突き進んだ。

　勢いよく歩くと、肩甲骨くらいまであるブラウンの髪が頬をくすぐる。今日の予定のために髪を緩く巻き、講義後にリップをさっと塗り直している。

　門を抜けたとき、少し息が上がっていた。

　私がなぜ急いでキャンパスを後にしたのか。それは――。

　いた！

　門から十五メートルくらい離れた一方通行の道路に、スポーティーな車体のドイツ車が停まっている。

　そして艶やかなブラックの車の横には、ベージュのジャケットにスリムな紺色のスラックスを身につけた、雑誌の表紙を飾るモデルのような朔さく也やさんがいた。

　着やせするが、ジムで鍛え上げられたしなやかな筋肉のついた肢体はもとより、キリッとした目に高い鼻梁、少し大きめの口、笑った顔にいつも胸を高鳴らせるほどの破壊力のあるイケメンなのだ。

　彼の姿を見つけて、思わず顔がほころぶ。

「朔也さん！」

　私が土曜日の講義を毎回悔やんでいるのと、急ぎ足だったのは彼のせい。社会人である彼は土日が休日だから。

　彼は聖ひじり朔也さん。日本で一、二を争う百貨店を経営する『聖ひじりホールディングス』の専務取締役。そして、私の婚約者だ。

　私とは八歳差の三十歳。アメリカ東海岸の超難関大学でＭＢＡを取得し首席で卒業している朔也さんは頭が切れ、二年前までは業界の五番手あたりだった会社の業績を一気に引き上げた手腕の持ち主だ。

　若いながらも重役たちからも一目置かれていると、聖ホールディングスの取引先である父から聞いている。

　私の父は全国に展開する呉服問屋『嵯さ峨が野の』の社長で、聖ホールディングスのパーティーに出席する父についていった際に、私は朔也さんに出会った。大学二年の秋のこと。

　そのパーティーで知人はいなく、振袖を着ていて身動きがあまりできずに退屈な時間を過ごしていた私は、会場の隅で着物を着た白髪で品のいい女性が目に留まった。

　その女性は具合が悪そうに見え、話しかけてみるとやはり胸の痛みを訴えた。今にも意識を失いそうで、咄嗟にスマホから救急車を呼んだ。そこへやって来たのがその女性の孫である朔也さんだった。

　救急車を呼んだのは正解で、あと少し遅ければ命に関わるほど深刻な状態だったらしい。

　数日後朔也さんからお礼をしたいと連絡があり、何回か会ったのち私たちはお互いに好意を抱き、愛を育んでいった。

　おばあさまは私たちの交際を喜んでくれたが、残念ながら去年の冬に肺炎が悪化して亡くなってしまった。

　朔也さんからプロポーズされたのは、四年生に進級したお祝いのディナーのときだった。信じられなかった。

　彼は大人で、そしてなににおいても完璧な人。朔也さんに比べたらまだまだ子どもの私が、彼の妻でいいのだろうかと考えもした。けれど私はもう彼を愛していて、いつでもそばにいたい気持ちで占められており、プロポーズを受けた。

　朔也さんは聖家の長男で、ゆくゆくは聖ホールディングスの社長になる人。そんな人の妻になるには、就職は二の次になる。

　大学卒業後は、内助の功で朔也さんをサポートすると自分に誓い、専業主婦になろうと決めた。

　結婚式を三月下旬の土曜日と決めて、現在は式場の打ち合わせなどで時間を割かれることが多くなった。彼は頻繁に海外や国内出張があるので、会える土日は大切な時間だった。

「朔也さん！」

　近づく私に気づいている彼は、美麗な笑みを浮かべて待っている。

「美月、走ったら危ないぞ」

「大丈――きゃっ！」

　朔也さんの目の前で足を止めた途端、小石を踏んで転びそうになり彼の腕に引き寄せられた。

「これで大丈夫だって？」

　私の背に手を回して見下ろす朔也さんは、今にも噴き出しそうな顔でたしなめる。

「今のは、あの小石に気づかなかっただけです」

　呼吸を整えながら、足もとに転がる小石をひと睨みして、彼ににっこり笑う。

「息が荒いな。またキャンパスから走ってきたのか？」

「ま、まあ……」

　私は小さく微笑みを浮かべる。

「いつも言ってるだろう？　俺を待たせているからと言って気を使う必要はないと。次回からは待ち合わせ時間を十分遅らせよう」

「えっ！　そんな必要ないわ。早く会いたかったの。一分でも一秒でも」

　朔也さんはあきらめたようにため息をそっと漏らし、私のおでこに軽くキスを落とした。それから助手席のドアを開けて乗り込ませてくれる。

　もうっ、心の中をさらけ出したのに……。

　高級な革のシートに座りながら、なにも言ってくれない朔也さんの唇が触れたおでこへと指をすべらせているうちに、彼が運転席に乗り込んだ。

　シートベルトを引き出して装着するのを手伝ってくれる。カチッと音がして顔が思いのほか寄せ合っていて、ドキッと私の心臓が跳ねた。

「美月、俺も同じ気持ちだ」

　てっきりおでこのキスで話を終わらせられたのかと思っていた私は、不意を突かれてポカンとなった。

　そこで朔也さんはニヤッと口角を上げて、さっと私の唇にかすめるようなキスをした。

　考えてもいなかった彼の行動に、鼓動が早鐘を打ちドキドキが止まらなくなる。

「さてと、腹が減っているだろう？　ランチに連れていく。その後は美月が行きたがっていた水族館でどう？」

「うれしい。おなかが空きすぎて、講義中鳴らないかひやひやしていました。朔也さん、ごめんなさい。遅い時間までランチを待たせてしまって」

　私は笑いながら、ワンピースの上からおなかを両手で押さえた。

「じゃあ派手な音を鳴らさないように、早く連れていかないとな。土曜日は軽くブランチにしているから今の時間でちょうどいいよ」

　朔也さんは楽しそうにそう言って車を発進させた。




　それから十分もかからずに麻あざ布ぶの隠れ家風のビストロに到着した。

　初めて訪れるビストロはウニクリームパスタが絶品で、サラダのドレッシングもおいしく、朔也さんと会話が弾みながらの食事を楽しんだ。

　明日は式場の打ち合わせ。ウエディングドレスとカラードレスの仮縫いがある。レースをふんだんにあしらった美しいデザインのドレスのできあがりは今から楽しみで、明日の仮縫いを心待ちにしていた。仮縫いの後は、聖家の夕食に招かれている。

　ビストロでおいしい料理を堪能し、朔也さんは私の希望通り都内の水族館へ連れていってくれた。

　都内にある水族館は、近隣の県にある施設とは違って規模は小さいけれどトンネルの水槽は圧巻で、イルカやアシカショーも観られ、ゆっくりドライブを楽しむ時間がないときのデートには最適な場所だと思う。

　十六時を過ぎてからの入館だったので、ショーは残念ながら観られなかった。

　私たちは手をつないだまま各水槽に入っている魚たちを眺めて歩き、トンネルの水槽を目指す。

「朔也さん、見てっ！　すごく綺き麗れい」

　彼の腕を引っ張って、色とりどりの熱帯魚が泳ぐ巨大な水槽の前に立つ。

「カラフルだな。これだけいると楽しい。新居でも大きな水槽で熱帯魚を飼おうか？」

「本当に？　いいの？」

「もちろん。リビングに置けばいつでも目を楽しませてくれる」

　私たちは現在新居の物件を探している。朔也さんは聖家の長男だけど、新婚生活を楽しめるようにふたりで暮らせばいいと、向こうのご両親も言ってくれていた。

「すごく楽しみ。あ！　クマノミよ！　かわいい。でも、飼育は難しいんじゃないかしら」

「専門家に頼めばいい」

「朔也さん、ありがとう。すごく楽しみだわ」

　新居のリビングに置かれた水槽で泳ぐ熱帯魚を想像すると、頬が緩んでくる。

　そのとき、バッグの中のスマホが振動していることに気づく。

　バッグからスマホを出して首をかしげる。

「どうした？」

　朔也さんがスマホの画面を持ったままなんのアクションもしない私に尋ねる。スマホはまだ着信していたが、私が朔也さんに口を開こうとしたとき切れた。

「お父さんからだったの。珍しいから驚いちゃった。なにかしら……」

「急用かもしれない。向こうでかけた方がいい」

　朔也さんは電話ができる場所を示し、そこへ移動した。

　かけ直すと父はすぐに出た。

『美月、すまないな』

「どうしたの？」

『郁いく美みが良よし幸ゆきくんと戻ってきているんだ。急遽、今晩夕食に来るんだが、今朔也くんと一緒だろう？　食事に誘ってくれないだろうか。紹介がまだできていなかっただろう？』

　郁美というのは父と前妻との間の娘で、異母姉だ。前妻は姉が五歳の頃、乳がんで亡くなってしまっていた。その後、父は母と知り合い、再婚した。

　姉は一年前にセブ島に旅行へ行った際、現地コーディネーターの会社を営んでいる元もと宮みや良幸さんと知り合い、恋に落ちて一ヵ月後には結婚したという経緯がある。

　当初、父は知り合って一ヵ月の男性との結婚を反対していたが、フィリピンでしっかりと事業をしている男性ならばと渋々許した。

　愛娘に『許してくれなければ縁を切る』とまで言われては、子どもに甘い父はそうするしかなかった。親はかわいい子どもには勝てないのだ。

「朔也さんに聞いてから電話するね。あ、うん。お母さんの手料理ね」

　私はスマホをタップして通話を切った。

　なにも今日じゃなくても……と私は不満全開なのだけど、朔也さんにその旨を伝えると『俺にとってもお姉さんとお兄さんになる人たちだから、会っておいた方がいい』と言ってくれる。

「うん……」

　私としては姉には会いたい。けれど、朔也さんとふたりだけの時間は大切だ。

「美月、お姉さんたちはすぐマニラに戻ってしまうんだろう？　お義父さんに行くと伝えて」

「朔也さん、急でごめんなさい。じゃあ電話するね」

「俺に謝る必要はない。いずれ家族になるのだから」

　私はコクッとうなずき、父の番号に発信した。朔也さんの言葉を伝えると、父は機嫌よく『よろしく言ってくれ。楽しみに待っている』と言った。

　父のウキウキとした姿が目に浮かぶ。朔也さんは父のお気に入りだから。

　通話を切って、バッグにしまう私の頭に朔也さんの手のひらが置かれ、優しくポンポンと弾む。

　こういうときの私は、彼から見たら子どもなのだろうか。

「食べすぎるかもしれないから、明日の仮縫いが心配になった？」

　朔也さんは端整な顔をからかうように緩ませる。

「もうっ、朔也さん！」

　料理研究家でもある母は、今晩のために張りきっていることだろう。

「俺もお義母さんの手料理を食べたいと思っていたんだ。うれしいよ。何時だって？」

「あ、七時と」

「まだ時間はたっぷりあるな。ここを出たら手土産を買いにいこう」

　私は「うん」と朔也さんに笑顔を向けた。

「メインのトンネルに早く行かなきゃ」

　彼と手をつないで、矢印の方向へ歩を進めていった。




　デパートで私が選んだシャインマスカットのホールケーキと、父が好きなブランデーを携えて人にん形ぎょう町ちょうの自宅へ向かう。

　江戸時代から東とう京きょうの中心地であった日に本ほん橋ばし人形町。オフィスや老舗の食事処が多く、父の経営する嵯峨野も本店をかまえている。

　我が家は大通りから少し離れた住宅街にある。

　祖父が建てた家は、周りの雰囲気に沿って日本家屋である。二階建ての７ＬＤＫで、現在は父と母と私の三人暮らし。私が結婚したら、広い家に夫婦ふたりきりになってしまう。庭もあり手入れは庭師を呼ばなくてはならないほど樹木がある。

　最近では私の結婚後、そういった手間のかからないタワーマンションの部屋を買おうかとも話をしているみたいだった。

　朔也さんは三台ある駐車スペースのうちのひとつに車を停めた。隣には父のハイクラスの国産車が一台置かれている。

　時刻はあと十五分で十九時になるちょうどいい時間だ。

　駐車場の門扉を通り、玄関に向かう。

　車の音に気づいたのか、引き戸を開ける前に父が姿を見せた。呉服店の社長らしくグレーの着物を着ている。

「朔也くん、悪かったね」

「いえ。お招きいただきありがとうございます」

　お気に入りの朔也さんを前に父は破顔している。まったく、娘そっちのけなのだ。

「まあまあ中へ入りなさい」

　父に招き入れられた朔也さんの後から私もついていく。

　玄関のたたきには赤いハイヒールと白革の男性物の靴が並んでいる。姉夫婦はすでに到着しているようだ。

　入ると濃紺のエプロンをつけた母が待っていた。五十二歳の母は、料理教室を開いておりたくさんの生徒さんがいて、日々身なりに気をつけているせいか若々しく綺麗だ。

「朔也さん、こんばんは。デートの邪魔をしてごめんなさいね。電話の向こうの美月が不機嫌そうだったと主人が言っていたわ」

　父にはそんなふうに思われないよう言葉にしていたつもりだけど、バレていたみたいだ。

「そんなことないですよ」

　朔也さんは言ってみるものの、母は知った顔で私に向かってにっこり笑う。母と目と目が合った私は肩をすくめてみせる。

「さあ、どうぞ」

　ダイニングルームに向かうと、姉と良幸さんが席に着いていた。朔也さんの姿に、ふたりは立ち上がってこちらにやって来る。

　私は去年、セブ島で挙げた結婚式に出席しているので、良幸さんとは会っている。

　ふたりと初対面の朔也さんは自己紹介し、姉夫婦も挨拶している。

　姉は大学の頃ミスキャンパスになったほど容姿端麗だ。マニラに住むようになって、日焼けして健康的な肌になり、肩より少し長い髪はアッシュブラウンになっていた。赤い幾何学模様のワンピースが華やかだ。

　二十七歳の姉とひと回り違う年上の良幸さんは白っぽいベージュのスーツを着ており、髪の毛が明るいブラウンに染められているので派手な印象を受ける。

　目鼻立ちがはっきりとしていて、その派手な外見も相まって姉と同年齢くらいに見える。

　私は母に朔也さんが買ってくれたお土産を渡してから三人のそばへ行き、朔也さんの隣に立った。

「お姉ちゃん、良幸さん、おかえりなさい」

「美月、ただいま」

　姉は私の体に腕を回してハグをする。以前はこんな挨拶はしなかった。ハグが解かれると、良幸さんに私から手を差し出した。

　私は良幸さんのちょっとギラついた目つきが苦手で、姉と同じようにハグされるのを敬遠したからだ。

「美月ちゃん、婚約おめでとう。去年会ったときより綺麗になったね」

「ありがとうございます。もう自己紹介はお済みですね？」

　握られた手を離して、良幸さんから横の朔也さんを仰ぎ見てにっこり笑う。

「美月がこんなに素敵な男性を見つけられるとは思わなかったわ」

　姉はうっとりとした表情で朔也さんへ視線を向ける。

「彼女が俺を見つけたのではなく、俺が美月にひと目惚れをしたんですよ」

「美月ちゃんはかわいいからな。深窓の令嬢って雰囲気がある。聖ホールディングスの御曹司にはお似合いですよ」

　ちょっととげがある言い方の良幸さんに「えっ？」と思わず声が出たが、朔也さんが私の肩に手を回した。

「そうでしょう。美月は見た目通り性格もかわいくて、俺の理想の妻になりますよ」

　朔也さんが私に愛おしそうな眼まな差ざしを向けてくれたところへ父がやって来て、私たちに席に着くように言った。




　母の作った料理は丁寧に作られた懐石料理で、見た目も味も老舗料亭と遜色なくおいしい。

　父も朔也さんも食べては絶賛しているが、姉夫婦の反応は薄い。

　海外生活の姉夫婦に日本料理を食べさせてあげたいという母の気持ちによるものなのに、洋食の方がよかったのかなと推測してしまう。

　父と良幸さんはビールを飲んでいたが、朔也さんは車だからウーロン茶だ。

　六人掛けのテーブルに、私と朔也さんは並んで座り、向かい側に姉夫婦。朔也さんと良幸さんの斜め前に父が座っている。母は父の対面に。

「結婚式はいつなの？」

　姉に聞かれ、私は箸を置いて口を開く。

「来年の三月下旬なの。出席できる？」

「もちろんよ。そういう機会じゃないとなかなか日本に来られないもの」

　姉は隣に座る旦那様に笑みを向ける。

「ね？　あなた」

「そうだな。美月ちゃんのウエディングドレス姿を見てみたいな。どんなドレスなの？」

「それは当日に。明日仮縫いなんです」

　どんなドレスかと聞かれて、ここで詳細に話しても……と考えたのだ。

「俺たちの結婚式を思い出すよ。砂浜で写真を撮ったな」

「あれは鮮麗でしたね。なかなか撮れないシチュエーションで」

　私はあのときの姉夫婦の姿を思い出し口にする。

　夕陽をバックに、ウエディングドレスとタキシードのふたりはカメラマンに撮ってもらっていた。南国の美しい景色に溶け込むふたりは素敵だった。

　私たちは都内のチャペルが有名な高級ホテルなので、そういった写真が撮れないのが残念だ。

「ハネムーンはどこに？」

　姉はどうにかこの場を盛り上げたいと思っているようだ。

「ヨーロッパへ行く予定なの。あちこちの歴史ある建造物をたっぷり見たくて」

「まあそれだとたくさんの日数が必要になるわね」

「予定では二十日間で。四月の入社式とかがあって朔也さんは忙しいから、旅行は四月中旬に」

　最近ではふたりで、観てみたい建造物などをピックアップしているところだ。全部で六ヵ国ほど訪れる予定である。

　愛している人との旅行が、私は今から楽しみでならない。

「良幸、私もパリやロンドンへ行きたいわ。連れていってくれるでしょう？」

「そうだな。たまにはヨーロッパもいいな。だが冬の時期はごめんだな。俺は寒さに弱いから」

　姉夫婦の仲がよさそうな姿に、父も目尻を下げている。

「朔也さん、美月は世間知らずだからよろしく頼むわね」

　朔也さんに頼む母だ。

「私はたしかに世間知らずだけど、これから勉強して良妻賢母になるって決めているの」

「美月にはそんな目標があるのか」

　父は私たちの会話に口を挟み、コクコクうなずく。

「良妻賢母か。初めて美月がそんなことを思ってくれているのを知ったな。たしかに、君はいい妻で素敵な母親になるだろう」

　朔也さんにからかわれ、頬に熱が集まる。

「朔也くん、次回はうちに泊まっていきなさい。ゆっくり酒を酌み交わそうじゃないか」

「次はそうさせてください。明日は予定が詰まっているので、今夜は残念ながらこれで」

　彼は手もとのウーロン茶のグラスを手にした。

「郁美と良幸くんは泊まっていくんだろう？」

「ううん。ホテルを予約してあるから」

　姉は東京駅近くの外資系高級ホテルの名前を言う。そこのアフタヌーンティーはＳＮＳで有名で、私もそれを目あてに何回か行っている。

「そうか。残念だな。母さんが布団を干していたんだが」

　姉は母に申し訳なさそうな顔を向ける。

「お母さん、ごめんなさい。今朝こっちへ来ようと思い立ったから、連絡が遅れてしまったわ」

「いいのよ。あそこのホテルならゆっくり楽しめるわね。滞在はいつまで？　また食事に来られるかしら？」

　姉にとっては継母だけど、仲はいいふたりだ。母はおなかを痛めて産んだ私と姉を分け隔てなく育ててきた。

「そうね、一週間の滞在予定だけど一度くらいはまた顔を出すわ」

　姉は良幸さんにニコッと笑みを向けた。

　母の手料理でおなかがいっぱいだったが大好きなケーキは別腹ということで、朔也さんに笑われながら、みずみずしいシャインマスカットと生クリームを頬張る。

　甘いものがあまり好きではない朔也さんもおいしいと言ってくれた。

「フィリピンはフルーツがおいしいけれど、日本はこういったケーキが最高よね。生クリームやスポンジが絶品だわ」

　良幸さんはケーキ類が苦手とかで口にしなかったが、姉も気に入ってくれてホッと安堵する。

　デザートを食べ終えて、姉夫婦はタクシーを呼びホテルへと先に帰っていった。

　そして両親に夕食のお礼を伝えた朔也さんもいとまを告げる。時刻は二十二時になろうとしていた。

　朔也さんを見送るために私だけ外に出る。

「今日はありがとうございました」

　駐車場に歩を進めながら、私は彼の腕に手を絡める。数時間ぶりにふたりきりになれて胸を高鳴らせていたけれど、すぐに彼の車まで着いてしまった。

「お父さんもお母さんも朔也さんに会えてうれしかったみたい」

「俺もだ。結納以来だったしな」

　結納は二ヵ月前に済ませていた。真夏の暑さの中、せっかくだからと結納会場であるホテルの冷房がガンガンに効いた部屋で、成人式のときの振袖を着つけてもらったのだ。

「明日は私だけブライダルサロンへ行ってきますから、朔也さんはゆっくりしていて。終わったら連絡します」

　朔也さんは六ろっ本ぽん木ぎのタワーマンションでひとり暮らしをしている。実家は渋しぶ谷や区の松しょう濤とうにある豪邸だ。

　ブライダルサロンは表おもて参さん道どうだから、迎えにきて送って待つなんて、彼の時間を奪う気がしてならない。

　けれど朔也さんは私の髪に指をすべらせ、頬を大きな手のひらで包み込んで微笑む。

「そんな気遣いは無用だよ。ちゃんと迎えにきて送り届ける。約束は十一時だったよな？　十時過ぎに来るようにするから」

「朔也さん……」

「大丈夫だ。仮縫いの時間を聞いて、長くかかるようなら一度自宅に戻るから」

　頬を包み込んでいた手が顎に移り、クイッと彼の方を見上げさせられた。

「連れて帰りたいが、今日はやめておくよ」

　朔也さんはそっと私の唇にキスを落としてすぐに離れた。

　住宅街で誰かが見ているかもしれないからだ。大学時代を海外で過ごしているからハグやキスはごく自然にする朔也さんだけど、気を使うところも忘れない。

　あそこの娘さんが男とキスをしていたと、噂されて困るのは両親だから。婚約者だと知っていたとしても、人目もはばからずイチャイチャしていると陰で言われるかもしれない。ここはそういった噂好きの住人が多いから。

「気をつけてくださいね」

「ああ。じゃあ行くよ。また明日。門の中へ入って」

　私は彼から離れ、門の扉を開けて振り返る。

　朔也さんは運転席に乗り込むと、窓を開けて軽く手を振り去っていった。




　翌日、私は表参道のブライダルサロンの一室でウエディングドレスの仮縫いをしていた。

　カラードレスの仮縫いもあり二時間はかかる予定で、朔也さんは一度自宅に戻り私からの連絡を待つことになった。

「お若くてかわいらしいので、お姫さまのようなドレス姿になりますわね」

　有名なデザイナーの助手の女性がピンを刺しながら褒めてくれる。リップサービスだとは思うが悪い気はしない。

「先ほど一緒に見えられた花婿さまもとてもかっこよくて。こんなにお似合いのカップルを担当したのは初めてですわ」

　朔也さんを出されると、私の頬が緩む。

「これで……いいわね。ウエディングドレスの方は終わりました。次はカラードレスに移りましょう」

「はい」

　もうひとりの助手の女性に慎重に脱がされ、続いてベビーピンクのドレスを着つけられた。

　すべてが終わったのは十三時少し前だった。

「おつかれさまでした」

　着てきたクリーム色に小花が散らされたワンピースに着替えた私は、スタッフにサロンの方へ案内される。そこで朔也さんがソファに座っているのが見えて駆け寄る。

「朔也さんっ！」

「おつかれ」

　彼はソファから腰を上げた。

「これから連絡しようと思っていたのに」

「二時間くらいだと言っていただろう？　来たばかりだ。ランチへ行こう」

　そばにいたスタッフから次回の予約カードをもらい、私たちはブライダルサロンを後にした。




　その夜、私は聖家にお邪魔し、ご両親と朔也さんと私の四人で食卓を囲んでいた。

　朔也さんの実家は我が家の日本家屋とは異なり洋館で、私が小さい頃からいつかこんなお家に住んでみたいと夢を見ていたような家だ。

　外壁は白い重厚な石造りで、庭に突き出たテラスもある。室内はまるでイギリスの邸宅のようで、ここが日本じゃないような錯覚に陥るほど素敵なインテリアだ。

　朔也さんには二十五歳の双子の弟妹きょうだいがいる。

　弟の浩こう介すけさんは聖ホールディングスのロサンゼルス支社に駐在しており、妹の紗さ友ゆ里りさんは出かけているとのことだ。彼女はプロのフルート奏者で楽団に所属していて、公演などで自宅にいない方が多いようだ。

「美月さん、今日はドレスの仮縫いだったそうね。結婚の準備が進んでいるようで安心したわ」

　お義母さまに話しかけられ、フォアグラののったフィレ肉を切った手を止める。

　今日は近くのレストランのシェフがじきじきにキッチンで腕を振るってくれている。

「はい。次回は十二月に行ってきます」

「朔也は結婚準備に口を挟ませないのよ？」

　お義母さまは華やかな雰囲気の綺麗な女性で、浩介さんと紗友里さんは母親似。お義父さまは身長が高く、優しい目もとは朔也さんが年を取ったら今のお義父さまのようなダンディな人になるのではないかと思わせるほど似ている。

「母さん、外野がいろいろ口を出したら進むものも進まなくなる」

　朔也さんはきっぱりした口調だ。そう言われてしまったお義母さまは、お義父さまに助けを求めるように視線を送る。

「朔也、それが親心というものだ。だが、ふたりの挙式だ。ふたりで決めるのが一番いい。母さんは出席するドレスでもあつらえるといい」

「そんなのはすでにデザイナーと相談済みですわ。朔也、後で私側の出席者名簿を渡すからよろしくね」

「それは母さんの友人？」

　朔也さんは気に入らないように眉根を寄せて尋ねる。

「そうよ。聖家の長男の結婚式に、友人たちからぜひ出席したいと頼まれているの。そんな怖い顔しないで。十人程度よ」

　朔也さんはこれ見よがしに大きなため息を漏らす。私なんかが口を挟めない雰囲気だ。

「そんな顔をしないで。ね、あなた？」

　お義母さまはお義父さまに同意を得るように笑顔を送る。

「そうだな。朔也、母さんにも付き合いがある。仕方がないんじゃないか？　我が社の重役たちも出席するだろう」

「……本当は、俺たちだけで結婚式を挙げたいところです。美月、すまないね」

　朔也さんは折れたようで、隣に座る私に顔を向けて謝る。

「いいえ。聖家ともあれば当然だと思います」

「美月さんは物分かりがよくてうれしいわ」

　お義母さまは両手を合わせて喜びをあらわにする。

　そんなお義母さまに、不機嫌な表情で首を左右に振る朔也さんだ。

　本音を言うと、私も朔也さんと家族、親しい友人だけのこぢんまりとした結婚式でいい。だけど両家の立場を思えば、この結婚式がまるで自慢大会のようになるのは否めない。

　衣装はレンタルではなくお金のかかったオーダーメイドだから、それをたくさんの出席者に見てもらわなければもったいないとも思う。

　お召替えなんてない小さな教会での挙式でも私はかまわなかった……というのが、本当の気持ちだ。

「疲れただろう？」

　私を送る帰りの車の中で、朔也さんがねぎらうように言う。

「それほどじゃないです。どちらかといえば、仮縫いで緊張しながら立っていたのでそちらの方が」

　私は薄暗い車内で、彫刻のように見える整った朔也さんの横顔を見つめる。

　今週はふたりでまったりできなかったな……。

「明日は講義がないだろう？　なにをする予定？」

　月曜日は講義をひとつも入れておらず私は休日。けれど朔也さんは明日から金曜日までの五日間、夜遅くまで働かなくてはならない。毎日激務だけれど、月曜は休みの私に合わせて朔也さんが早めに仕事を終えてくれる日もまれにある。

「母の料理教室へ行ってきます。朔也さんは明日の夜は遅い……？　お弁当を持っていけたらなと思ったんだけど」

　期待を込めて聞いてみると、朔也さんの手が私の後頭部に回る。

「早く帰るよ。先に部屋にいてくれる？」

　髪を優しくなでられる。彼は私の髪の触れた感じが好きだと、よくこうされる。

「本当に？　いいの？」

「もちろん。今日も美月を送らなくてはならないのがつらい。早く籍を入れたい気持ちだ」

　朔也さんの手が離れステアリングに戻ると寂しい気持ちに襲われる。いつでも彼の手に触れられていたい。

「美月、もうすぐ夫婦になるんだから遠慮する必要はない。素直な気持ちをぶつけてくれれば俺もうれしい」

「朔也さん……」

　信号が赤になり静かに止まる。いつも不安を感じさせない巧みな運転だ。

　朔也さんは私の方へ顔を向ける。

「ふたりだけで会いたいとずっと思っていた。十八時になったらすぐに家に向かうよ」

　突然の告白に私の顔が急激に熱を帯びてくる。

「私も会いたかったの。ギュッて抱きしめてほしくて」

　心の内を正直に口にすると、朔也さんはふっと口もとを緩ませ「俺もだ」と言ってくれた。そこで信号が青に変わり、朔也さんはアクセルを軽く踏んで車を走らせた。




　翌日の午後。私は母に料理を教わりながら、キッチンの中をバタバタ動き回っている。結婚を意識する前まではまったく料理をしなかったのでまだ手際が悪く、そばで教えてくれる母はあきれている。

「あと半年でできるようになるのかしら……朔也さんに迷惑がかからないように、これからビシビシ仕込むからね？」

「お料理をしながら洗い物だなんて高等技術は無理よ。作ってからゆっくり洗いたいんだけど」

　私は鍋の中で鶏肉がいい色に揚げられていくのを見ながら、並びのシンクでボウルを洗う。

「同時進行できるのが主婦よ。水しぶきは上げちゃダメ。鍋に入ったら油が撥はねるわよ。火傷したら大変だわ」

「はーい」

　世の主婦はすごいと思う。でも、朔也さんのために料理ができるようにならないと。おなか空いたって言われて、冷蔵庫にあるものでササッと作ってあげられるように。

「美月ったら、なにニヤニヤしているの？　朔也さんのことでも考えていたのかしら？」

　母の茶化すような声が耳に入ってきて、私はハッとなる。

「そ、そんなんじゃないからっ」

　ボウルを水切りかごに置いて、エプロンで手を拭きながら唐揚げの状態を確認する。

　菜箸を手にしていい色になってきた鶏肉を転がそうとしたとき、パチッと油が撥ねた。

「きゃっ！」

　飛んできた油が手の甲にあたって、ピリッと痛みを覚える。

「大丈夫？　水道水で冷やしなさい」

「う、うん」

　再びシンクに移動して蛇口の取っ手を上げて水を出すと、手の甲を差し入れた。

　少し赤くなったけど大丈夫そうだ。気をつけないと。




　なんとか作り終え、料理を二段の重箱に詰めたのが十六時。まだ時間に余裕があってホッと安堵のため息が漏れる。

　そんな私を見て、母は楽しそうに口もとを緩ませた。

「好きな人に会いにいくってウキウキしちゃうわね」

「またぁ。茶化すんだから」

「だってわが娘ながら、かわいいんだもの。早く出かける支度をしなさいな。油まみれだからシャワーを浴びて。意外と髪の毛に匂いがつくのよ」

「うん。お母さん、お料理教えてくれてありがとう」

　母に手伝ってもらいながら、満足のいくお弁当になったと思う。

「あ、そうだわ。朔也さんは明日も仕事なんだから、送ってもらわずにタクシーで帰ってきなさいね」

「そうする」

　私はキッチンを離れて、二階の自室に向かった。

　出かける支度をしていると、以前隣に住んでいた早さ妃きさんからメールが入った。

　早妃さんは三年前にイギリス人の男性と国際結婚をして、現在はクアラルンプール在住だ。遠く離れてしまったが、他愛のない話や悩み事などを聞いてもらっている。

　早妃さんは結婚するまではよく私の母に料理を教えてもらっていて、ふたりは親子のように仲がよかった。もちろん私も早妃さんが大好きだったから、楽しそうなふたりを見るのはうれしかった。

　メールには旦那様のベンが自宅プールで泳ぐ写真や早妃さんとのツーショットが添付されていて、幸せそうだ。

　クアラルンプールは暑いんだろうな。

　今度彼女とベンに会えるのは私の結婚式だ。

　結婚祝いはなにがいいか尋ねるメールに、【考えておくね】と返信した。




　十七時過ぎ、大きなショッパーバッグに入った二段の重箱を慎重に持ち、自宅を出る。

　徒歩五分のところにある駅から地下鉄に乗って、朔也さんの住む六本木のタワーマンションへ向かった。自宅から電車だと三十分ほどだ。

　朔也さんの住まいは２ＬＤＫで、結婚後のためにもう少し広い新居を探そうと言われ、現在物件を探している。

　結婚式の一つひとつを決めていく段階や新居探しは、言い表すことができないほどの幸せを感じる。

　熱帯魚を飼うという目標もできて、リビングの広さを重視することが決まり、ますます熱が入る。

　めまぐるしく考えているうちに駅に到着した。改札を抜けて地上に出ると、目的のタワーマンションが見えてくる。

　部屋のカギは渡されているので、ドアマンの立つエントランスからロビーへ歩を進め、コンシェルジュに会釈してエレベーターホールへ向かった。

　エレベーターに乗り、四十階を押してから腕時計へ視線を落とす。

　十七時四十分。あと一時間もかからずに朔也さんに会えると思うと、胸の高鳴りが激しくなっていくようだ。

　エレベーターが四十階に到着して朔也さんの部屋を目指す。

　このタワーマンションは豪華な造りで、家賃はかなり高いらしく、会社社長や芸能人が多く住むと聞いている。

　カードキーで朔也さんの部屋の玄関を開け、スリッパに履き替えて中へ進む。このピンクのスリッパは私専用に彼が買ってくれたものだ。

　パタパタと廊下を進みドアを開けると、東京のシンボルともいえるタワーが一面の窓から見えるリビングがある。

　リビングは二十畳の広さで、独身男性の部屋らしくモノトーンを基調としたインテリアだ。

　私は景色が見渡せるこのリビングが好きで、いつまでも眺めていられる。とくに夜の東京の街は宝石をちりばめたように美しく、景色を眺めながら朔也さんとまったりとした時間を過ごすのが至福の時だ。

　家具は少なく、リビングには海外の有名なメーカーの三人掛けソファとローテーブルしかない。

　そのローテーブルに結婚式場のパンフレットと、イメージづくりにウエディングドレスを借りて着た写真が置かれていた。にっこり笑みを浮かべる私の写真だ。

　うわ……恥ずかしい……。

　私は重箱の入ったショッパーバッグをテーブルに置き、バッグからスマホを取り出すと、部屋に着いたことを朔也さんにメールする。直後にこれから向かうと返信がきて、私は無意識に顔をほころばせる。

　朔也さんは車で通勤している。道が空いていれば二十分くらいだが、混む時間帯なので時間が読めない。

「さてと、テーブルの用意をしよう」

　拭いたローテーブルの上に、一緒に出かけたときに買ったテーブルマットを並びで二枚敷いて、お皿とお箸、それとグラスをセットする。

　ショッパーバッグから重箱を出すが、まだ開けずに置いておく。

　すでに陽は落ちて、夜景が綺麗だ。

　私はソファに腰を掛け、クッションを抱えて宝石箱のような夜景を眺める。

　それから三十分も経たないうちに玄関の開く音がして、私は朔也さんを出迎えにいく。

「おかえりなさいっ」

「ただいま」

　朔也さんは口もとを緩ませて私の腰に腕を回し、おでこにひんやりした唇があてられてから、今度は唇に軽くキスが落とされる。

「急いで着替えてくる」

「はい」

　私の腰から手を離した朔也さんは、リビング奥のドアに消えていく。

　ビジネススーツ姿の朔也さんはかっこよくて、すぐに着替えてしまうのは残念な気持ちになる。しかし、スーツではくつろげないのもわかる。

　少ししてカジュアルなシャツとスリムなデニム姿の朔也さんが現れた。ちょうど重箱ふたつを並べたところで、それを見た彼がうれしそうな顔になる。

「おいしそうだ。美月が作ってくれたのか？」

「お母さんに教えてもらいながらなんだけど、手際が悪くて。見た目が悪いでしょう？　あ、でも、味だけはお母さんと同じ……だと思います」

「見た目も悪くない。綺麗に並べられているじゃないか。食べるのが楽しみだ。飲み物を持ってくる」

　立ったまま彼を待っていると、朔也さんは緑茶のペットボトルを持って戻ってきた。

「私はタクシーで帰るから、ビールを飲んでください」

　朔也さんはお酒に強い。ビールやシャンパン、バーボンなどが好きで、運転をしないときには飲むのも知っている。

「タクシーなんかで帰せないよ」

「でも、朔也さんは明日もお仕事だし。疲れちゃうから」

「美月、俺が疲れるとか気にしなくていい。気遣いは無用だといつも言っているだろう？」

「う……ん……」

　まだ強情にもはっきりしない私の腕を引っ張ってラグの上に座らせると、朔也さんも隣に腰を下ろした。

「タクシーで帰らせても心配だ。だから俺が送っていくのが一番なんだ」

「朔也さん、ありがとう」

「ちゃんと送り届けるから。土日、君は手を伸ばせば触れられるところにいたのにできなくて、美月不足なんだ」

　彼は首を伸ばして私の唇に重ねる。

「私も……」

「愛情を込めて作ってくれたんだろう？　食べよう。食事が終わったら、美月を放さないから」

　朔也さんの甘い言葉に、ボッと火がついたみたいに顔が熱くなって、急いで緑茶をグラスに注ぎ、ゴクンと飲み込む。そんな私を「クッ、クッ」と拳にした手を口もとにやって笑う朔也さんだった。

　私をどぎまぎさせるのを楽しんでいるんだからっ。

　はぁ～と深呼吸をしてから、一段目に詰めた具だくさんのちらし寿司をお皿に取り分け、彼の前に置く。ちらし寿司には花の形にカットした人参を飾っている。

　一段目にはそのほかにだし巻き卵と筑前煮、二段目には唐揚げやエビフライ、ポテトサラダと野菜の肉巻きがぎゅうぎゅうに入っている。お弁当としては我が家の定番中の定番だ。

　朔也さんはちらし寿司を口にしながら、花の形の人参がかわいいと褒めてくれ、ほかのおかずもおいしいと言ってモリモリ食べてくれる。

「これで料理が苦手なのか？　俺には十分に思える」

「お母さんが隣で教えてくれたから。いなかったらこんなに作れなかったし、おいしくなかったと思うわ」

　そのとき、朔也さんの視線が私の右手を見た。

「赤くなっている。昨日はなかったよな？」

　お箸を置いた朔也さんは、私の手をそっと持ち上げ、赤くなっている手の甲をまじまじと見つめる。

「実は洗い物をした手に水滴がついていて、唐揚げをしていた油に落ちて撥ねちゃったの。あ、でも全然たいしたことないんです。明日になれば赤みも引いているわ。痛くないし」

「気をつけていたんだろうけど、これからはもっと慎重にな」

「うん。そうします」

　私が真面目な顔でコクッとうなずくと、彼も笑顔になる。

「俺のために作ってくれてありがとう」

　優しくねぎらいの言葉も忘れない朔也さんに、私は微笑みを浮かべた。

　バスルーム、シャワーの下。一糸まとわぬ姿の私は、うしろから綺麗に筋肉がついた体に抱きしめられている。

　朔也さんは泡立てたボディソープを私の体にすべらせて、鎖骨から胸の膨らみ、そして平らな腹部と、節のある指でなでていく。

　たっぷりの泡に少しは羞恥心が和らぐが、指が敏感な場所へと移動して、下腹部に痺しびれを感じてくる。

「ん……ぁ……」

　ぐにゃりと脚に力が入らなくなる私を支えながら、続いて胸の頂も愛撫され、耐えられなくなって朔也さんの腕の中で振り返った。

　キスしてほしい。

　朔也さんの両頬に両手を伸ばすと、情熱的に熱い唇を押しあてられた。朔也さんのキスはとろけてしまいそうなほどで、もう立っていられなかった。

　シャワーで泡を流され、ふかふかのバスタオルが体に巻かれた。

　抱き上げられバスルームを出て、寝室へ運ばれた私はベッドに下ろされ組み敷かれる。

　そして再び、朔也さんは私の体を探求し始めた。

　彼の唇は首から鎖骨、胸へと移動し、張りつめた頂を絶妙な加減で刺激してくる。

　朔也さんとこういう関係になってまだ数えるほどだけど、甘いこの時間は彼をより身近に感じられ、最高の瞬間には我を忘れる。

　狂おしいほどに乱され、朔也さんを感じる時間は信じられないくらい幸せだ。










二、動き出す運命




　翌日の火曜日。夕食の手伝いをする約束をしていた私は帰路を急いでいた。

　結婚するまでになんとか料理をたくさん覚えて、朔也さんに喜んでもらいたい一心だ。愛している人に手料理を食べてもらうというのは、たとえようのない幸福感に浸れるということを知ったから。

　昨晩の楽しく甘い時間を思い出しながら玄関を開けた。

「ただいま！」

　パンプスを脱いだところで、姉の赤いハイヒールを見つけた。父の革靴もある。

　大事な娘が約束通りに再訪してくれたのがうれしくて、仕事を切り上げて戻ってきたのだろう。

　良幸さんの靴は見あたらないので、姉がひとりで遊びにきてくれたようだ。

　土曜日はたくさん話せなかったから、今日こそはと期待に顔をほころばせてリビングに向かおうとしたそのとき――。

「もう離婚するわ！」

　姉の激高した金切り声が聞こえた。

　えっ？　離婚……!?

　リビングに入るガラスの引き戸を恐る恐る開けた先に、ソファに座りハンカチを持ちながら泣きじゃくる姉がいた。

　ソファのところで立ち困った表情をしていた母が私に気づく。

「美月、おかえりなさい」

「ただいま。今、お姉ちゃん離婚って……」

　ひとり掛けのソファに座る父は弱ったような顔をしている。

「そうよ！　男なんて浮気しか頭にないんだから！　もう一緒にいられない！」

　土曜日はあんなに仲がよかったのに、この状況……どうしたの？　浮気しか頭にないって。

「美月、あなたも今にそうなるわよ！」

　突然怒りの矛先が私に回ってきて言葉を失う。

「郁美！　いい加減にしなさい。朔也くんと良幸くんは違う人間だ」

　父が叱責しているうちに、母が私をキッチンの方へ呼び寄せる。

「郁美の言葉は気にしないでね」

「うん。どうしたの？」

　母にうなずきながらも、姉の状況がわからなくて聞き出そうとした。

「今日、大学の友人に会いにいくからって良幸さんと別行動だったの。夜までの予定を切り上げてホテルの部屋に戻ってみたら、良幸さんが女性と……」

　母は言葉を切った。その後は話しづらそうだ。

　姉のあの怒り方からして、あらぬ場面を想像してしまい、頭を左右に振った。

「ひどいね……お姉ちゃん、かわいそう……」

　姉が気の毒になってしんみりしたところで、また興奮したような声が聞こえてきた。

「もうあんなつまらないところには戻らないわ！　美月っ！」

　突として私が呼ばれ、困惑しながらキッチンから出る。

「美月、あなたならわかってくれるわよね？　愛している人がほかの女とベッドで抱き合っていたら、百年の恋も冷めるわよね!?　許せないわよね？」

「お姉ちゃん……」

「郁美、美月を巻き込むのはやめなさい。この子はそういったことに疎いんだ」

　父は顔をしかめて窘めるが、姉は聞く耳を持たない。

「お父さん、疎いって？　婚約者がいるのにそんなはずないわよ」

　姉の口からこれ以上変な言葉が出てこないように、私は口を開いた。

「お姉ちゃん、わかるわ。ショックよね。私も浮気は許せないけど、ちゃんと話し合った方がいいと思うの」

「まったく、美月は昔からいい子ちゃんなんだから。話し合う余地なんてないわ。弁護士に手続きしてもらう。慰謝料も請求してやるわ！」

　姉は怒りに任せて乱暴にソファから立つと、隅に置いてあったスーツケースを持って二階へ行ってしまった。

　残された両親と私は重い空気のまま当惑していた。




　その日から姉は、もとの自分の部屋で生活を始めた。

　すでに弁護士を見つけたようで、自室に引きこもっているわけではなく、夜遅くまで帰ってこない日もあった。両親はそんな娘を心配している。

　母は姉と話し合ってはみたものの別れるの一点張りだそうで、お手上げ状態だった。

　姉に振り回される数日を過ごし、やっと明日は土曜日だ。

　高確率で離婚になるのだろうけれど、まだ確定じゃないから朔也さんにはその話をしていない。

　夕食後、お風呂から上がって自室に戻り、髪の毛をタオルで拭きながらデスクの上に置いていたスマホを開くと朔也さんから着信が入っていた。十分前だった。

　現在は二十一時を過ぎたところ。朔也さんはもう家に？　それとも会社？

　私はスマホを持ったままベッドに腰を掛け、朔也さんの名前を出してタップする。

『美月、これから会いたいんだが』

　朔也さんはすぐに電話に出た。いつもと様子が違うように思えて心配になる。

「どうしたんですか？」

『会って話したい。三十分後でいいか？』

　話したい……緊急な用事？

　私の胸がドクッと嫌な音を立てた。ふと姉のことが脳裏をよぎり、不安に襲われる。

『美月？　大丈夫か？』

「あ、あの、嫌なお話？」

『そうだよな。突然会って話がしたいと言われたら、不安にもなるよな。長期の海外出張になったんだ。詳しくは会って話す。じゃあ』

　朔也さんは通話を切った。切れたスマホを持ったまま、胸のところでギュッと握る。

　長期の海外出張……。

　別れる話ではなかったけれど、長期の海外出張って、どこに？　どのくらい？

　言いようのない不安でたまらないが、あと三十分もすれば朔也さんが到着する。

　落ち着かない気分のまま、ドレッサーの前でドライヤーを髪の毛にあてて乾かした。

　夜は寒くなってきている。ワンピースの上にレモンイエローのカーディガン、大判のストールを肩にかけて、約束の時間の少し前にリビングへ行く。

「あら、そんな格好でどうしたの？　コンビニでも行くの？」

　リビングのソファでくつろいでいた母が不思議そうだ。

「朔也さんが来るの。話があるって」

「まあ、こんな時間に？　なんなのかしら……上がってもらったら？」

「ううん。出てくる。いってきます」

　私はリビングを出てローヒールの靴を履き玄関を出た。

　門扉を出ると朔也さんの車が停まっているのが見え、彼は外で待っていた。スーツ姿が素敵すぎて、心臓が跳ね返る。

「美月、近くのカフェにでも行こうか」

「うん。朔也さん、夕食は？」

「オフィスで食べたよ。乗って」

　朔也さんに助手席のドアを開けて促され、私は乗り込んだ。




　家から十分ほどのパーキングに車を停め、近くのカフェに入った。運転中、朔也さんは考え事をしているようで、ふた言ほど話した後は沈黙が続いた。

　それでもパーキングからカフェに入る間、私の手はしっかりと朔也さんの大きな手に握られていた。

　店員に案内されて、ゆったりとしたスペースの席に落ち着く。

　対面に座る朔也さんの表情を私はついジッと見てしまう。

「美月、スイーツでも食べる？」

　私は首を横に振る。

「ううん。ウインナーコーヒーが飲みたいです」

　生クリームがのったコーヒーは以前から好きな飲み物だ。

「ＯＫ」

　朔也さんは店員を呼んで、ブレンドコーヒーとウインナーコーヒーを頼んだ。

「こんなところで話すべきではないと思うが、大事なことだから急遽会ってもらったんだ。びっくりしただろう？　すまなかったね」

「朔也さん、長期の海外出張って、どこへ？　どのくらい？」

「イタリア支店の業績が悪くてね。以前から重役会議で話されていたんだが、今回大々的に改革することになったんだ。人事改革をして売り上げを伸ばすのが俺の役目だ。期間は来年の二月までの四ヵ月間になる」

「ええっ？　そんなに……四ヵ月間……」

　二月までであれば結婚式も問題はない。そこのところは安堵すべきなのだが、心が追いついていかない。

　朔也さんと四ヵ月も会えないの……？　もしかして一緒に連れていってもらえる？

　そう思い一瞬うれしくなるが、直後に肩をガクリと落とす。

　私には大学がある。一緒についていけば留年をするしかない。でも朔也さんと離れるくらいならそれでもいいと思う自分がいる。

「美月？　本当に申し訳ない。結婚の準備は美月にやってもらうしかない」

　その言葉にハッとする。私を連れていくつもりはないんだ。

　たしかに、遊びではない。仕事で行くのだから。しかもイタリア支社の業績を上げなければならないという使命を受けて。私が行ったら邪魔になる。

「……うん。お式の打ち合わせは任せて。新居はふたりで決めたいから、朔也さんが戻ってから探そうね」

　悲しくて仕方ないけれど、にっこり笑ってみせる。

「美月……ありがとう。戻ったらすぐに新居を探そう。できるだけ一緒にいたいから、物件が決まって引っ越しができるまで、手狭だが今の俺の部屋で暮らそう」

「今のお部屋も手狭なんかじゃないわ」

　明るく振る舞っていたが空元気を見せているのは見え見えだったようで、テーブルの上に出ていた手を朔也さんが両手で包み込み、自分の口もとに持っていく。

　そこへ、店員がオーダーした飲み物を持ってきた。

　恥ずかしくて手を引っ込めようとしたが、朔也さんは許さずにそのままだ。

　店員は飲み物をテーブルに置いて去っていき、ホッとする。

「もうっ、あの店員さん居心地が悪そうでした」

「そうだったか？」

　しれっとそう口にした彼の吐息が指をくすぐり、体が疼うずくような感覚に襲われた。

「飲もう」

　ようやく手が離され、私はウインナーコーヒーに口をつける。かき回さずそのまま飲むのが好きだ。

「美月、それって、俺になめ取ってほしいと言っているのか？」

「えっ？」

　なんなのかわからないでいるうちに、朔也さんは腰を上げて顔を傾けると、私の上唇を舌でペロリとなめた。

　突然唇をなめられた私は、彼を茫然と見て動けないままでいた。朔也さんはふっと笑みを浮かべもとの位置に戻る。そして、ため息をひとつこぼす。

「四ヵ月か……長いよな。仕事も激務になるのは目に見えているが、美月に会えないのが一番つらい」

「朔也さん……」

「今日重役会議で決定して、美月に早く伝えなくてはと焦ったんだ」

「朔也さんを待つ間、心配で胸がドキドキしちゃったけど、大丈夫です。私、お帰りを待っていますね。あ、ところでいつ出発を？」

　肝心な話を聞いていなかった。四ヵ月間というくらいだから、朔也さんが日本にいる時間は残り少ないはず。

「来週の水曜日に向かう」

「やっぱり会える時間はもう少ないですね……」

「本当にすまない」

　がっかりした顔になっていたのだろう。朔也さんにもう一度謝られてしまった。

「仕方がないです。朔也さんがいない間は、料理の腕を上げられるようにがんばります」

「勉強もな。結婚して専業主婦になるが、落ち着いたら働きたいと思うかもしれない。学位があれば就職にも有利になる。卒論もあるだろうから、がんばって卒業しないとな」

「卒論……はぁ～ちょっと憂鬱です」

　私はこれみよがしに大きなため息をついた。




　また明日話そうということで、朔也さんに送ってもらい自宅へ戻ると、母がリビングで待っていた。

「ただいま」

　ガクッとソファに腰を下ろした私を見て、対面に座る母が不思議そうな顔になる。

「どうしたの？　朔也さん、少しの時間でも美月に会いたかったんじゃないの？」

「ん……」

　短い返事ののち、重いため息が私の口から漏れる。

「朔也さんね、来週の水曜日から四ヵ月、イタリア支社へ出張になっちゃった」

「え？　まあ、本当に……？」

　母も心底驚いた顔で、二の句が継げない様子。

「うん……お仕事だから仕方がないんだけど……会えないのは寂しい……」

　瞳を潤ませた私の隣に母がやって来て座り、肩を抱きしめてくれる。

「それはショックだわね」

　そこへリビングに現れた父が私の様子に驚いて、足早に近づいてくる。

「美月、どうしたんだ？」

「あなた、朔也さんが水曜日からイタリアへ四ヵ月間の出張だそうなの」

　父は自分専用のひとり用のソファに腰を下ろし、コクコクとうなずいてから口を開く。

「そうか。美月にとっては悲しいだろうが、朔也くんは将来聖ホールディングスのトップになる男だ」

　父は一度言葉を切ってから続ける。

「彼のような立場の男であれば、そういった出張もこれから数えきれないくらいあるだろう。それを支えるのが妻だよ。結婚前で寂しいのはわかるが、仕方がないことだろう」

「……うん。理解はしているの。でも、四ヵ月間も離れると思ったら、悲しくて……」

　父の言い分はわかる。今、必死に自分を納得させようとしている。だけど、まだ心が追いつかないのだ。

「美月、この週末朔也くんに会うのか？」

「うん。それはもちろん」

「ならば、朔也くんがいいと言うのなら、月曜の朝帰宅しなさい。それまで朔也くんに甘えなさい」

「お父さん……」

　父の言葉に驚いて呆気に取られた。今までに、二十四時を回ったことはあったけど外泊はなかった。

「彼が日本を発つ前にいろいろと決めなくてはならないだろう」

「お父さん、ありがとう！　朔也さんに聞いてみる！」

　私は父のところに行って抱きつく。そんな私に父は目じりを下げて笑う。

　母のもとに戻り、父と同じように抱きついた。

「お母さんもありがとう。おやすみなさい」

　自室に戻ったときには、少し気分が明るくなっていた。




　翌日は土曜日。いつものようにブライアン教授の講義を受けるためだけに大学へ向かう。

「美月！　待って！」

　改札を出たところで、はぁはぁと息を切らした誰かに背後から腕を掴つかまれた。

　朔也さんのことを考えていた私は、ビクッと肩を跳ねらせて立ち止まる。

「美月っ」

　隣に並んだのは一番仲がいい同じ英文科の友人、北きた村むらあやだった。

「あや。びっくりした……」

「もうっ、何度も呼んだのに気づいてくれないんだから。ぼうっとして歩いていたら危ないよ？」

「気づかなくてごめんね」

　頬を膨らませるあやに謝ると、彼女はニヤッと笑い顔になる。

「どうしたの？　疲れた顔してるね。土曜日って、愛しの朔也さんに会える日だからいつも元気はつらつなのに。もしかして今日会えなくなったの？」

「ううん。会うよ。ショッキングなことがあって」

　駅から徒歩十分ほどの大学に向かっているあやの足がピタッと止まった。まだ腕を掴まれていた私も必然的に立ち止まらざるを得ない。

「ショッキング？」

　彼女は姉御肌なタイプで、黒髪をショートにしていて見た目はジェンダーレスといった雰囲気の女子。

「朔也さんが海外へ四ヵ月の出張になっちゃったの」

「ええっ!?　四ヵ月って言ったら……」

　彼女は指を折り数えている。

「来年の二月までぇ？」

「うん。そう」

「会社もひどくない？　御曹司なんだからそこんところは融通がきかないの？」

　あやはもともとキリッとした切れ長の目を吊り上げて憤慨している。

「それはちょっとだけ思っちゃった。でも今回行くのは理由があって、それだけ朔也さんが優秀なの。だから仕方がないって心に言い聞かせているんだけど、やっぱり寂しくて、いつの間にか考え事をしちゃうの」

「かわいそうに……」

「でも、こんな顔をしちゃダメよね。朔也さんに会うときはいつもの元気で明るい私に戻らないと」

　自分に言い聞かせるように口にすると、あやが「うんうん」とうなずき、なにか企んだ顔で笑った次の瞬間、私の脇をくすぐり始めた。

「も、もうっ！　やめて。ほら、早く行かないと」

　あやのおかげで重かった気分が少し払拭されて、私は笑みを浮かべた。




　ブライアン教授の講義後、いつものように門の外に走った。今日から一分一秒たりとも無駄にしてはいけない。

　今日はしっかりと走るためにスニーカーを履いている。

　しかし、校舎から門までの距離を走り、十メートルほど先で待っている朔也さんを目視し走るのをやめて歩いたときにはゼイゼイと息が上がっていた。

　手を振って呼吸を整えながら、彼のもとへ歩を進める。

「また走ってきたのか」

「今日は走れるようにスニーカーなの」

　私は右足を少し上げて、ハイカットのベージュのスニーカーを見せる。

「パンプスじゃないぶんいいか。乗って」

　朔也さんは笑ってドアを開けて私を座らせ、自分も車の前を回って運転席に落ち着く。

「昼食を取ったら、美月の荷物を取りにいこう」

　親公認の二日間のお泊まりだ。これまで外泊経験がないから、若干緊張している。

　朔也さんは日本橋方面へ車を走らせ、私がリクエストした鍋焼きうどんがある老舗のお蕎麦屋さんに入り食事をしたのち、人形町の自宅へ向かった。

「美月、ご両親は在宅か？」

「たぶん。どうして？」

「出張前に挨拶をしておきたいと思ってね」

　そこで自宅前に到着した。駐車場に父の車はあり、朔也さんは隣に愛車を停めた。

「お母さん、お父さん、いる？」

　玄関を入ってすぐに母が出てきて、朔也さんに笑顔で挨拶している。

「ええ。書斎にいるわ。呼んでくるわね。朔也さん、リビングでお待ちくださいね」

「はい。突然申し訳ありません」

　朔也さんは頭を下げる。私と朔也さんはリビングへ入った。

　姉はここ数日、気分転換をしに女友達と軽かる井い沢ざわへ行っている。

　すぐに両親がリビングに現れ、お茶を淹れにいこうとする母に朔也さんが声をかけ、ソファに座ってもらうようお願いする。

　両親が並んで座ったところで、朔也さんがおもむろに立ち上がった。

「このたびは突然長期出張となり、ご迷惑おかけして申し訳ありません」

　頭を下げる朔也さんに、両親は中腰になって慌てる。

「朔也くん、頭を上げてくれ。謝らなくてもいいんだよ」

　父に言葉をかけられて、朔也さんはようやく顔を上げた。こうやって真摯に向き合ってくれる朔也さんは、心から信じられる人だと思う。

　姉のご主人である良幸さんは一度も事態を話しにこないばかりか、父に電話もない。姉のかたくなな態度のせいもあるかもしれないけれど、誠実な人ではなかったのかもしれない。

「母さん、お茶を淹れてくれないか。それとも朔也くん、コーヒーがいいかね？」

　父は場の雰囲気を変えようとしているようだ。

「あ、そうでしたわ。和菓子があるの。朔也さん、どうしましょう」

「お茶で」と答える朔也さんに母は微笑み立ち上がり、私も手伝いについていく。

　キッチンでお茶と和菓子を用意して戻ると、父と朔也さんは会話が弾んでいた。

「どうぞ」

　母がお茶と紅葉もみじの形の生菓子を朔也さんの前に置く。今日、朔也さんが挨拶に来ると考えて、表通りの老舗の和菓子店で買ってきたものだと思われる。

　以前朔也さんが来たときに、この和菓子店の生菓子を出して彼がおいしいと言ったのを母は覚えていたようだ。

「いただきます」

　朔也さんは綺麗な所作でお茶をひと口飲んでから、紅葉をかたどり赤からオレンジ、黄色へとグラデーションになった生菓子を、添えられていた和菓子用の楊枝、黒くろ文も字じでひと口大に切って口へ運ぶ。

「甘さが絶妙でおいしいですね。向こうへ行ったら、この味が懐かしくなりそうです」

　私は自分のことばかり考えてしまっていたけれど、ひとり向こうで生活をしなくてはならない朔也さんのことを考えていなかったとそのとき気づいた。

　業績を上げなくてはならないという大切な使命があるのだ。彼の肩にかかる重責は多大なものに違いない。

「朔也さん、ごめんなさい」

　不意に謝る私を見て、朔也さんは一瞬思考が止まったような表情になる。

「いきなりどうした？」

「私、自分のことしか考えていなかったなって。朔也さんが行ってしまったら寂しくて仕方がない、どうしようってそればかりだったけど、朔也さんは向こうでひとりで戦わなくちゃならないのに」

　すんなりと気持ちを伝える私に、彼は微笑みを浮かべる。

「俺のことは考えなくていいんだよ。それに秘書の大おお久く保ぼも一緒だ。必ず業績を上げてみせる。お父さん、お母さん、留守の間いろいろと決め事も多いので、彼女をよろしくお願いします」

　今度は座りながらだけど、朔也さんはもう一度頭を下げる。

「こっちは任せなさい。甘えん坊の美月だが、やるときはちゃんとやる子だ。いい経験になる。朔也くん、向こうでの活躍を応援しているよ」

　父は誠実な朔也さんに破顔して、この後はほのぼのとした雰囲気に包まれた。




　朔也さんの部屋へ入るのは、いつもとなんとなく気分が違う。親公認により初めて朝までいられるからだろうか。

　料理をしたかったが、それに時間を割かれるのももったいないとふたりで考えて、テイクアウトや近くのレストランへ行けばいいという話に。

　まだ夕食には早く、朔也さんのリビングでコーヒーを飲んでいるとき、大型のテレビに映し出された旧軽井沢の銀ぎん座ざ通りを目にして姉のことを思い出した。

　そうだ。まだ姉の話を朔也さんにしていなかった。

　姉は弁護士と話を詰め、離婚はほぼ決定のようだ。

　隣に座る朔也さんに顔を向ける。

「朔也さん、お姉ちゃんと良幸さんのことなんだけど」

「ん？　ふたりはマニラへ戻ったんだろう？」

　私は顔をしかめて首を横に振る。

「まだあやふやだったから話さなかったんだけど、お姉ちゃんは離婚を進めているの」

「なんだって？　離婚を？」

　朔也さんは信じられないように涼しげな目を大きくさせた。

「うん。こっちへ来て数日後、お姉ちゃんは大学のときの友人と会って、夜の予定を切り上げて早くホテルの部屋に戻ったら、良幸さんは女性と、その……ベッドで」

「女と寝てた？」

　私はコクコクうなずく。

「そうみたいです。お姉ちゃんは別れるの一点張りで。今は弁護士と協議中らしくて……」

「そうか……結婚して一年くらいだよな？　そういう男だと早くわかってよかったのかもしれない」

「ですよね」

　朔也さんの意見に賛同した私の頬に彼の手がかかる。

「俺は絶対に浮気をしない。美月にしか魅力を感じない。俺って、異常だと思うか？」

「うーん。異常ですね。私なんかよりも綺麗な女性は朔也さんの周りにたくさんいそうだし。私の魅力がよくわかりません」

　首をかしげる私に、朔也さんは笑って頬をつまむ。

「この触り心地のいい頬とか？」

「あーっ！　顔がぷくぷくしてるって言いたいんですね？　四ヵ月でダイエットして、今度会ったら見違えるほどの女性になるように努力します」

「そんなこと言っていないだろう？」

　頬を優しくなでられ、早くもキスしてほしい気持ちが胸を占める。

「今だってこんなに手首が華奢なんだ。ダイエットなんかしたら、許さないからな」

「朔也さん……」

　私の希望通りに彼の顔が落ちてきて、ゆっくり唇が重なった。

「美月はかわいくて、周りの空気も読めるし、いざというときはしっかりしている。なによりも俺を全力で愛してくれている」

「恥ずかしくなるじゃないですか」

　照れてしまって、私は朔也さんの腰に抱きつき、彼の逞たくましい胸板に頬をピタッとくっつけた。




　夕食はタワーマンションに隣接する商業施設のレストランに出かけ、おいしいイタリア料理を堪能したのち、朔也さんの部屋に戻った。

　こんな生活が、結婚したらあたり前にできるのだ。四ヵ月過ぎれば私は〝聖美月〟になって、ずっと一緒にいられる。それを楽しみにして、彼のいない時間をやり過ごすしかない。

　今は自分の家に帰宅せず彼のそばにいられて幸せだ。

　その夜も次の日の夜も、私は朔也さんに愛され、切ない思いで胸が詰まりそうになりながらも、彼の愛をせいいっぱい受け止めた。

「ん……ああっ、もう……ああ……」

　朔也さんにしがみつきながら、組み敷かれた腕の中で、押し寄せる快感に体が反りかえる。

「愛している。美月っ、はぁ……」

　息を乱し、自分のものだと伝えるようにしっかり抱きしめてくれる朔也さんが愛しい。いろいろな思いが胸をついて目頭が熱くなり、目尻に涙が伝わった。

「泣かないで。俺は美月だけを見ているから」

　目尻を流れる涙を朔也さんは唇で吸い取ってくれる。

　心も体も今までないほどにつながったように思える。私は朔也さんの腕の中で眠りの世界へ引き込まれた。




　そして来てほしくなかった水曜日になり、朔也さんはイタリアへ行ってしまった。

　大学の講義前、ずらりと並んだ長テーブルに顔を突っ伏し、数時間前の別れを思い出していた。

　水曜の今日は午後からの講義で、十一時出発便の朔也さんの見送りができた。

　別れのときは泣かないよう必死にこらえて笑顔で見送ったけれど、その後は込み上げてくる寂しさで号泣していた。

　あれから二時間以上経っているのにまだ気分は沈んでいて、彼を思い出すと涙が出てくる。

「はぁっ」

　顔を上げて鬱々した気持ちが思わず口から出たとき、あやが隣に座った。

「今日は休めばよかったのに」

　朔也さんの出発の日だと知っているあやは、心配そうな瞳を私に向ける。

「家にいたらずっと考えちゃいそうだから」

「ここでも一緒でしょ」

　あやは苦笑いを浮かべて事実を突いてくる。

「あたり……先生の声なんてきっと頭に入らない……」

「今日は帰ったら？」

「……ううん。ちゃんと勉強する。朔也さんがいなくてもしっかりしなきゃ」

　部屋のベッドでなにも考えずに眠りたい誘惑にも駆られるが、そんなことをしても四ヵ月は乗りきれない。現実逃避をしてはいけないのだ。

「あや、ありがとう。彼がいない間もやることはたくさんあるし、帰国したときに褒めてもらえるようにがんばる。ちょっと見ない間に、綺麗になって成長したねって言ってもらえるように」

「さすが美月！　あんな素敵な婚約者がいて、ホントうらやましいわ。四ヵ月なんてすぐ過ぎるわよ」

　あやは私の背中をポンポンと叩いて、励ますように笑顔になった。




　食事後、お風呂から出て部屋で髪を乾かしていると、母がやって来た。

「ちょっといい？」

「うん。入って」

　私はベッドに腰を下ろし、隣をポンポンと叩いて母を招き入れる。母は私の隣に座った。

「朔也さんと離れている間、相談もなかなかできないでしょう？　必要になるかもしれないから、これを渡しておくわ。お父さんと私からよ」

「え……？」

　母がエプロンのポケットから取り出して、私の手に置いたのは都市銀行の通帳と印鑑だった。私の名義になっている。

「結婚式の費用は先方からすべて持つと言われているけれど、今朔也さんはイタリアだし、突発的にお金が必要になったらこれを使いなさい」

「お母さん……」

　手のひらに置かれた通帳にたくさんの両親の気持ちを感じ、目頭が熱くなっていく。

「五ヵ月後には家を出ていってしまうのよね。寂しいけれど、美月の幸せが一番だから。朔也さんの奥さんにふさわしい女性になるのよ」

　にっこり笑った母は私の髪をなでる。

「ありがとうございます。お父さんには明日お礼を言うね」

　いつもなら『ありがとう』と簡単に口にするが、私のことを考えて貯金をしてくれていた両親に感謝の意味を込めて丁寧に言った。

「ええ。結婚しても頻繁にうちに来てね」

「うん。でも、まだ先だから。それまでに親孝行するからね」

「そうね。たっぷりしてもらおうかしら」

　私は涙に滲む目もとを拭って母に抱きついた。




　その翌週の金曜日。大学から帰宅後、母の夕食作りを手伝った。支度が終わる頃、父が仕事から帰ってきた。

「お父さん、おかえりなさい」

　父はスーツから濃紺の着物に着替え、ダイニングルームに姿を見せた。

「ただいま。今日も手伝っていたのか。がんばっているな」

「できるときにやらないと、いつまで経っても上手にならないから」

「いい心がけだ」

　父が満足そうにうなずいたところへ、姉がサテンのパジャマ着のまま現れた。

　軽井沢旅行から戻ってきた彼女はその後、毎日夕方になると動きだすという生活になっている。

「なにがいい心がけなの？」

　眠そうな姉は、生あくびを噛み殺しながらテーブルに着く。

「郁美、まだダラダラと過ごしているのか？　美月を見習いなさい」

「美月はいい子ちゃんなのよ。私とは性格が違うわ。お父さん、押しつけないで」

　私は姉の言葉に居心地の悪さを感じながら、椅子に腰を下ろす。

「今日はカレーライスなの？」

　テーブルの上に並べられたカレーライスとグリーンサラダ、そのほかおかずはいろいろ並んでいる。けれど姉は不満のようだ。

「嫌なら食べなくていい」

　スパッと父が言いきると、姉は肩をすくめて取ってつけたような笑みを浮かべる。父は毎晩の晩酌後に食事をするので、ビールとおつまみが用意されている。

「違うわよ。おいしそう。いただきます」

　姉はスプーンを持ってカレーライスをすくって口に入れた。咀嚼してから思い出したように口を開く。

「お父さん、いつまでもダラダラなんてしないわよ。私、嵯峨野で働くわ。役つきのポストは空いていない？」

「いきなり役つきか？　バカを言うんじゃない。最初は販売部で修業するんだ。周りに認められるような社員になれば、昇進をさせる」

「えーっ、修業？　私はお父さんの娘なのよ？　社長の娘が下働きをするの？」

　姉はスプーンをガシャンとカレー皿に置き、頬を膨らませて不満をぶつける。

「郁美、仕事をなめてはいけない。それが嫌ならうちでは働かせられない」

「そんなぁ。……わかったわ。販売部でもいいわ」

　すぐに考えを改めた姉は、上機嫌ににっこり笑う。彼女の様子に私はなんだか違和感を覚えた。喜怒哀楽が激しい気がする。以前からもそういう感じは見受けられたが、良幸さんと別れてからはひどくなったみたいに思える。

「はぁ～美月はいいわね。御曹司の妻になって、なに不自由ない生活を送れるんだから。私もいい人を見つけて永久就職したいわ。ね、今頃彼は結婚前の羽目をはずしているかもね」

　長女のひどい言葉に父は呆気に取られてから、怖い顔になる。姉の悪意あるセリフに私も驚いて言葉を失う。

「郁美！　なにを言ってるんだ！　朔也くんは、お前の選んだひどい男とは違う。お前の見る目が――」

「あなた、今日のところは。郁美は傷ついているんですよ」

　ひどい剣幕で叱ろうとする父に母が仲裁に入った。

「冗談なのに。もう、食欲がなくなったわ」

　姉は乱暴に椅子を引いて立ち上がり部屋を出ていった。引き戸をこれ以上ないほど閉める音を響かせて。

　そんな娘に、父は眉根を寄せてため息を漏らす。

「美月、気にしないのよ。郁美は好きだった人に裏切られてショックを受けているの」

　母は茫然としている私を慰めるが、それでも言っていいことと悪いことがあるのにと、心の中で文句を言う。

「朔也くんはあの男のように浮気男じゃない。彼を信じなさい」

「うん。わかってる。それに朔也さんは良幸さんとは全然違うもの」

　ひと目見たときからあまりいい印象のなかった良幸さんと朔也さんとでは、比べ物にならない。

　朔也さんは男気にあふれ、性格もよく、最高に素敵な人だ。そんな彼にプロポーズされたときは現実味がなかったほど。

　私はコクッとうなずき、カレーライスを食べ始める。

　母のカレーはルーを使わずにたくさんのスパイスで作る、本格的なインドカレーだ。

　まだスパイスの分量などはノートを見なくてはわからないけれど、母直伝のカレーライスを朔也さんに作ってあげたい。

　父の言う通り、朔也さんは浮気なんてしない誠実な人だから信じている。けれど、あんなふうに横やりを入れられたら不安にもなるし、ひどいことを言う姉にイラ立ってしまう。

「ところで、明日から一週間ほど箱はこ根ね旅行に行ってくるが、留守を頼むよ」

「うん。もちろん。結婚記念日なんだから夫婦水入らずで楽しんできてね。私は明日ウエディング会場のホテルへ行ってくる」

　父はビールを口にして、おつまみの板わさを食べている。板わさは二種類用意してあり、明太マヨネーズと梅肉と大葉のものだ。私も好きだから、手を伸ばし明太マヨネーズを取ってパクッと食べる。

「そうか。打ち合わせか」

「出発前に朔也さんといろいろ決めたから、それを伝えにね。それよりお母さん、素敵な旅館なんでしょう？　写真撮ったら送ってね」

「ええ。送るわね」

　母は笑顔で約束し、父に明日は何時に出ましょうかと聞いている。

　結婚記念日にふたりが旅行へ行くようになったのは、私が大学へ入ってから。それまでは長期休暇ごとの家族旅行がお決まりだった。




　翌日、車に乗り込んだ両親を玄関で見送った後、私はホテルへ向かった。

　朔也さんが水曜日にイタリアへ発ってまだ十日だ。日中は寂しい思いをせずにいられたけれど、就寝前はやっぱりつらい。

　朔也さんからの連絡は、出発した日の真夜中、日付を回ってから到着した旨のメールが入ったっきり。忙しいんだろうな……と思い、私も短いメールを送っただけ。

　今日はウエディングプランナーとの打ち合わせが終わったら、あやと会う約束をしている。ぶらぶらとショッピングをして、夕食を食べてから帰宅する予定だ。

　朔也さんと付き合い始めてから、休日にあやと会う機会がなくなっていたので、渋谷のカフェで待っていたあやと合流したときに「すごく久しぶりだね」と言われてしまった。

「本当に久しぶりだね。ごめんね」

「いいって。別に嫌みで言ったわけじゃないし。今日は美月の寂しさを紛らわせてあげるから。ところで、彼から連絡あった？」

　あやの対面に座っている私は、アボカドと海老の入ったパニーニにかぶりついている。飲み物はウインナーコーヒーだ。

　生クリームを唇の上につけた私に、朔也さんがキスで取ってくれた出来事を思い出した。

「美月？」

「え？　あっ……なんだっけ？」

　意識をあやに戻した私に、彼女はケタケタと笑う。

「もー、婚約者さんのこと考えていたんでしょ！」

「ち、違うよ」

　あやにズバリ言いあてられ、顔が熱くなってきて思わず視線を泳がせる。

「バレバレだから。美月のそういうところに庇護欲が湧くのよね。婚約者さんもそうなんじゃないかな。八歳違うんだっけ？」

「からかわないで。早く食べて、チーズが固くなっちゃうよ」

　私は照れ隠しに、あやの意識を料理に向けさせようとした。でもそれも見え見えで、あやは笑いながら大きな口を開け、照り焼きチキンとたっぷりチーズが挟まったパニーニを頬張る。

「話を蒸し返すようだけど、婚約者さんから連絡は来たの？」

「あ！　うん。メールは一度ね。寝る暇もないくらい忙しくて、同行した秘書とがんばっているって」

　男性秘書の大久保さんとは面識もあり、彼より五歳年上でいつも支えてくれていると聞いていた。

「秘書っ!?　じょ、女性と一緒なの？」

　あやは目を丸くする。

「違う、違う。秘書だって、男性もいるのよ？」

「なんだ。びっくりした。もしも女性秘書と一緒だったら、美月のいない寂しさからふらっと……」

「そんな余計なこと考える必要ないからっ」

　あやの突拍子もない言葉に、学生時代はラガーマンだったがっちりした体格の大久保さんを思い浮かべながら、私はプッと噴き出した。




　渋谷の街でぶらりとショップを覗のぞき、外気で体が冷えてくるとコーヒーショップに入って温かい飲み物を飲み、いろいろな話に花を咲かせる。

　十一月に入ってだいぶ寒くなり、ブラウンのロングカーディガンは厚手だがベージュのマフラーをぐるぐるに巻いている。

　渋谷から表参道方面へ歩く。神じん宮ぐう外がい苑えんのいちょう並木の通りでは、いちょうの葉がほんのり黄色に色づき始めている。

　暗くなるのも早くなったなと歩きながら思う。そろそろ十八時だ。

　私たちはコーヒーショップでお茶をしているときに検索した、赤あか坂さかにあるローストビーフのお店を目指した。

　分厚い牛肉を堪能して、自宅に着いたのは二十一時を少し過ぎた頃。

　姉は留守のようだ。

　キッチンのシンクの中には食べた後のお皿があって、大きなため息をつく。結婚する前も家事はいっさいしなかったが、今もそうだった。

　そのままにしておこうとも思ったが、それもできない性分だ。

　食洗器に入れるほどの量でもないので、ロングカーディガンを脱いで椅子の背にかけてから、ブラウスをまくって汚れたお皿を洗った。

　結婚して住んでいたマニラの家にはお手伝いさんがいたと言っていたから、仕方がないか。姉はもともと料理に興味がないし。そんなふうに考えれば腹も立たない。

　シンクの中が綺麗になって、満足して自室へ上がる。

　スマホをバッグから出して確認すると、母から今日訪れた場所や旅館、そこで出たおいしそうなお料理の写真が送られてきていた。

　冷たい風に吹かれながらも、両親が並んで黒たまごを食べている写真が微笑ましくて、私は顔をほころばせる。

　楽しんでくれていてよかった。一日目でたくさんの写真を送ってくるんだから、一週間だともっともっと多くなりそう。

【写真ありがとう。いい写真ばっかりだよ。明日もたっぷり楽しんでね】と返信する。

　お風呂から上がり、ベッドにゴロンと寝っ転がった私は、スマホを開き朔也さんの写真を見てから、アプリで彼に【おやすみなさい】とだけ打って就寝した。




　大学の課題に追われて忙しい日々を過ごし、今日は両親が帰ってくる日だ。

　午前中は曇り模様だったが、お昼過ぎから雨が降ってきた。大学のレポート課題をやりながら、窓の外を見て雨に気づく。

「あ～あ、降ってきちゃった。お母さんたち帰宅が早まるかも」

　窓を打つ雨に、天気予報では夜から降るはずだったのに残念……と、デスクに頬杖をつきながら思っていると、スマホがメッセージを着信した。

　母からで、【これから帰る】とあった。雨が降ってきて戻りを早めたようだ。

　じゃあ、帰宅は十五時くらいかな。

　夕食を作る予定だが、手際が悪いから材料だけでも切っておこうか。

　そう考えながら一時間ほどが経ち、スマホを持ってデスクから離れた。

　キッチンでは、私がお昼に作った焼うどんを姉が電子レンジで温めていた。

「お姉ちゃん、紅ショウガが冷蔵庫に入っているよ」

「あら、ありがとう」

　姉は電子レンジの前から冷蔵庫に移動して、中から紅ショウガの入った器を取り出している。

「なにか作るの？」

　私がカゴから玉ねぎを取り出しているのを見て不思議そうだ。

「夕食の準備を。下ごしらえでもしておこうかなって」

「美月が夕食を？　なにを作ってくれるの？」

「チキンドリアとサラダを作ろうかなって」

「いいわね。ドリアは久しぶりだわ」

　今晩のメニューは姉のお眼鏡にかなったようでホッとする。

　彼女は温まった焼うどんの上に紅ショウガをのせて、キッチンを出ていった。

　さてと、玉ねぎを切ろう。

　目が痛くなって涙が出てくるから、この作業は好きじゃない。目に染みないよう腕を伸ばし、できるだけまな板の玉ねぎから離れて切っていると、家の電話が鳴る音が聞こえて手を止めた。電話に近い姉が出てくれたようで鳴りやむ。

　再び玉ねぎの攻撃に耐えながら切っているところへ、姉が血相を変えて現れた。

　両手がブルブルと震えていて、悲痛な顔をしている。こんな表情は初めてだった。

　私は包丁をまな板の上に置いて、入口に突っ立っている姉に近づく。

「お姉ちゃん、どうしたの？　大丈夫？　顔が青いよ？」

　焼うどんがそれほどおいしくなかったのだろうかと考える私の前で、姉が突然泣きだした。

「お姉ちゃん……？」

「じ……じ、事故で……」

　姉は脚の力を失い、その場でヘナヘナと座る。

「事故？　だ、誰が？」

「お、お父さんたち」

　ショックで精気が抜き取られたみたいな姉の言葉は、はっきり聞こえてきた。

「なにを言ってるの!?　事故って、今の電話？」

「そう……すぐに来てくれって」

　父と母は交通事故で病院に運ばれているという。

　心臓が鷲掴みにされたみたいに強烈に痛みを覚え、目眩めまいを覚える。私も姉と一緒に倒れ込みそうだったが、そんな場合ではない。必死に平静さを保ちながらしゃがみ、姉の顔を覗き込む。

「どんな容態だって？」

　泣き崩れる姉は首を大きく何度も左右に振るだけ。

「行かなきゃ！　お姉ちゃん、用意して！」

　涙でかすむ目で下唇を噛み、今は一刻も早く行かなくてはならないと、姉に言いながら自分を奮い立たせた。

　そんなに悲観することでもないかもしれない。

　病院へ行ったら、父も母も『たいしたことなかったのに』と言ってくれるはず。










三、一方的な婚約解消




　木魚の音が、葬儀場の両親が眠る会場に響いていた。

　私は茫然と、祭壇に並べられた父と母の写真を見ていた。

　日本全国にある呉服店の社長夫妻とは思えないほど、簡略的な葬儀だ。

　突然の出来事から四日が経っていた。

　あの日、私と姉はタクシーで東京と神か奈な川がわの中間にある総合病院へ向かい、病院へ着くとすぐに待っていた警察官から信じられない言葉を告げられた。

　重体で運ばれた両親は治療のかいもなく亡くなったと。

　ずっと気を張っていた私はその言葉に言いようのない衝撃を受け、目の前が真っ暗になった瞬間、意識を手放した。

　意識が戻ったのは病院の廊下のベンチで、姉が鬼のような形相で私を見ていた。

　なぜそんな顔をするのか困惑するばかりだったがかまってはいられず、起き上がると両親に会いたい一心で医師に聞いた。

　ひどい状態なので会わない方がいいと言われたが、なにがなんでもそばに行きたい。

　会いたいと泣き叫ぶ私を医師は連れていってくれた。

　両親の車が高速道路を走っている最中、急ブレーキをかけたが前の車に接触し、うしろを走っていた四トントラックが衝突したという。

　トラックは衝撃で横倒しになり、五十代の運転手は重傷だった。

　そして、その事故は二台だけの問題ではなく、もう一台の自家用車が巻き込まれ、カップルが亡くなったという惨事だった。

「お焼香を」

　葬儀場の進行役の男性に声をかけられ、私はハッと我に返った。

　姉が焼香を済ませて戻ってくるところだった。

　慌てて立ち上がり前へ進み出て、反対側に座る参列者へ頭を下げる。それからお経をあげている住職のうしろに設置された焼香台の前に立った。

　父と母の遺影は涙でかすんで見えない。

　なんとか焼香を済ませ、再び参列者にお辞儀をして自分の席に戻った。

　両親の突然の悲惨な死で、私と姉の生活はこの数日でガラリと変わった。というのも、事故の原因は両親の車のせいであり、亡くなったふたりとトラックの男性への賠償問題が発生していた。

　金額などはまだ先のことになるが、嵯峨野の顧問弁護士が交渉役になっている。

　今は賠償問題など考えられないが、現実は厳しい。

　姉は病院で見た冷たい目をあれからずっと私に向けてくる。それがどうしてなのかわからない。必要な決め事以外、彼女は私と口をきかなかった。




　葬儀場の手洗い場で顔を洗っていると、どうしようもなく悲しみに襲われ泣いていた。涙を無理やり洗い流すように、顔に冷たい水をバシャバシャかける。

　いつまで経っても涙が止まらず、タオルを顔にあてたとき、背後から誰かに抱きしめられた。

　一瞬ビクッと体を震わせたが、懐かしい大好きな人の抱きしめ方だった。

「美月、そばにいてやれなくてすまなかった」

　朔也さんの静かな声が聞こえてきて、すぐにでもタオルから顔を上げたいのに、泣きはらした目を見られたくなくて抱きしめられたまま動かなかった。

「美月、大変だったな。まさかこんなことになるとは……いまだに信じられない」

　朔也さんは私の体の向きを変える。

「こ、来なくてよかったのに……」

　遠いローマから飛んできてくれたのはうれしいが、緊急とはいえ、わざわざ帰国してもらうのは忍びなかった。

「来ないわけないだろう？　美月、君が心配だった」

　事故があった日、自宅に戻った私は泣きじゃくりながら朔也さんに電話をかけてしまったのだ。

「ごめんなさい。私がひどく取り乱したから……」

「美月、顔を見てくれないのか？」

　顔を覆ったタオルがそっとはずされ、憂慮する瞳と目が合った。泣きすぎて目がぼやけている。朔也さんの顔が二重に見えてきて、脚に力が入らなくなった。

「美月！」

「大丈夫……」

　朔也さんは私を抱き上げ、昨日から泊まっている祭壇横にある部屋に連れていってくれる。泊まっているのは私だけだ。

　十二畳ほどの部屋の隅に、低めの椅子が四脚とテーブルが用意されているそこのひとつへ座らせてくれる。

「かわいそうに……」

「心配かけてごめんなさい……」

「なにを言ってる？　当然だ」

　喪服姿の朔也さんは膝をついて、頬をなでてくれる。

　攻撃的な姉や顧問弁護士の冷たい対応、親戚たちの事故に関してのひどい言葉にさらされてばかりで、誰にも相談できなかった。そのつらさが、朔也さんが今そばにいてくれるだけでやわらいでいく。

　母方の親戚は誰もいない。母はひとりっ子で、祖父母はすでに他界していた。出席している親戚たちは父の兄弟や姉の母方の兄弟ばかりだった。後妻である母は彼らに受け入れられていなかった。

「郁美さんは？」

「お姉ちゃんは家に」

「こんな寂しいところに、美月ひとりでいたとは……」

　葬儀はうちだけで、二十二時以降は管理人しかいなくなる。鍵もかかり中へ自由に出入りできない。今は二十一時を回ったところで、朔也さんは入館できたようだ。

「お父さんとお母さんのそばにいたくて……」

　膝立ちしている朔也さんは、再び座る私を抱きしめてくれる。

「眠れていないんだろう？　俺がいるから休んだ方がいい。布団はあそこ？」

　彼は私から離れて押し入れに歩を進める。

「私が――」

「いいからそこにいて。あ、そうだ。あまり食べていないだろうと思って、空港でサンドイッチを買ってきてある。食べられるか？」

　通夜振る舞いでお寿司や軽食、オードブルを用意したが、それらを口にする時間はなかった。残りを取っておいてもらって後で食べようと思ったのに、忙しくて頼めずあきらめていたところだった。今日は朝から、おにぎり一個しか食べていない。

　朔也さんは布団を一組敷いて戻ってきた。手に紙のショッパーバッグを持っている。

　彼は私の斜め前で畳の上に胡坐をかき、ショッパーバッグからサンドイッチと数個の飲み物をテーブルに出す。

「牛乳？　いちご牛乳？　カフェオレもある」

「いちご牛乳が飲みたいです」

　朔也さんはストローを挿さして渡してくれる。

　いちご牛乳は私がウインナーコーヒーの次に好きなのを知っていて、買ってきてくれたのだろう。

　ひと口飲むと、優しい甘さが喉もとを通り肩の力が抜けていくようだ。

　サンドイッチはたまごやポテトサラダ、いちごと生クリームのデザートっぽいものもあった。千切りのキャベツがたっぷり入ったボリュームのあるカツサンドもあり、四人前はありそうなくらいの量だ。

「朔也さん、ありがとうございます。いただきます」

　私はポテトサラダサンドを選んで口へ運ぶ。

「……おいしい」

「たくさん食べるんだよ」

　食べ始めた私を見て安堵の表情を浮かべた朔也さんもカツサンドを手にした。

　おなかが満たされてきたら、朔也さんがいてくれる安堵感からか睡魔が襲ってくる。あれほど眠れなかったのに。

　はるばる日本へ戻ってきてくれた朔也さんと話すことはたくさんある。けれど、口を開くのもおっくうで、朔也さんに寄り添われながら眠りに引き込まれていった。




　翌日の告別式は十一時からで、参列者は十時くらいから少しずつやって来た。今日参列してくれるのは、親戚はもちろんのこと、父や母に世話になった人たち。

　母が開いていた料理教室の生徒さんには時間が足りずに知らせられなかった。

　姉は時刻ギリギリに姿を現し、朔也さんを見て目を大きくして驚いた。

「朔也さん、わざわざ来てくれたのね」

「このたびはお悔やみ申し上げます。こんなときに郁美さんが日本にいて美月は心強いでしょう」

　朔也さんの言葉はまったく協力しようとしない姉に対する嫌みだと私にはすぐわかったが、それに気づいていないらしい姉ははかない笑みを口もとに浮かべた。

「本当に……これから姉妹ふたりでがんばっていきますので、朔也さん、どうかお力添えお願いします」

　姉は頭を下げ、顔を上げたときにはハンカチで目もとをそっと拭っている。

　朔也さんが駆けつけてくれたおかげで、親戚たちも途端に愛想がよくなった。朔也さんは日本でも有数の企業、聖ホールディングスの専務取締役で御曹司だから、中小企業を経営している叔父たちはコネクションが欲しいのだろうかと邪推してしまう。

　そんなことを考えてはいけないのだろうが、こうもガラリと態度が変わるとそう思わざるを得ない。実際、朔也さんに名刺を渡す親戚もいたのだから。

　朔也さんの両親も来てくれた。喪主は姉だけど細々とした段取りの打ち合わせは私がしていたので、会釈しただけでご両親に挨拶する時間もなかった。気がつくと帰ってしまっていた。




「朔也さん、こちらの和室にお願いします」

　朔也さんは自宅まで付き添ってくれた。

　私が母の遺骨を抱えながら奥の和室に案内する間に、父の遺骨を持っている姉は先に和室へ消えていく。

　和室に設置した祭壇に骨壺と遺影を置き、同行した葬儀場のスタッフふたりが生花や供物を飾ってくれる。

　その間に姉はなにも言わずに和室を出ていった。

「ちょっと電話に出るよ」

　朔也さんは私に断りスマホを耳にあてながら部屋の隅へ行く。時折朔也さんの声が聞こえてくる。

　イタリア語だ。今……ローマは真夜中、なにかあったの？

　朔也さんは困ったように額に手を置いて話をしている。

　気になったけれど仕事が終わった葬儀場のスタッフに呼ばれ、帰る彼らを玄関まで見送った。

　和室に戻ると朔也さんの電話は終わっていて、祭壇の前で正座をしてお線香をあげてくれていた。

　両手を合わせた彼が立ち上がり、私に気づいて歩み寄ってくる。先ほどの困惑した様子は微み塵じんも感じられない。

「美月、おつかれさま」

「おつかれさまでした。朔也さんがいてくれたおかげで滞りなく見送ることができました」

　涙が止まっていたのに、口を開けばまた目頭が熱くなり私は急いで頭を下げた。

「美月……」

　朔也さんは私の肩に触れ、体を起こさせてから両腕でぎゅっと抱きしめてくれる。

「かわいそうに……こんなに憔悴しきって……」

　朔也さんは私の目の下を親指の腹でそっとなでる。片方の彼の手に私は両手で触れて、その温もりに安心する。

「朔也さん、さっきの電話……向こうでなにかあったのでは……」

「少しトラブっているだけだから問題ない」

　サラッと口にする朔也さんだけど、なんとなく様子がおかしいように見受けられる。

「私にはなんでもちゃんと話してくださいね。今の朔也さん、いつもと違います」

「そんなことはない。美月が心配だからだろう」

　私は大きく頭を左右に振る。

「激務なのに戻ってきてくれて本当にうれしかったし、心強かったです。でも、朔也さんは使命を持って向こうへ行ったのだから、戻ってください。今朔也さんの気がかりがおおごとになりでもしたら、申し訳ないです」

「美月……俺はしばらく君のそばにいるよ」

　再び朔也さんの腕が私の体を包み込む。

　私も一緒にいたい。この温もりがあったら、両親の死を乗り越えられそうだ。でも、それはできない。向こうでするべき大事な仕事がある朔也さんを、引き留めてはいけないのだ。

「そう言ってくれるのはとてもうれしいです。でも――」

　朔也さんのスマホがポケットで振動しているのがわかった。

「電話に出てください、コーヒー淹れてきます。戻ると言ってくださいね」

　私はその場に朔也さんを残し、キッチンへ向かった。

　コーヒーメーカーに水と粉をセットしてスイッチを押す。

　ひとりになった途端に不安に襲われ、下唇をキュッと噛んだ。

　朔也さんを困らせてはダメ。大事な仕事を放り出させてはいけない。

　コーヒーができあがりカップに注いでいると、朔也さんが姿を見せた。

「朔也さん、ソファで飲みましょう」

　自分の分には温めた牛乳を入れてカフェオレにした。

「運ぶよ」

　私がトレイを持つ前に朔也さんが手を伸ばし、ソファのローテーブルへと運んでくれる。

　私たちは並んで座った。カップを持つ私の反対の手は彼の大きな手に包み込まれるように握られている。

　カフェオレをひと口飲んで、心を決めて口を開く。

「朔也さん。私は大丈夫だからローマに戻ってください」

「美月……」

「葬儀は終わったし、後はゆっくりするので。気が張りつめていたから、落ち着くまでダラダラするつもりです。そんなところ、朔也さんに見られたくないし」

　私は笑みを浮かべる。

「ねっ？　朔也さん、行ってほしいの」

　朔也さんは口もとを引きしめて私を見つめる。本当に大丈夫なのか、考えあぐねているみたいだ。

「キスしてくれたら、次に会えるときまでがんばるから」

　さらに言葉を重ねて、朔也さんはようやくうなずいた。

「……わかった。この件を解決したら戻る。それまで無理をしないで過ごしてほしい」

「はいっ！　無理はしません」

　手を上げてにっこり笑う私に、彼は約束通り口づけをしてくれた。

「あ、今日お義父さまとお義母さまが見えられたのに、お話ができなかったんです。帰国前にもし電話をするようであれば、お礼を伝えてください」

「美月が忙しそうだったからと、両親は挨拶せずに帰ったんだ。相談したいことが出てきたときには気兼ねなく連絡してほしい」

「はい。ありがとうございます。そうさせてもらいます」

　私はまだ大学生で、世間に疎い。朔也さんのご両親だから相談もすんなりできそうで心強い。とくに事故に関してはまだはっきりしていない。

　両親の車が悪く思われているけれど、現在衝撃で破損しているドライブレコーダーを警察が解析している最中だった。




　朔也さんは葬儀の翌朝、成なり田た国際空港からローマへ戻った。うしろ髪を引かれる様子の彼に、愛をたっぷり感じて少し元気が出た。

　だけど、一週間経っても私はまだ大学へ行けないでいた。

　朔也さんは毎日朝八時くらいに電話をくれる。ローマは夜中の〇時、激務で疲れているはずなのにかけてきてくれていた。まだ問題は解決していない様子。

　今は大学のことよりも体を休めた方がいいと言ってくれていた。心配させてしまうことが心苦しい。

　睡眠障害と食欲不振で倦怠感に襲われて疲れやすかった。

　大学へ行けないのは体調面だけでなく、葬儀場の外でもそうだったのだが、マスコミが自宅周辺で遺族のインタビューをしようと待ちかまえており、外に出るに出られなかったからだ。

　姉は葬儀の後に外出してから戻っていない。気になって彼女のスマホにメッセージを送ると、友人のところにいると返信が来た。マスコミに会いたくないのだろう。

　マスコミは両親が事故を引き起こしたとして、亡くなった父母を責めていた。




　翌週の水曜の夕方、お義母さまから電話がかかってきた。

　ベッドで横になっていた私はスマホの画面に映った〝お義母さま〟の文字に驚き、慌てて上体を起こした。画面の通話をタップする。

「お義母さま」

『美月さん、このたびは大変だったわね』

　電話をかけてきたのは今までにないが、以前なにかあればと番号を教えられていた。

「葬儀の際に、ご挨拶もできずに申し訳ありませんでした」

『いいのよ。慌ただしかったものね。どう？　もう落ち着いた？』

「……はい」

　この状態は落ち着いているのだろうか？

　自問自答しながら返答した。

『では本題に入るわね』

　本題……？

　突然不安に襲われ、鼓動が暴れ始める。以前会ったときより声が冷たい気がしたからだ。

『美月さんには悪いけど、朔也とのことはなかったことにしてほしいの』

　私はお義母さまがなにを言っているのか理解できなかった。

　今なんて言ったの……？

『聞いてる？　朔也と別れてと言ったの。わかるでしょう？　朔也は聖ホールディングスのトップになるの。妻の両親が大事故を起こした加害者では体裁が悪いのよ』

　考えてもみなかったお義母さまの言葉に、スマホを持つ左手がガタガタと震えてきて右手を添えた。

「お、お義母さま、そんなことおっしゃらないでください、私は朔也さんを愛しているんです」

『美月さん……』

「今からお伺いします、話を聞いてください！」

　私はお義母さまの返事を聞かずに通話を切り、ブラウスとロングスカートの上に最初に手にしたブラウンのロングカーディガンを羽織り、バッグをひったくるようにして持ち部屋を出た。

　十二月に入り、ロングカーディガンだけでは寒いが今は気に留められず、スニーカーを履き玄関を後にした。

　十八時近いからマスコミはすでに退散したのか、通りに姿は見えない。いたとしても関係なかった。頭の中は、朔也さんの妻になれないかもしれないという恐怖でいっぱいだったから。

　大通りに出て、空車のタクシーを見つけて乗り込んだ。

　運転手に朔也さんの実家のある松濤へ行くように告げ、必死に気持ちを落ち着けようと両手を握り口もとへ持っていく。

　心臓がこれ以上ないほど暴れている。

　私は……朔也さんと結婚できないの……？

　不安が幾度も押し寄せ、彼の実家に着くまで泣き出さないようにするのがせいいっぱいだった。




「美月さまがいらっしゃいました」

　家政婦さんに案内されて、何度か訪れているリビングへ足を踏み入れる。いつもはお義母さま自身が出迎えてくれるのに。私は招かれざる客に成り下がってしまったのを痛感した。

　リビングのソファにお義母さまが座っていた。

「早かったのね。どうぞお座りになって」

　厳しい表情のお義母さまは私に対面のソファを勧める。なんとか気持ちを奮い立たせて腰を下ろした。

「こんな時間に申し訳ありません」

　声が上ずっていないのが幸いだ。怯えていると思われたくない。

「いいのよ。早く決別すれば、そのぶん結婚式にかかる費用が無駄にならないものね」

「お義母さま、事故の状況についてまだ警察からはなにも言われていないんです。ですから、両親が加害者だとまだ決まったわけでは――」

「同じだわ。事故のことはマスコミに取り上げられているわ。世間はご両親を加害者扱いしているの。いわば殺人を犯したのよ？　万が一真実は違っても、もうあなたの、荘田家の評判は地に落ちてしまったの。いずれ聖ホールディングスの社長になる息子の妻にはふさわしくないのよ」

　私は両親が起こした事故ではないと信じている。けれど、すでにマスコミからは加害者扱いされ、私と朔也さんのことも名前こそ出ないけれど取りざたされていた。

　その文面は朔也さんに申し訳ないほどひどい書かれ方で、私はまだ見ていないが、あやがマスコミに憤慨して慰める電話をくれて知ったのだ。

　ふいに、テーブルの上にバサッと女性週刊誌が置かれた。

「こんなふうに書かれていては、あなたを聖家の嫁に迎えるわけにはいかないの。わかってくれるわよね？　もうあなたは社長令嬢でもない」

　私は女性週刊誌に手を伸ばし、付箋がついているページを開いた。

　実際にマスコミが書いたものを見るのは初めてだ。

　大きく取り上げられていて、事故に巻き込まれたカップルの両親たちのインタビューもあり、〝荘田夫妻は人殺し〟の文字が目に飛び込んできた。

　吐き気が込み上げ、文字が揺れて見えてくる。

　女性週刊誌を閉じ、テーブルに置いた。

「わかったでしょう？　愛する朔也のためを思ったら、身を引くのが一番だと思わない？」

　愛する朔也さんのため、身を引くのが一番……。

　私は催眠術にかかったみたいに、お義母さまの言葉を頭の中で復唱する。

「結婚式場は私がキャンセルをしておきます」

　お義母さまが言葉を発するたびに、私は針で刺されたような痛みを全身に感じた。

　手が冷たくなって、体が自分のものではないみたいな感覚だった。

「美月さん？　わかってくれたわね？　朔也にはすがらずに去って」

「すがらずに……」

　私の声にはすでになんの感情も込められておらず、抑揚がない。

「ええ。別れるなんて言ったら、ローマから飛んでくるに違いないわ。葬儀にも戻ってこなくていいと伝えたのに来たんだから。それほどあなたを愛しているのはわかってる。だからこそ、黙って消えてほしいの」

　朔也さんは私を愛している。でも、もう私は彼にふさわしくない……。

「これは示談金よ。これでどこかへ行って」

　テーブルの上に分厚い白い封筒が置かれた。もう話はしない。帰りなさいということだろう。

　私はふらりと立ち上がり頭を下げる。

「……失礼します」

　ソファから離れてドアの方へ歩を進める私に、お義母さまは「持っていきなさい」と追ってきて手に封筒を掴ませようとする。

「いらないです」

　私の手から封筒がすべり床に落ちた。そこで自分の左手の薬指に、朔也さんからもらったエンゲージリングがはめてあるのに気づく。

　通学にもつけていけるようにと、シンプルなダイヤモンドのエンゲージリングだ。

　私はそれを薬指から抜き取り、テーブルに置く。

　なんだか心が氷におおわれてしまったみたいに、すべてが他人事のように思える。

「美月さん、意地を張っても損をするだけよ？　これだけでもあれば当座の生活には困らないわ。それに指輪もよ。プレゼントしたものなのだから、持っていきなさい」

　私は顔をこわばらせ、小さく首を左右に振る。

「朔也さんと別れます。彼にはなにも言いません。安心してください」

「美月さん……事故がなかったら、あなたは理想のお嫁さんになるはずだったわ」

　そんなのは少しの慰めにもならない。

　両親の事故が、私の運命を大きく変えてしまったのだ。

　お義母さまから二歩離れると、深くお辞儀をして玄関に向かった。

　朔也さんの実家から無我夢中で離れ、渋谷の繁華街の賑わう通りへ出ると、ようやく歩を緩めることができた。




　自宅玄関に入って、その暗さに私はその場で泣き崩れた。

『おかえりなさい。寒かったでしょう？』と優しく出迎えてくれる母はもういない。

『美月はがんばり屋だから、息抜きも必要だぞ』とわかってくれる父はいない。

『愛している。美月』と言ってくれる朔也さんを忘れなければならないのだ。

　私の愛している人たちが走馬灯のように脳裏に浮かんでは消え、会いたくて、抱きしめてほしくて、その場で泣きじゃくった。

　そのとき、パッと玄関が明るくなり驚いて顔を上げる。その先に姉が不思議そうな顔をして立っていた。

「美月、玄関なんかで泣いて。みっともないわよ」

「お、お姉ちゃん……」

　私は涙を手の甲で拭きながら立ち上がる。

「いつまで経っても泣き虫なんだから。もうお父さんたちはいないの。ずっと泣いていても仕方がないでしょ。おなかが空いたわ。なにか作って」

　姉はたしなめるような口調で言った後、うしろでひとつに結んだ髪をもてあそびながらリビングへ消えていく。そのうしろ姿を見ながら、大きく深呼吸をしてパンプスを脱いで上がった。

　リビングの時計は二十時近くになっていた。

　キッチンの冷凍庫から牛肉を取り出し、玉ねぎと卵を用意して牛丼の具を作る。

　つい今しがたの婚約破棄の衝撃で頭が回らないし、今すぐひとりになりたいが、なにかしていた方が気はまぎれるだろう。

　牛丼は母から最初に教えてもらったレシピだ。

　母を思うと、また涙腺が緩んでくる。鼻をぐずぐずさせながら、作り終えてご飯に牛丼の具をのせ、リビングのソファでテレビを見ている姉のもとへ持っていく。

「ありがとう。ちょうどお肉が食べたいと思っていたの。あら？　食べないの？」

「ん……食欲がないの」

「そうなの？」

　両親を失って悲しくないのだろうか？

　そういえば、なんとなく日に焼けている気がする。

　牛丼を食べる姉の顔を注視しながら困惑していると――。

「私、良幸と復縁するの。話し合いでマニラに行ってたのよ」

「えっ……？」

　こんな時期にマニラへ？

　どういうわけなのか意味が分からずに、目を見開いて姉を見つめる。

「やだぁ。復縁って言葉知らないの？　彼、向こうの事業を後輩に譲って、日本へ帰ってくるの。明日ね。あ、うちに住むから」

「う、うちに？」

「そうよ。嵯峨野で働いてもらうの。重役たちには話を通してあるから」

　姉は留守の間に、この先の生活を考えていたようだ。

「でも、うちに住むだなんて……」

　姉の夫とはいえ、数回しか会っていない男性とひとつ屋根の下で生活するのは嫌悪感しかない。

「結婚するまで我慢できるでしょ？　いずれ出ていくんだし。それが嫌なら別に部屋を借りて出ていけばいいわ」

　つらつらと自分勝手なことを言う姉に怒りを覚えたが、現実を思い知らされた気分になって涙がまた出てきそうになり下唇を噛む。

「なあに？　文句があるの？」

「……婚約は……解消になったの」

　黙っていたかったが、いずれは知られるだろう。

「……私はもう朔也さんの妻にはふさわしくないと」

　数時間前の情けない出来事を思い出して、引きつった顔で姉の顔を見る。

「あら……」

　つぶやいた後、どういうわけか笑顔になった姉の反応は到底家族とは思えないもので、私は唖然となった。

「婚約解消は当然じゃない？　もう美月は嵯峨野の社長令嬢じゃないんだから。ちょうどよかったわ。聖家のバックがないのだから、言わせてちょうだい」

　彼女は腕を組んで威圧的な態度になった。

　なにを言うのだろうか。

　傷心している異母妹に少しの優しさも見せられない姉が、心底嫌になる。

　身がまえてしまっている私に、彼女は鼻で「ふん」と笑う。

「お父さんが死んだのはあの人のせいよ。あなたの母親が殺したのよ！　あなたはこの家に住む権利なんてないわ。出ていって」

　あなたの母親が殺した？

　頭を殴られたみたいに衝撃を受けて、茫然自失でその場に立ち尽くす。

「あなたの母親の運転でお父さんは亡くなったのよ。あなたの顔なんて見たくもないわ。ひとりで生きていくのね」

「お母さんのせいじゃないわ！」

　それだけは認められない。まだ確実ではないのだから。

「ずっと、母親に似ているあなたが嫌いだったの。いい子ちゃんのあなたがいつもお父さんにかわいがられて。あなたは朔也さんという完璧な男性を手に入れたけど、その幸運は手から砂のように流れていったのよ。一週間のうちに出ていって」

「一週間のうちになんて無理よ！」

「人間やろうと思えばなんでもできるの。ただの世間知らずの小娘がどう生きていくか、見ものだわね。せいぜいがんばりなさいね」

　その場にいられなくて、私は姉から離れソファに置いたバッグをひったくるように手にして二階の自室に逃げ込んだ。

　部屋に入り鍵をかけて、扉を背にずるずるとその場に座り込む。

　暗い部屋で茫然と宙を見つめていると、姉の容赦ない言葉を思い出して顔がゆがむ。

　姉があんなふうに思っていたなんて気づかなかった。母が父を殺した？　なんてひどいことを……。

　姉の考えを思い出した途端、途方に暮れる。

　この家を出ていく……それはお義母さまとの約束でもある。だけど、一週間のうちに出ていく？　まだ両親の遺骨が和室にあるのに……。

　怒涛のように押し寄せてきた不幸。

　今の私にはどうしていいのかわからなかった。




　眠っても少しして目を覚ますということを繰り返した夜だった。

　今日も朔也さんから電話がかかってくるだろう。私は普通に話せる自信がない。彼の声を聞いたら、婚約を解消されたと言ってしまうかもしれない。

　朔也さんの将来を考えたら、身を引くのが一番いいのだとわかってもいる。

　彼は私が社長令嬢じゃなくてもかまわないと言ってくれるはず。親にとやかく言われる年ではないと、結婚を強行してくれるかもしれない。でもご両親は絶対に私を嫁と認めない。そんな結婚が幸せ……？

　朔也さんは聖ホールディングスのトップになる人だ。そんな人の妻が人々からうしろ指を指されているなんて、あってはならないのだ。

　現状は厳しい。これから荘田家の財産も事故の賠償金にあてなくてはならないかもしれない。どのくらいあるのかわからないけど。

　そのとき、朔也さんがイタリアへ発った日に母が部屋に来て、通帳と印鑑を渡してくれていたのを思い出した。

　受け取った後あやから電話があって、そのままデスクの引き出しにしまっていた。

　ふらりと立ち上がり、窓際のデスクに近づく。

　引き出しの奥にしまっていた通帳を手にして、カバーからはずし開いてみる。

　え……？

　金額の多さに驚いて、泣いて重たくなった目が大きく見開く。

　一千万を少し超える金額だった。

　通帳の表側の名義人を見ると私の名前で、生まれた頃からずっと貯めてくれていて、古い通帳もあった。

「お母さん……お父さん……」

　愛情たっぷりに育ててくれた両親へ感謝と愛を伝えたい。でもそれができなくて、やり場のない思いに、苦しくて泣きながら胸を拳で叩く。心が痛くて仕方がなかった。

　だけど、途方に暮れるばかりの私に、両親の愛のおかげでほんの少しだけ暗闇からひと筋の光が見えてきたように思えた。




　翌朝、朔也さんが電話をかけてきてくれたが、声を聞いたら泣きだしてしまいそうで出られなかった。

【ごめんなさい、今大学へ行く電車の中です】と嘘をついてメッセージを送る。

　すぐに朔也さんから返信が来た。

【体調がよくなったのか？　大学へ行っても無理はしないように】

　彼のメッセージを読んでいると、スマホの上にポタッと涙が落ちた。

　私は胸にこもったものを吐き出すようにして、息を吐き出した。

　ダメだな……強くならないとこの先、生きていけないのに……。




　昨日の夕食も抜いたため、なにか食べなければと思う。今は倒れている場合ではないのだ。しっかり食べなきゃ。

　キッチンへ行く前に和室へ足を運び、水を替え、線香をあげる。炊いたご飯をあげられないことを謝ってから、五分ほど両親の遺影を見ていた。

　キッチンではシンクの中に、昨晩の姉の牛丼のどんぶりが水もつけておらず放置してあり、マグカップも何個もあった。

　仕方なくそれらを綺麗に洗って片づけ、冷蔵庫から食パンを出してチーズトーストを作る。パンを焼いている間にカフェオレを作り、ダイニングテーブルで食べた。

　今は姉の顔を見たくないが、部屋で食べたら負けた気がするから。

　彼女はいつもお昼過ぎまで寝ているから、会う確率は低いのだけど。




　夕方になって、階下から男性の声が聞こえてきた。良幸さんだろう。

　階段がきしむ音がして、ふたりが上がってきたようだ。私の部屋は階段横にあるから、響きでわかった。ふたりの笑い合う声がする。

　姉の態度は両親を亡くした人とは思えない。

「美月？　いるんでしょ？　良幸が来たわ。挨拶しなさい」

　クローゼットを片づけていた私は、手に持っているセーターを置く。

　ドアを開けると、派手めなシャツとデニム姿の良幸さんの腕に絡みつくようにつかまっている姉が並んで立っていた。

「いらっしゃいませ」

　表情が硬いままそう口にしてお辞儀をする。

「やあ、美月ちゃん。今日からよろしく」

「美月、私たちはお寿司の出前を取るから夕食は作らなくていいわ」

　お悔やみのひとつも言わないし、おそらく来てすぐ上がってきたみたいだから両親に線香すらあげていないに違いない。そう思うと顔も見たくなくなる。

「まず先にお線香をあげるべきじゃないですか？」

「あーそうだったよな。気がつかなかったよ」

　良幸さんは額に手のひらをあてそう言ったけど、少しも思っていないような口ぶり。

　逆に姉は見る見る顔を真っ赤にさせて怒りを見せる。

「彼になんてこと言うのよ！」

「いや、郁美。いいんだ。俺が悪い。あげてくるわ」

　良幸さんは姉の肩に手を置いてなだめてから階段を下りていく。

「美月っ！　彼に失礼なことをしたら許さないからね！」

　姉は目を吊り上げて言い放ち、彼を追っていった。

　私は息苦しくなって、ドアを閉めてから大きく何回か深呼吸を繰り返した。




　彼らの夕食が終わった時間を見計らって、キッチンへ行った。

　時刻は二十三時になろうとしている。

　食欲はあまりないけれど、体調が悪くならないように食べなくては。

　食材はほとんどなくて冷凍庫になにかないか探っていたら、母が作ってくれていたチャーハンを見つけた。

　冷凍の保存パックに入ったチャーハンを手にして、また涙がこぼれそうになる。

　電子レンジで温める間に、米を研ぎ炊飯器にセットする。明日の朝はちゃんと両親にお供えしてあげたかったからだ。

　温まったチャーハンを食べ始める。もう二度と作ってもらえないチャーハンだ。ひと口ひと口大事に。

　たっぷり時間をかけて味わって、悲しいけれど気持ちは少し落ち着いた。

「ごちそうさまでした」

　両手を合わせて心を込めてつぶやき、お皿を洗った。




　お風呂から出たのは一時近かった。二階は静まり返っていたからもう寝ているのだろう。

　水を飲みにキッチンへ行き、ウォーターサーバーからカップに水を注ぐ。飲みながら、振り返った瞬間、うしろに立っていた良幸さんに驚いてカップが手から離れ床に落ちた。

「あーごめんごめん。びっくりした？」

　良幸さんが腰を折って拾う。幸いカップは割れなかった。私はキッチンペーパーで濡れた床を拭く。

「急に現れないでください。びっくりするじゃないですか」

「だから謝っただろう？」

　良幸さんは苛立たしそうに口にする。すぐに態度が変わり威圧的なこの人が苦手だ。

「……喉が渇いたんですか？」

「いや、美月ちゃんと話がしたかったんだ」

「話……？」

　なんの話があるというのだろう。

　困惑で首をかしげると、良幸さんは手を伸ばし私の濡れている髪に触れた。触れられた瞬間、背筋が凍りつくような寒気が走り、じりっと後退する。

「なあ、婚約解消されたんだろう？　寂しいだろう？　一緒に寝ようか」

　私は耳を疑った。

「俺、清純そうでかわいい美月ちゃんが、出会ったときから気になっていたんだ」

　うしろに下がったぶん、良幸さんは距離を詰めてくる。

「お姉ちゃんに言いますよ？」

「言ってもいいよ。俺の浮気には干渉しないことで話はついている。それだけ俺を愛しているんだよ。郁美は」

　浮気に干渉しない？　信じられない話に、自分の顔がゆがむのを感じる。

「お断りします」

　あまりきつく言って刺激をしないよう端的にした。

「まあ今日のところはいいか。さっき郁美を抱いて疲れているからな。でも、美月ちゃんならいつでもどこでも抱ける。ここでもな」

　身震いしそうになるのを抑え冷静を装う。いざとなったら――。

　私はシンク横にある包丁を視線だけで確かめる。

　早く行って！

「おやすみなさい」

「じゃあ、またの楽しみってことで。おやすみ」

　気持ち悪い笑みを浮かべ去っていく。

　危機を切り抜けられた安堵で脚の力がなくなり、しゃがみそうになる。しかし、ここにいて戻ってこられたらと思うと怖くて、気持ちを奮い立たせて自室へ戻った。

　部屋のカギをしっかりかけてホッと息をつき、ベッドに座り込んでガタガタ震えが止まらない体を両手で抱きしめる。

　ここにいたらひどい事態になる。家を出なきゃ。

　しばらくして震えが収まると、クローゼットからふたつの大きなキャリーケースを引っ張り出してきて広げた。

　高校一年から一年間、私はイギリスのケンブリッジの高校に留学していたことがあった。そのときに使用したキャリーケースだから大きなサイズだ。

　必要な物や大事な物を詰めているうちに空が白んだ。

　荷物はなんとかキャリーケースとボストンバッグ、朔也さんから誕生日にもらったハイブランドのトートバッグに収められた。

　もう姉とは一緒に暮らせない。自分勝手で優しさの欠片かけらもない彼女とは意思疎通ができない。そうは考えても、心底憎めないでいる。

　でも今は離れなければ。あの男が狼になって襲ってくるかもしれないんだから。

　あんな男のどこがいいの？　浮気を許してまで、引き留める価値なんてない。朔也さんとは雲泥の差だわ。

　荷造りを終えて疲れた体をベッドに横たえるが、眠るわけじゃない。

　これからかかってくる朔也さんの電話のことを考えて、心臓がバクバク暴れ始める。

　もう……私の生活はめちゃくちゃだ……。




　いつもより三十分早く朔也さんからの電話が鳴った。それは私が大学へ行く時間を考えてだろう。

　一度深呼吸をしてから通話をタップする。

『美月、おはよう』

「朔也さん。おはようございます」

『今日は声が元気になっているね。よかった』

　私の空元気の声に朔也さんは安堵したみたいだった。

「心配かけてごめんなさい」

『美月をひとり残していることがつらいよ。まだ一時帰国できない状態なんだ。そうしているうちに年末になってしまいそうだ。できれば冬休みはこっちへ来てほしい』

　なにも考えないで朔也さんのもとへ飛んでいきたい。

「……考えておきますね」

『ああ。そうして』

「今日のローマの天気は？　日本より寒い？」

『いや、同じくらいだと思う。くれぐれも体調に気をつけて。そろそろ大学へ行く時間か？』

「うん。じゃあ……」

　話を切り上げ、通話を切ろうとしたが、すんでのところで「朔也さんっ」と呼ぶ。

『どうした？』

「あ、話すことを忘れちゃいました」

　本当は『愛しています』と喉まで出てきた言葉を、のみ込んだ。いつもは口にしないことを言えば、勘のいい朔也さんは様子がおかしいと思うかもしれないから。

『なんだ。じゃあ思い出したら、メッセージでもいいから送って』

「はい。そうしますね。朔也さんも無理をしないでくださいね」

『俺はすこぶる元気だ。美月、愛している。じゃあ』

　恥ずかしさのない、あたり前のように紡がれた愛の言葉の後、通話が切れた。




　和室を静かに閉め祭壇の前に正座をして、両手を合わせる。

「お父さん、お母さん、見てくれているよね？」

　心配しているでしょう？　家を出るの、許してくれる？

　微笑みを浮かべている遺影の父と母は、いつもよりうれしそうに見える。それは私の勝手な解釈だろう。

　貯めてくれたお金でちゃんとやっていくから、見守っていてね。

　両親がちゃんと先祖代々のお墓に埋葬されるのか心配だが、築つき地じにあるお寺の檀家だし、姉は体裁も気にする人だからやってくれるはず。

　私は座りながら体をうしろに少しずらし、両親へ頭を下げた。

　これでへこたれたりしないから。










四、新しい自分になるために




　姉たちが出かけたのを見計らってタクシーを呼び、慣れ親しんだ家をうしろ髪引かれながら離れた。

　毎日待ちかまえている数人の記者たちはふたりについていったのか、姿が見えずにホッとする。

　私は成田国際空港に近いホテルに向かうよう運転手に告げ、動きだした車の後部座席でしだいに緊張が和らいでいくのがわかった。

　一方的に婚約破棄され、それでも朔也さんと……と淡い期待が心のどこかにあったけれど、卑劣なあの男のおかげで決心がついた。

　私が朔也さんにすがれば、ご両親に許されないまま不幸な結婚生活を送り、いつかは姉たちに滅茶苦茶にされそうな気がする。

　姉たちだけじゃない。強欲な親戚たちも……。

　朔也さんに迷惑はかけたくない。彼は今後の聖ホールディングスのトップとして、輝かしい道を進まなくてはならない人なのだ。

　地に落ちてしまった私とでは不釣り合いだと痛感している。

　車窓から外へ視線を向けた瞳には田園風景を映しながら、頭の中では日本を離れる勇気を必死にかき集めていた。




　渋滞もなく十五時前に成田国際空港近辺のホテルに到着した。シングルルームの部屋に入った途端、タクシーの中でも眠れなかったのに、今になって瞼が落ちてくる。

　ようやく気持ちが落ち着いたのかもしれない。でもまだ眠るわけにはいかない。親友のあやに日本を離れる理由を話しておきたかった。今は授業が終わっている頃だ。

　私は部屋のひとり掛けのソファ椅子に腰を下ろし、あやへ電話をかける。

　電車に乗っていたら出られない。どうかキャンパスにいますように。

　そう願っていると、あやの声が聞こえてきた。

『美月っ！　体調はどう？』

「体調はまあまあ」

　あやの明るい声を聞くと、言い出しづらくなる。

『忙しいんだね？』

　あやにはちゃんと話してから出国したいと思い、勇気を絞り出して口を開く。

「私、明日出国するの」

『ええっ!?　婚約者さんのところへ行くの？』

「ううん。婚約破棄になって――」

　電話の向こうのあやが息をのんだ後、私の言葉を遮る。

『ちょっと！　婚約破棄って！　今どこにいるの？　これから美月に会いにいく』

「もう成田のホテルにいるの。遠いから」

『成田なんて遠くないよ！　美月、ひとりで悩んでいたんだね。力になってあげられなくて、ごめん！』

　あやの優しさに私の涙腺が崩壊する。

「謝る……必要は、ないよ……」

『ホテルはどこ？　タクシーで行くから』

　私もあやに会いたい気持ちに逆らえなかった。ホテルの名前を告げると『待っててね』と言って通話が切れた。

　麻布からタクシーで来るとしたら、空いていれば二時間かからないくらいだ。

　頭をはっきりさせた状態であやと話をしたい。スマホの目覚まし機能を一時間後にセットして、シングルベッドにゴロンと体を横たえた。

「美月っ！」

　部屋を開けるなり、あやが飛び込んできて私に抱きつく。彼女が持っていたバッグと荷物がドサッと床に落ちる。

「あや、遠いところ来てくれてありがとう」

「たいしたことないよ。親友の一大事だっていうのに、なにも聞かないまま送り出すなんてできないよ。それから今日は私も泊まるから。ツインルームかダブルベッドルームに変更してもらおう」

　彼女はシングルルームのベッドがひとつの室内を見て即座に言いきる。

　あやの父親は国内でも最大手の化粧品会社の社長で、彼女はブラックカードを自由に使えるお嬢さま。強引なときもあるが、サバサバした彼女の性格が好きだ。

　私も日本最後の夜をあやと一緒にいたい。

　私たちは同じ階のダブルベッドルームに部屋を替えてもらった。

　新しい部屋にキャリーケースを移動して隅に置いていると、あやがテーブルに食べ物を並べている。

「すごくたくさんあるね」

「美月の好きないちご牛乳もあるよ。すぐ近くのコンビニで買ってきたの」

　テーブルにはおにぎりやからあげ、マカロニサラダ、豆大福やプリンまであった。それにポテトチップスやチョコレートも。

「買いすぎだよ」

「そう？　明日の朝までには私たちの胃の中に納まっているから」

　笑顔のあやは、お通夜の後の朔也さんのように、いちご牛乳にストローを挿して渡してくれる。

　あのとき、まだ私はどん底の中間地点にいただけだった。

「美月、つらいと思うけど食べながら話そうよ。おにぎりはツナが好きだったよね？」

　私の好きなものを熟知しているあやはツナのおにぎりを目の前に置く。

　おにぎりを手にしてセロハンを剥はがすと、海苔のおいしそうな匂いがしてパクッと口に入れる。

　昨日の母の最後のチャーハンには勝てないが、おにぎりは優しく喉を通っていく。

　あやも同じツナのおにぎりを食べ始めるのを見て、ポツリと話し始める。

「……事故は世間では両親が悪いとバッシングされているけれど、私はあのときなにか起こったんだろうと思っているの」

　それが原因でされた婚約破棄の話や姉が母を責めていること、昨晩の良幸さんの話を、苦しくなりながらもあやに聞いてもらった。

　あやは食べるのも忘れて驚き、憤る。

「聖さんに言ったらいいのに」

　小さく微笑み、私は首を左右に振った。

「私が聖家に釣り合わないのはわかりきっているから。朔也さんの足を引っ張るだけの妻にはなりたくない」

「美月……」

　あやは苦しくなったのか、大きく息をつき唇をギュッと噛む。

「それにお姉さんの旦那はなんなのよ。頭がおかしすぎる。お姉さんもね！　美月が無事でよかったよ」

「本当に気持ち悪かった。いやらしい言葉も平気で口にするし」

　事故から今まで起こった経緯を話せて、気分はスッキリとまでいかないけど、かなり吐き出せた。

「それで朔也さんに見つからない海外へ行くんだね？」

「うん……もうすべて忘れて新しい自分になりたいの。そうじゃないと心が病気になっちゃいそうで怖いの……」

　心が壊れる一歩手前だという危機感はあった。

「それがいいよ。美月、前を向いて。自信を持って生きなきゃ。新天地はどこに？」

「クアラルンプールへ」

「クアラルンプール？　マレーシアよね？」

　いちご牛乳を飲んでからコクッとうなずく。

「以前家の隣に住んでいた八歳上のお姉さんがいてね。ずっとメールを続けていたんだけど、久しぶりに会いたくなって。お母さんとも仲がよくて。事故のこと、知らせていないし」

　昨日早妃さんにメールはしていた。でも、両親が亡くなった話はできなかった。

　早妃さんからは『すごくうれしい。こっちにいる間はうちに滞在してね。ベンも喜ぶから』と返事が来ていた。

　滞在中ずっとお世話になるつもりはないから、二日間ほど積もり積もった話をした後はホテルに移るつもりだ。

「そっか……驚くわね……」

　旦那さまのベンジャミン・モーリス氏は現在三十歳。早妃さんとは同い年の夫婦だ。

　彼は、私がケンブリッジの高校に一年間留学していたときにホームステイしていたおうちの息子さんだった。早妃さんがイギリスへ遊びにきたときにふたりは恋に落ちた。いわば私はキューピッド。

　気心知れるふたりに会ってのんびりし、これからなにをしたいのか考える。

　私の傷ついた羽をふたりは癒してくれるだろう。

　その夜、ベッドに移動して寝そべりながらポテトチップスやチョコレートをつまみ、朔也さんのことを考えないようにして、いろいろな話に花を咲かせる。

　しんみりしないように明るく振る舞った。

「そうだ。大学はどうするの？」

「ん……実は昨日大学に連絡して、退学届も郵送したの」

「……思いきったね。四年の今になって卒業できないのはもったいないと思うけど、仕方ないものね」

　大学へ通っていた頃が今となっては懐かしい。

　私は突如として体を勢いよく起こし、あやを見る。

「いきなりどうしたの？」

　不思議そうに私を見やる彼女も上体を正した。

「あや、心配しないで。私、前向きにがんばるから。連絡があまりできないかもしれないけど、これからも友人でいてほしい」

「美月、なに言ってるの？　離れていても親友だよ！　私には遠くから応援しかできないけど、がんばるんだよ。この困難を乗り越えたら美月は幸せになれる！　そう信じてる」

　あやは私の両手をギュッと握り、真摯な目を向けた。

「ありがとう。あやも元気でね」

　朔也さんは幸いなことにあやの連絡先を知らない。万が一、朔也さんが私の消息を捜してくれたとしてもあやには行きつかないはず。

　でも、もしかして……ということもある。

「あや、朔也さんからもしも連絡があったら、お通夜で会ったっきり知らないと言ってね」

「うん。わかった。約束するわ。それが美月のためになるなら」

「ありがとう」

　私たちはお互いをギュッと抱きしめて、その夜はパジャマパーティーみたいに眠らず過ごした。




　十二月最初の土曜日。

　予約しているフライトは十一時過ぎなので、空港へは九時頃タクシーで向かう予定を立てた。

　大学の授業があるあやとはホテルの部屋で別れたが、なかなか握った手を離せなくて、最後にはふたりで泣いてしまった。それでもなんとかあやは涙を拭いて七時過ぎに帰っていった。また会うと誓い合って。

　八時少し前、これから朔也さんに最後の電話をする。ローマは夜中の〇時になるところ。明日は土曜日だからなにをするのかな。早く結果を出そうと時間を惜しんで仕事をしそう。

　窓辺に立ち、すっきり晴れた空を見て心を落ち着かせてから、ベッドに腰を下ろした。高まる緊張感でなんとかスマホを耳にあて、朔也さんが出るのを待つ。

　呼び出し音は五回ほど鳴り、それから朔也さんの心地よい低めの声が聞こえてきた。

『もしもし、美月』

「うん。朔也さん、もうすぐ就寝ですよね？」

『いや、まだ部屋で仕事をしているよ。それよりも美月から電話をくれるのは珍しいな。俺からの電話を待てなかったとか？』

　冗談めかして尋ねる声は笑いを含んで耳をくすぐる。

「実はそうなんです。朔也さんの声が聞きたくて」

『どうした？　なにかあったのか？』

　泣かないように必死にこらえると、声が微かすかに震えてしまっていた。そこを朔也さんは聞き逃さなかったようだ。

「ううん。なにも。今日は土曜日だからブライアン教授の講義があるでしょう？　少し早めに家を出ようかと思って、その前にかけてみたの」

『まだ家の周りにマスコミは？』

「あきらめたみたいです」

『よかった。ひどくなるようなら言って。ボディガードをつける。君には自由に外出してほしいから』

　ボディガード……。

　以前もマスコミから私を守るためにボディガードを雇うと言ってくれたけれど、葬儀後は体調も悪くて外に出ないからと断っていたのだ。

「うん。もう大丈夫だと思うけど」

『美月、こっちへ来ることをちゃんと考えてくれている？』

「もちろん。考えてます。もう少しだけ時間が欲しいの。冬休みも課題が多くて。四年生なのに嫌になっちゃう。あ、そっちでパスタのおいしいレストランへ連れていってくださいね」

　もう二度と会えないと思うと、最後の電話はいつまでも切れない。

『もちろん。美月はパスタが好きだからな。毎日外食だから、いろいろ店を開拓できている』

「お野菜もちゃんと取ってくださいね」

　毎日外食と聞き、朔也さんの健康状態が心配になり、母に『野菜も食べなさい』とよく言われていたのを思い出し口をついて出た。

『美月に言われると素直にそうしようと思う。もっと俺の食生活に口を出していいよ。結婚したら、キッチンで料理を作っている美月の姿が目に浮かぶ』

　もうそろそろ泣きださないでいられるのも困難になってきていた。

　朔也さんの口から結婚後の将来像を語られると、目頭が熱くなってくる。

『早く君を抱きしめたい。悪い時期に長期出張が重なり、美月のそばにいてあげられなくて本当にすまない』

「……何度も同じことを言ってくれていますよ。朔也さんの肩には聖ホールディングスの社員の生活がかかっているんですからがんばってくださいね。もうそろそろ切ります」

『ああ。俺は本当に美月には頭が上がらないな。がんばるよ。じゃあ、気をつけて行って』

「はい。い、いってきます」

　私がこれから行くのは大学ではなく外国。思わず、上ずった声を出してしまった。

『……美月、なにか様子がおかしいと思うのは気のせい？』

「気のせいですよ。では切りますね」

『ああ。あ、こっちで人気の菓子を送ったから受け取って。来週の半ばには到着するはずだ』

「ありがとうございます。うれしいです」

　私の手もとには届かない最後のプレゼントに、心からお礼を言う。

『早く君に会いたい。早くそばで癒してあげたい』

「電話で十分癒されています。朔也さん、体に気をつけてくださいね。ありがとうございました」

　今まで、本当に幸せな時間を過ごせました。

『美――』

　朔也さんの声が聞こえたけど、もう声を出せそうになくて通話を切った。そして再び着信を知らせるスマホにビクッと肩が跳ねる。

　もうあれが最後の電話。

　振動するスマホをベッドに放り出して、私はシーツに顔を突っ伏した。

　涙が心の痛みを和らげてくれているかのように、私はただ泣いていた。




「オールエアーニッポンから出発のご案内をいたします。十一時二十分発、クアラルンプール９２１便ご利用のお客様は、ただ今、二十一番ゲートよりご搭乗を開始いたします」

　搭乗ゲートの一面の窓に向かってベンチに座っている私の耳に、搭乗のアナウンスが聞こえてきた。

　まずはファーストクラス、ビジネスクラス、その後エコノミークラスの案内になる。

　両親の貯めてくれたお金を無駄遣いしたくないから、一番値段が安いエコノミークラスにした。今まで一度も乗ったことのないクラスで、キャリーケースは重く、荷物の重量超過分を支払うのは痛かったけど、すべて大事な物だから仕方がないと思いながらカウンターで支払った。

　しだいにベンチで搭乗を待つ人々がいなくなり、最後の搭乗客となる。私はチケットとパスポートを持って立ち上がった。

　機体が地面を離れたら、私は新しい自分になる。

　そう心に決めて。




　飛行機は定刻通り、マレーシア時間で十八時前に到着した。マレーシアは日本より一時間遅い。

　預けた荷物がなかなか出てこず、受け取った頃には一時間が経っていた。

　セーターとロングスカート、しかも生地は冬物のためかなり暑く、汗が滲む。熱帯気候特有のムワッとした暑さが襲ってくる。

　周りを見ればＴシャツと短パンのような軽装の人ばかり。

「美月！」

　呼ばれて体を向けた先で、早妃さんと旦那さまのベンが手を振っていた。

　キャリーケースとボストンバッグをカートにのせて運ぶ私にふたりが近づいてくる。

「美月、会いたかったわ！」

　早妃さんは私をしっかり抱きしめた。

「私も……」

「美月、綺麗になったね。見違えたよ」

　英語でベンは言って驚いたように目を丸くし、おいでというように大きく腕を伸ばす。ベンは日本語も少し話せるけど、私たち三人だと英語で会話する。

　彼のこういったスキンシップは挨拶以外の何物でもなく、以前から事あるごとにハグをする。私も両腕を伸ばしてベンに抱きついた。

「ベン、ひさしぶり。迎えにきてくれてありがとう」

　ベンは身長が一八〇センチくらいで、三年前に結婚したときは普通体型だったが、体格がよくなっている。

　ふたりの笑顔が温かくてまた泣きそうになり、必死にこらえる。泣き虫の私はもう日本を離れた時点で消し去ったのだから。

　私は引きつりそうになりながらも笑みを浮かべた。

「美月、なんだか荷物が多いな」

　私の荷物に視線を向けたベンが不思議そうに言い、カートの取っ手を持ってくれる。

　そんな夫に早妃さんがにっこり笑みを向ける。

「それだけ長くいてくれるってことでしょう？　行きましょう」

　早妃さんは私の腕に手を置いて空港出口に向かって歩きだした。




　モーリス夫妻の住まいはクアラルンプールで高級住宅地と言われるバンサーという街にあり、空港から車で約一時間。ここへは一度、彼らが結婚した年に訪れていた。

　ベンはイギリスの土地開発会社『モーリス・コーポレーション』の経営者の息子で、大学を卒業後ロンドンの本社で働いていたが、結婚後はマレーシア支社長となり、早妃さんとともにこちらに移り住んでいる。

　マレーシアは物価が安く比較的治安もいいことから、各国からの長期滞在者が増えているという。日本からも、早期退職をして第二の生活をのんびりと過ごす人も多くなっているそうだ。

　ベンはここでそういった顧客や現地の富裕層向けにレジデンスや長期滞在型のコンドミニアムを建設し、売却や賃貸の仕事をしており、早妃さんもインテリアデザイナーとしてそこに勤務している共働き夫婦だ。

　高台にある彼らの二階建ての一軒家はこの辺りで一番大きい。部屋数がたくさんあり、インドネシア人のハウスキーパーが三人いる。

　大きな熱帯植物などが植えられている庭は広く、プールもある豪華な家だった。

「美月、まずはシャワーを浴びてさっぱりするといいわ」

　早妃さんに滞在する部屋を案内される。

　そこは以前泊まった二階のゲストルームだった。クイーンサイズのベッドが真ん中に鎮座しているが、部屋にはまだまだ余裕があって、白いソファとテーブルも用意されている。ベッドもソファもロココ調で、ラグジュアリーなインテリア。さすが早妃さんだ。

　窓の外にバルコニーがあって、その下は楕円形の広いプール。前に来た際は毎日そこで泳いでいた。

　私と同い年のベンの妹ジェシカも遊びにきていて、ふたりでバカンスを楽しんだ。

　ジェシカは私がイギリスに留学しホームステイしている一年間、姉妹のように過ごした。姉よりも打ち解けていた彼女は現在、ケンブリッジの大学で人文学部に在籍している。

　そういえば、朔也さんとの婚約を連絡したっきりだった……。

「美月、シャワーを浴び終えたら一階のリビングダイニングに来て。私たちはビールを飲みながら待っているからゆっくりでいいわ」

「早妃さん、ありがとう。突然なのにお迎えまで」

「来てくれて本当にうれしいの」

　彼女は私にもう一度ハグしてゲストルームを出ていった。




　ゲストルームにあるシャワールームで汗を流し、夏服を入れているキャリーケースからワンピースを取り出して着替えた。

　白い生地にブルーの小花が散らされた、ふくらはぎまで長さのあるワンピースは、朔也さんとのデートで何度も着ていた思い出の服。

　胸までの長さの髪を乾かして、うしろでひとつにバレッタで留めて部屋を出た。

　一階のリビングダイニングでは、早妃さんとベンが籐のソファでビールを飲んでいた。

「お待たせしました」

　私が姿を現すと、早妃さんは手に持っていたビールの入ったグラスをテーブルの上に置いて立ち上がった。

「ううん。早かったのね。美月は婚約する前に比べたら、ずっと綺麗になったわね。でも、ダイエットしているの？　細すぎるわよ」

　体重計など乗る余裕がなかったが、両親の事故の後から食事が不規則だったから、少し痩せたかなと思っていたところだ。

「立って話していないで、ダイニングで食べよう」

　ベンが早妃さんと私の肩に手を置き、ダイニングテーブルに私たちを着かせる。

　六人掛けのテーブルに早妃さんとベンが並んで座り、私は彼女の対面。

　私たちが席に着いてすぐ、若いメイドさんが冷たいミネラルウォーターと、ソトアヤムという鶏のスープを運んできた。ライムが入っていてさっぱりした口あたりで私が好きな料理だ。

「ソトアヤム、好きだったわよね？」

「うん。毎日食べても飽きないくらい。覚えていてくれたんですね」

「もちろんよ。私も好きだし。さ、食べて」

　テーブルの上には食べきれないほどの料理が並んでいた。

　こんなふうに食卓を囲むのは遠い昔のように思え、目頭が熱くなった。けれど、新しい自分は泣かないと決めている。

「おいしそう！　いただきます！」

　いつもより声を大きくして、インドネシア風の焼き鳥、サテの串を手にして食べ始める。スパイスとピーナッツバターの味が口の中に広がった。




　食事が終わり、リビングのソファへ移動して、ベンはビール、その隣に並んで座った早妃さんと私はマンゴージュースを片手に、ニョニャクエというマレーシアの伝統的なお菓子をつまんでいる。

　そろそろ両親の話をしなくては。

　明るいふたりに影を落としてしまいそうだけど、話さないわけにはいかない。

「おじさまとおばさまはお元気？」

　私が口を開こうとした途端、早妃さんに先を越され、言葉に詰まった。

　大きく深呼吸をしてから小さく首を横に振る。

「え？　美月、どういう意味？」

　早妃さんは私の手に手を重ね、向こう側に座るベンは身を乗り出した。

「十一月九日が結婚記念日で、お父さんたちは一週間箱根へ旅行に行ったの。帰ってくる日、高速道路の事故で亡くなってしまったんです」

　思ったよりちゃんと話せている自分を心の中で褒める。

「そんな……」

　早妃さんの瞳が涙で揺れる。

「信じられない……なんてことだ……」

　ベンが英語で困惑したようにつぶやく声が聞こえた。

「私、家を出たんです。もうあの家には戻らない。どこか安住の地を見つけて働きます」

「家を出たって……？」

　早妃さんの同情や戸惑いを私は感じながら、事故後の話をポツリと吐き出した。

　すべて話し終えたとき、早妃さんは姉や朔也さんのお義母さまに対して憤りをあらわにし、ギュッと拳を握っていたベンも怒りを秘めた表情だ。

　早妃さんは私を胸に抱きしめる。

「もう心配いらないわ。美月が朔也さんに婚約破棄を知らせないというのならそれでいい。そんなにひどい義母なんて結婚したら大変だもの。ここでゆっくりなにをしたいのか考えて。急がなくていいの」

「そうだよ。美月。君が僕たちのところへ来てくれてうれしい。出ていきたいと思うまで、ここにいればいいんだ。ずっと住んでも僕たちはかまわない」

　ふたりにそう言ってもらえて、私はやっと肩にのしかかっていた重圧から逃れられた気がした。

「私は怒りが収まらないわ」

　悔しそうに下唇を噛む早妃さんに、私は微笑みを浮かべる。

「ありがとうございます。なんだかスッキリしました。今夜はよく眠れそうです」

「なにも考えずに眠るのよ。朔也さんのことはもう忘れて……あ、これ以上彼の話はよしましょうね」

「私、日本を発つときに決めたんです。新しい自分になると。朔也さんとのことは悲しいけれど、彼を忘れなくていいし、名前を出してもかまわないんです。朔也さんと過ごした日々は幸せだったので」

「空港で会ったとき、エンゲージリングをしていないなと思ったんだけど、海外だから高価な指輪を置いてきたのかと」

「それに荷物も多かった」

　静かに聞いていたベンが早妃さんの後に付け加える。

「居候させてもらえて本当に感謝します」

　私は真摯に頭を下げた。

「そんなに頭を下げないで。力になれるのがうれしいの。ここでゆっくりしてちょうだい。平日は夕方までひとりにさせてしまうけど、自由にしてね」

　早妃さんはもう一度私の手に手を重ねて、励ますように力強く握ってくれた。




　その夜、みんなが寝静まった頃、私はプールサイドに近づいた。手には電源を落としたままのスマホを持っている。

　日本にいた荘田美月はもういない。今日から生まれ変わるのだ。

　朔也さん、さようなら……ごめんなさい。

　私は顔の高さに腕をまっすぐ上げると、持っていたスマホを手から離した。

　スマホはプールの中へポチャンと小さな音を立てて沈んでいった。




　クアラルンプールへ来てから一週間、私は毎日をのんびり過ごしていた。早妃さんとベンは仕事があるから、夕方の帰宅後は食事をしながら話をする。夕食後、ベンはプールで泳ぐのが日課だ。

　日曜日、昼間の暑さよりも幾分和らいだ夜。早妃さんは何往復もしているベンを眺めながらソファでビールを飲んでいた。

　室内から出てきた私に気づき、早妃さんが手を振る。

　ふたりは私に強制することなく、自由にさせてくれている。

「美月、来たのね。なにか飲む？」

「ううん。大丈夫」

　ふたり掛けのソファの横をポンポンと叩かれ、隣の席に座るとベンもプールから上がってくる。

「美月、一緒に泳がないか？」

「水着を明日買ってくるので、そうしたら」

「私の水着を着ればいいわ。持ってくる」

　ビールのグラスをサイドテーブルに置いて立ち上がろうとする早妃さんに、私は慌てて腕を掴んで引き止める。

「早妃さん、いいですっ。早妃さんのは際どいので無理です」

「それほど際どくないわよ？」

　早妃さんは細身だけど、出るところは出ているというナイスバディで、たくさん持っている水着はすべてビキニ。申し訳程度に体を隠すほどのものばかりなので、私には無理だ。恥ずかしいし、泳いでいて脱げたらどうしようと思ってしまう。

「ダーリン、君の水着姿はここだからいいけど、ほかの男には見せたくないな」

「あら、ベン。今までそんなことひと言も言わなかったじゃない」

　ベンは笑いながら、サイドテーブルの下に設置してある小さめの冷蔵庫から缶ビールを取り出した。

「私、明日街へ行ってきます」

「街へ用事があるのなら、私が帰宅してから一緒に行きましょうよ。早めに戻ってくるわ」

　早妃さんは心配してくれるが、私はにっこり笑みを向ける。

「大丈夫。ジェシカと毎日出かけていたし。タクシーで行ってきます」

「ダーリン、美月のこととなると母親みたいになるね。早くベビーを作ろう。いつでも協力は惜しまない」

　ベンがおかしそうに笑い、早妃さんの肩に腕を回す。

　あっけらかんと子作りについて話すベンに、私は戸惑い顔が熱くなってくる。

　ふたりは結婚して三年が経っている。愛し合う彼らなら赤ちゃんがいてもおかしくない。

「ベン、私、あと一年はみっちり働きたいの。まだ私の仕事を引き継げる人材が育っていないもの」

「はぁ～君は仕事中毒だな。しかし、ダーリンの意見を尊重するよ。いい夫だろう？」

「ええ。あなたは最高の夫よ」

　ふたりはキスをするが日常それがあたり前なことで、仲がいいふたりが微笑ましい。

「じゃあ、美月。気をつけて行くのよ。なにかあったらスマホで連絡してね」

「スマホはここに着いた日の夜に、あそこへ」

「えっ？」

　ふたりは驚いた様子でプールへ顔を向けた。

「あ、翌日、プールの掃除をしていたメイドさんに引き上げて捨ててもらいました」

　朔也さんへの未練をすっぱり断ちきるつもりで解約手続きをしてスマホを水没させたけど、そんなにすぐに気持ちが切り替わるわけがなかった。電話のつながらない私を彼は心配しているだろうかと何度も考え、その都度、胸が締めつけられるように痛くなる。

　両親や友人の画像と必要な連絡先だけクラウドサービスに移動させてあるが、たくさん撮った朔也さんとの写真はもう見ることができない。

「スマホはないと不便だから、明日買ってきます」

「そっか……。いろいろなものを忘れようと努力しているのね。美月、今はつらいけどがんばるしかないわね」

「うん。ふたりがいてくれて本当に助かってます」

「美月、なんでも言ってくれ。僕たちができることなら全力で手伝うから。あ、ところで美月がうちに滞在しているとジェシーにメールしたら、会いたいと言っていたよ」

　ジェシーはベンの妹ジェシカの愛称だ。明るい彼女にはここでバカンスを楽しんで以来会っていない。

「私も落ち着いたらジェシカに会いたいです」

「伝えとく。さてと、僕はもう少し泳ぐよ」

　立ち上がったベンは早妃さんの頬にキスを落として、プールに向かって走り綺麗なフォームで飛び込んだ。




　翌日、十一時に呼んだタクシーに乗って、高台のバンサー地区から市内へ向かう。タクシーではエアコンが効いていたが、スマホショップに到着して外に出た途端、ぶわっと汗が噴き出てくる。

　湿度が高く、熱気が体にまとわりつく。

　スマホショップは混んでいて購入手続きに二時間ほどかかり、ショップを出るとお昼を回っていた。

　近くのショッピングモールのフードコートで目についたヌードルを頼んでみたが、においがダメでひと口食べただけで返却した。前食べたときはおいしかったのに。

　フードコートを出てすぐにあったコーヒーショップへ入って、生クリームがたっぷりのっているアイスココアと、アメリカンクッキーを食べた。

　その後、ぶらぶらとショッピングモールを歩き、水着やＴシャツとショートパンツなどを購入してタクシーで帰宅した。

　久しぶりの外出にどっと疲れを覚え、シャワーで汗を流した後、ふたりが戻ってくるまでベッドに横になる。

　横になっても眠れるわけではなく、今後の身の振り方を模索していた。




　夕食はシンプルにサラダにステーキとバゲットだった。ベンが週に二回はリクエストするメニュー。

「美月、スマホは買えた？」

　お肉にナイフを入れながらベンは上機嫌に尋ねる。いつも明るいベンだけど、ステーキがうれしいらしく、今はウキウキした様子でひと口大に切っている。

「うん。ちゃんと買えました」

　買ったけど、今は必要なくてまだスマホは箱の中だ。

「おなかいっぱい？　たくさん食べてきた？　バゲットしか口にしていないけど」

「今日はバゲットを食べたい気分で」

　私はカリッと焼かれたバゲットをちぎって小さく微笑む。

「食べたい気分って、ちゃんと食べないと。こっちへ来てからもまだ食欲が戻っていないでしょう？」

「美月が食べたいものを作ってもらうよ。遠慮なく言って」

　早妃さんとベンに畳みかけられて、頭を左右にプルプルと振る。

「ステーキは好きなので、ほかに作ってもらわなくても大丈夫です」

　親鳥みたいなふたりに心配をかけないように、ナイフとフォークを手にしてステーキ肉を切り始める。

　小さくなってしまった胃に全部は収まりきれなかったが、だいぶ食べ進められて、ふたりは満足した表情だ。

「早妃さん、ベン。ここへ来てからお世話になってばかりで、本当に感謝しています」

　私はふたりに深く頭を下げた。

「感謝なんて、当然よ。つらいのに美月はよくがんばっているわ」

「この一週間、身の振り方を考えていたけれど、今はまだ決められなくて。なにをしたいのか探すために、あちこちの国へバックパッカーで旅をしてきます。荷物を置いていってもいいですか？」

　ふたりは顔を見合わせて驚いている。この反応は予測していたけど。

「美月、あなたは女の子なのよ？　安宿に泊まる旅なんて、行ってきたら？って言えないわ」

「そうだよ。君はかわいい女の子なんだ。危険な目に遭うのがわかっているのに行かせられないよ」

「早妃さん、ベン……危険な目に遭うかはわからないですし……」

　本当に行きたいと言い張れば、ふたりは送り出してくれるだろう。しかし、私のことを親身になってくれているふたりが納得した形で旅に出たい。

　当惑している私に、早妃さんが口を開く。

「今は体調をもとに戻さないとね。食事の量も元気も戻ったら、送り出してもいいわ」

　その提案ならばクリアできそうだ。

「わかりました！　もうしばらくここにいさせてください」

「いさせてくださいだなんて、水くさいこと言わないで。美月がいてくれるおかげで、毎日楽しいんだから」

　早妃さんは母のように私を包み込んでくれる人で、私の胸に安堵感が広がった。




　翌日、目が覚めた途端、胃の中身がせり上がってくるような不快感を覚え、トイレに駆け込んだ。

「ううっ……」

　無性に気持ち悪くて、吐き気を抑えられない。

　しばらくトイレにこもって嘔吐感と戦い、洗面所で口をすすいでからベッドに戻る。

　昨日の外出で熱中症になっちゃったのかな……。

　胃の中の物を吐き出して少し落ち着いたが、その翌朝も目を覚ました瞬間、吐き気を覚えた。

　昨日と同じようにトイレで戻した。

「はぁ……っ」

　洗面所で口の中をさっぱりさせ、台の上にもたれて考える。

　目の前の鏡には冴えない私の顔が映し出されていた。

　なんだろう。昨日はしばらくしたら体調がよくなったから、熱中症は治ったのだと思ったんだけど、また今朝も……。

　えっ!?

　ふと、生理がいつあったかを考える。

　たしか……十月の半ばだった。今は十二月半ば。先月生理がなかったのは精神面と、あまり食べられず体が敏感に反応したからだと考えていた。けれど……。

　最後に朔也さんと愛し合ったのは、長期出張の話が出て、父の外泊許可をもらったあのときだ。

　ハッとして、鏡の自分と目が合う。

　私、妊娠しているの……？

　でも朔也さんは避妊をしてくれていた。それでも何度も愛し合えば、避妊が百パーセントではないのは承知している。

　検査薬買わなきゃ。

　もし、朔也さんの赤ちゃんが育っていたとしたら……。

　今の私にはどうすればいいのかわからない。でもまだ確定じゃない。

　複雑な気持ちを抱えたまま部屋に戻り、朝食のために着替えを済ませた。

「――月？　美月？」

「えっ？　あ、はいっ」

　朝食の席で今の状態を考え込んでしまって、早妃さんがなにか言ったのを聞き逃していた。

「どうしたの？　上の空ね。体調悪い？」

　私はプルプルと頭を左右に振る。

「ごめんなさい。体調は悪くないです」

「また考え事ね？　今後のことはゆっくり考えればいいの。のんびりとね」

　早妃さんは微笑みながら優しい言葉をかけてくれる。

　はっきりしないうちはなにも言えなくて、私はコクッとうなずくだけしかできない。

「ダーリン、もう出かける用意をしないと遅刻だ」

　今日はクライアントに会う予定らしく、ベンはいつもよりも高級そうなスーツに身を包んでいた。

　早妃さんも白の半袖のブラウスにグレーのタイトスカート姿だ。

「そうね。あと十分で出かけないと！　じゃあ、美月。今日もゆっくりしているのよ」

「はい。早妃さん」

　腕時計で時間を確認した早妃さんはアイスコーヒーをひと口飲んでから立ち上がると、ダイニングを出ていった。

「ベン、いってらっしゃい」

　椅子から立ち上がったベンにも小さく手を振る。

「いってくるよ。また夜に」

　ベンは私に笑みを向け、ソファに置いていた書類の入ったカバンを持つと、ショルダーバッグを手に戻ってきた早妃さんとともに出かけていった。

　ふたりが出勤した後、薬局のオープン時間を見計らってタクシーを呼び、妊娠判定キットを買って戻ってきた。




「妊娠してる……」

　判定キットだから確実ではないかもしれないけれど、キットに出た二本線に頭を殴られたような衝撃に襲われた。

　朝の吐き気だけでは妊娠ではないと思いたかったのもあって、まだ楽観視していた。

　でも、実際に陽性が出ると心臓がドキドキと暴れ始め、背に冷たい汗が流れ、手足までも震えてくる。

　ふらふらとベッドに座り込み、手に持っている判定キットを凝視する。

　いくら見ても線が一本消えない。

　私……どうしたら……。

　住むところを追われた、身ひとつしかない自分だ。赤ちゃんを育てていけるのか自信がない。

　それでも、おなかの中に朔也さんとの赤ちゃんがいると思うと、うれしい気持ちと申し訳ない気持ちが複雑に入り混じっている。

　日本に戻ってどこか地方に住まいを見つけて細々と生活をすれば、両親が残してくれたお金でしばらく生活できる？　働けるようになるまで、お金が底をつかない？

　彼の遺伝子を受け継いだ子ども……。

　すでにこの子を愛おしく思い始めていることに気づく。

　自分の知らないところで子どもが生まれていたら、朔也さんはどう思うだろう……。

　もう二度と会わないのだから、彼に知られるはずはない。

　この子はたったひとりになってしまった私の生きる活力になってくれる。なによりも朔也さんの子だから欲しい。

　朔也さん。ごめんなさい。

　本当にあなたの子どもがここに育っているのなら、私は産みたい。




　はっきりとした結果を知るために、スマホで調べて日本人医師がいる総合病院へと赴いた。そこの総合病院には産婦人科があり、バンサー地区からタクシーで二十分のところだった。

　結果、妊娠九週目で妊娠していた。朔也さんの赤ちゃんを身ごもっていたのだ。

　妊娠が明白になり、じんわりと喜びが押し寄せてきた。

　朔也さんの知らないところで子どもを産むことに罪悪感はあるが、ひとりじゃないのがこんなにうれしいとは思わなかった。

　私にまた家族ができるのだ。




　その夜、いつものように早妃さんとプールサイドに出ているとき、彼女の隣に座った私は妊娠したと告げた。デリケートな話なので、ベンが泳いでいるときに。

「妊娠……」

　早妃さんは心底驚いた様子で、二の句が継げないといった様子だ。

「このところ朝吐き気があって、妊娠判定キットを買いにいって確かめたんです。キットでは陽性で。すぐに本当なのか知りたくて、病院へ行ってきました」

「美月、体調不良はそのせいもあったのね。驚きすぎて……」

　早妃さんの瞳には同情の色がうかがえた。

「ありきたりな質問だけど、美月はどうしたい？」

　隣に座る早妃さんの気遣うような瞳を見て、私はにっこり微笑む。

「私はこの先苦労をしても産んで育てたい」

「そっか。美月はそう言うと思ったわ。愛している人の子どもだものね。わかったわ！」

「なにが〝わかった〟んだい？」

　話に夢中でベンがプールから上がっていたことに気づかなかった。日本語で会話していたが、それくらいの単語はわかるベンだ。

　早妃さんは私にうかがうような視線を向ける。

　私は首を縦に振ってから、斜め前のベンチに腰を下ろしたベンへ顔を移動させた。

「私、おなかに赤ちゃんがいます。今日病院で確認してきました」

　はっきり英語で伝えた。すると、ベンは驚いた様子もなく感慨深げにうなずく。

「今の美月はいい顔をしている。産みたいんだね？」

　御曹司といえどマレーシア支社長を任せられるだけあって、その洞察力はさすがとしか言いようがない。

「うん。産んで大事に育てたいの」

　決心を口にすると、ベンがすっくと立ち上がり私の前に立った。それから私を濡らさないようにエアーハグをしてくれる。

「僕たちは君たち親子に苦労をさせないよ」

「えっ？」

　ベンの英語が理解できず、早妃さんへ目を向ける。息の合ったふたりはわけ知り顔で笑う。

「美月、ずっとここにいればいいわ」

「それはダメです」

　優しいふたりに甘えすぎている。自分で産むと決めたのだから、ひとりでも生活していけなくては母親になる資格がない。

「でも、日本へ戻って朔也さんに見つけられたらどうするの？　なんのために日本を出てきたの？」

「あ……」

　彼が私を必死に捜しているかもしれないと考えたら、胸の奥がツキッと痛んだ。

「美月、僕たちは君がここで暮らせるように考えたんだ」

　早妃さんがベンの言葉を引き継ぐ。

「うちの会社のお客様は日本人が多いの。案内のスタッフは片言でも日本語ができれば顧客も安心するわ。美月にはうちのスタッフに日本語を教えてほしいの」

「私が……日本語を……」

「ええ。妊娠の話を聞く前から考えていたの。主に会社でレッスンをしてもらうけど、出産後はスタッフにうちへ来てもらえばいいし。メイドたちも赤ちゃんの面倒は見てくれるわ」

　ふたりは私のためにそんなプランを考えてくれていたのだ。

　ここに来てから早妃さんとベンに守られていると感じていたけれど、今は失った家族のように心が温まり、その優しさが身に染みる。

「どうだい？　なかなかいいプランだろう？　僕たちは美月と赤ちゃんを守るよ。それは何年経っても変わらない。君が出ていこうと思ったときまで一緒にいる」

　ずっと泣かないように心に決めていたのに、ふたりの気持ちが申し訳なくて、ありがたくて、私の涙腺は決壊してしまった。

「ありが、とう……ございます」

「私たちはおじさまとおばさまのぶんまでそばにいるわ」

　体を震わせて泣く私に、早妃さんは腕を肩に回し抱きしめてくれた。










五、焦る気持ち　朔也 Side




　金曜日の夜、ローマのアパートメントに戻ってきた俺は休憩も取らずにノートパソコンを開く。ローマの現地時間と、日本時間のふたつの時計が壁にかけられている。日本は朝六時を回ったところだ。美月はまだ寝ているだろう。

　彼女との電話の時間まで仕事をする。今日は一日中デパートを視察していた。

　日本人観光客が、ローマのロゴが入ったパッケージの高級チョコレートを買っているのが目についた。ああいった高級感のある土産物を増やすべきだな。

　旅行に慣れていない観光客は、慣れ親しんだ日本のデパートや免税店で土産を買う。

　俺は若い女性が三人で楽しそうに歩いているのを目にして、美月を思い出したりもした。

　企画書を読んでいるうちに二時間近くが経とうとしていた。

　もうそろそろ美月に電話をする時間か。

　両親を事故で亡くした美月のそばにいてやりたいという思いに、電話で彼女の声を聞くたびに駆られる。

　しかし今俺にできるのは、一日でも早く結果を出して美月のもとへ帰ることだ。

　デスクに飾られた美月の写真へ視線を向けていると、そのそばに置いていたスマホが振動した。驚くことに美月だった。

　俺がこっちへ来てから、彼女は俺の仕事や休憩の邪魔をしないようにと自分からは事故の日以来かけてこない。

　俺はなにか言いようのない不安に駆られながら通話をタップした。

「もしもし、美月」

『うん。朔也さん、もうすぐ就寝ですよね？』

「いや、まだ部屋で仕事をしているよ。それよりも美月から電話をくれるのは珍しいな。俺からの電話を待てなかったとか？」

　美月の声を聞くと俺の心は浮き立ってくる。

『実はそうなんです。朔也さんの声が聞きたくて』

「どうした？　なにかあったのか？」

　彼女の声が微かに震えているように思えた。

『ううん。なにも。今日は土曜日だからブライアン教授の講義があるでしょう？　少し早めに家を出ようかと思って、その前にかけてみたの』

　両親の事故後、美月の心労は相当なものだろう。母に様子を見るように頼もう。

「まだ家の周りにマスコミは？」

『あきらめたみたいです』

「よかった。ひどくなるようなら言って。ボディガードをつける。君には自由に外出してほしいから」

　葬儀場の外に記者たちがいて、俺は美月を守るためにボディガードを雇うと言ったが、彼女からは体調も悪くて外に出ないからと断られていた。

『うん。もう大丈夫だと思うけど』

「美月、こっちへ来ることをちゃんと考えてくれている？」

　俺は先日の話を蒸し返す。美月のそばにいてやりたいが、今はホリデーシーズンで年末年始も日本へ帰れない。美月に俺のもとへ来てほしかった。

『もちろん。考えてます。もう少しだけ時間が欲しいの。冬休みも課題が多くて。四年生なのに嫌になっちゃう。あ、そっちでパスタのおいしいレストランへ連れていってくださいね』

　そう言うからには前向きに考えているということか？

　俺の心はすぐに弾んでくる。

「もちろん。美月はパスタが好きだからな。毎日外食だから、いろいろ店を開拓できている」

『お野菜もちゃんと取ってくださいね』

「美月に言われると素直にそうしようと思う。もっと俺の食生活に口を出していいよ。結婚したら、キッチンで料理を作っている美月の姿が目に浮かぶ」

　出張期間はあと三ヵ月。結婚後は彼女と一緒にいられる。その想いが俺の今の原動力だ。

　結婚式は延期しなくてはならないか……。

　とりあえず今は大事な話をこの場でするべきではないな。これから彼女は大学へ向かう忙しい時間帯だ。

「早く君を抱きしめたい。悪い時期に長期出張が重なり、美月のそばにいてあげられなくて本当にすまない」

『……何度も同じことを言ってくれていますよ。朔也さんの肩には聖ホールディングスの社員の生活がかかっているんですからがんばってくださいね。もうそろそろ切ります』

「ああ。俺は本当に美月には頭が上がらないな。がんばるよ。じゃあ、気をつけて行って」

『はい。い、いってきます』

　なぜだ？　美月の声が震えているように聞こえる。

「……美月、なにか様子がおかしいと思うのは気のせい？」

『気のせいですよ。では切りますね』

　即座に否定する声は明るかった。

「ああ。あ、こっちで人気の菓子を送ったから受け取って。来週の半ばには到着するはずだ」

『ありがとうございます。うれしいです』

「早く君に会いたい。今は大変だから、早くそばで癒してあげたい」

『電話で十分癒されています。朔也さん、体に気をつけてくださいね。ありがとうございました』

　ありがとうございました？　電話の最後に違和感を覚えた俺は美月を呼んだ。

「美――」

　しかしその声は届かなかったらしい。電話が切れた。

　美月の言葉が腑に落ちない俺はもう一度タップして呼び出す。しかし、すでにスマホから離れたのだろうか、美月は出ない。

　様子がおかしい。美月は明るさを装っているが、本当はいろいろと心労が重なり倒れる寸前なのではないだろうか。

　俺は美月の呼び出しをやめ、母へ電話をかけた。

『朔也、こんな時間にどうしたの？』

　母はすぐに出たが、早い時間の電話に驚いているようだ。

「母さん、美月の様子を見にいってほしい」

『美月さんを？　どうかしたの？』

　困惑したような声だ。様子を見にいってほしいと言われたら、どうかしたのかと心配になるだろう。

「なんとなくいつもと違う気がする。これから大学だから、そうだな。……三時くらいに電話をして会ってやってほしい」

『わかったわ。美月さんのことは私に任せて、仕事に集中してね』

　母は約束をして通話を切った。

　いつもなら『ちゃんと食事を取っているのか』や『風邪をひかないように』などと会話を引き延ばすのだが。

　しかし、単なる気のせいだろう。母はなにかしている最中だったのかもしれない。




　土曜日の正午、近くの和食レストランで頼んだ弁当を食べ終え立ち上がったところに、母から電話がかかってきた。日本は二十時を回った頃だ。

「もしもし？」

『朔也、今は大丈夫かしら？』

「美月のことだろう？　どうだった？」

　美月の様子は懸念していた通りなのか？

　俺の鼓動が憂慮する気持ちでドクンドクンと打ち鳴らしている。

『電話してから、銀座で会ってお食事したわ。元気そうだったわよ』

「食欲は？」

『いつものイタリアンレストランよ。美月さん、パスタは三分の一くらい残していたけど、後は全部召し上がったわ。デザートのケーキもおいしいと』

　母が贔屓にしているイタリアンレストランなら美月の食欲も出たか。

「両親を突然亡くして、心を痛めている。俺が戻るまでよろしく頼むよ」

『ええ。わかったわ。じゃあ、お仕事がんばってね』

「ああ。ありがとう」

　母の電話を切り、俺は胸をなで下ろした。

　美月の様子がおかしいと思ったのは、俺の思い過ごしだったのか。




　いつものように夜中〇時になると、俺はデスクの上に置いたスマホを手に取った。そのまま窓辺に近づき、指は美月の番号をタップする。街灯がつく街を眺めながら彼女が出るのを待つ。

　トレビの泉へは徒歩圏内の位置にある街の中心のアパートメントを借りており、どこへ出るにも便利なところだ。『HIJIRIひじり デパート』へも近い。

『あなたがおかけになった電話は電波の届かないところにいるか電源が入っていません』

　電源が入っていない？

　もう一度かけるが、同じメッセージが流れた。

　日本は八時を回ったところだ。自宅の方へ電話をかけようかと脳裏をよぎったが、日曜日だから美月はまだ起きていないのかもしれない。

「もう少し待つか……」

　そこはかとなく胸騒ぎを覚え、落ち着かない気分になる。

　俺は窓辺を離れ今まで座っていた椅子に腰を下ろす。パソコンに映し出されたここ一週間の売上表のチェックに戻るが、集中できずにデスクの上に放ったスマホを手にして再びかける。やはりメッセージは同じだ。

　母は、美月は元気だと言っていた。

　しかし、なぜか焦燥感に駆られる。昨日の美月の最後の言葉、〝ありがとうございました〟が気になってしょうがないのだ。

　スマホの電話帳を出し、荘田家の固定電話にかけることにした。

　最初は数えていた呼出音も面倒になりやめたとき、男性の声が聞こえてきた。

『もしもし？』

　不機嫌そうな声だ。なぜ男がいる？

「荘田さんのお宅ですね？　美月さんの婚約者、聖といいます。あなたは？」

　電話の向こうの男は一瞬押し黙った。

「もしもし？　聞こえますか？」

『あ、ああ。俺は良幸です』

　良幸？　郁美さんの元旦那の？　別れたのではなかったのか？

『ちょ、ちょっと郁美に代わります』

　美月ではなく郁美さんに？　美月は家にいないのか？

　電話の向こうで男女の話し声が聞こえるが、なにを話しているのかはまったくだ。待たされながら俺は苛立ちを覚える。

　たっぷり二分はかかっただろう。郁美さんがやっと電話口に出た。

『郁美です。美月になにか用でしょうか？』

　とんちんかんなセリフに俺は目をむく。

「美月をお願いします。スマホは電源が入っていないようで」

　葬儀での彼女のひどい対応を見ていたせいで、素っ気なく冷たい声が俺の口から出てくる。

『まだ朔也さんは知らないんですね？』

　意味不明の彼女の言葉に俺は不安になり、にわかに立ち上がる。

「なにを知らないんですか？　美月はどうしたんですか？」

『先日、美月はあなたのお母さまから婚約破棄を言い渡されたんです』

「なんだって!?」

　リビングを行ったり来たりしていた俺の足が止まり、信じられないあまり大声を出していた。

「母が美月に婚約破棄を？」

　一緒に食事をしたというのは嘘なのか？　いや、郁美さんを信じられない。

『そう言っていたわ。美月がなにも言わずに出ていくような恩知らずだとは思いもしませんでした』

　美月が家を出ていった……？

『和室にまだ骨壺もあるのに。あの子は私たちが留守の間に家を出て、今はどこにいるか皆目見当もつきません』

「本当に出ていったんですか？」

　まだ信じられない。

　俺は鋭く詰問していた。

『ええ。本当です。私に聞くよりもお母さまにお聞きになった方がいいのではないでしょうか？』

「わかりました」

　気が急いて挨拶もせず乱暴に通話を切った。そしてすぐに家へ電話をかける。この時間は朝食を食べているはずで、家の電話の方が確実だからだ。

　数回鳴らした家電には母ではなく父が出た。

「父さん、母さんを出して」

『突拍子もなくどうしたんだ？　母さんはキッチンにいるが』

　母が婚約破棄を美月に言い渡したのであれば、父も同意の上なのか？

「俺と美月の結婚を破談にしたというのは本当ですか？」

『なんだと？　破談に？　私は知らない。母さん！』

　電話の向こうで驚きを見せている父は知らなかったようだ。いや、まだ母がそんなことをしたとは決まっていない。

『お前、美月さんと朔也の結婚を破談にしたのか？』

　母がキッチンから来たのだろう、父が尋ねる声が聞こえてくる。母の声は小さく、なにを言っているのかわからない。

『……朔也、本当のようだ』

「なんてひどいことを！　なぜですか！」

　俺は声を荒らげた。

『落ち着くんだ。母さんに話を聞くから折り返し電話をする。待っていなさい』

　俺の返事を待たずに電話が切れる。

　母は美月になんと言ったんだ！　美月、君は今どこにいる？

「くそっ！」

　俺は拳をデスクに打ちつけていた。鈍い音とともに、手に痛みが走ったが、姿を消した美月の気持ちを考えるとこんな痛みなどどうってことはない。

　あのときの、気丈に振る舞っていた彼女の声を思い出すと胸が詰まった。

　父の折り返し電話を待つ間、俺は美月を捜し出すことばかり考えていた。

　いったいどこへ……？　四十九日も済ませていないのに去るのはどんなに苦しかっただろう。

　三十分後、父から電話がかかってきた。待ちかまえるようにスマホを見つめていた俺は間髪をいれず出る。

『朔也、落ち着いて聞いてくれ。母さんは反省している』

　いきなりそう切り出した父に、俺の母への怒りは沸点に届きそうだが、必死に冷静さをかき集めて口を開く。

「経緯は？」

『お前を思っての婚約解消だと。将来、聖ホールディングスのトップになるお前に、加害者である両親を持つ妻は足を引っ張ると考えたんだ』

「まだ加害者だと決まっていないのに!?」

　冷静さを失った俺はまた声を荒らげた。

『美月さんはお前のために去ったんだ。私も彼女を思うと胸が痛い。数日時間をくれないか。私が美月さんを捜す』

「父さんが？」

『人を雇う。母さんは彼女に金を渡そうとしたが、受け取らなかったと。ご両親の事故で手持ちの金は多くないはずだ。近くにいるのではないか？　見つからなければ帰ってくればいい。それまで待ってくれ』

　一時帰国したい思いに駆られたが、聖ホールディングスのトップである父が言うんだ。あらゆる人材を駆使して動いてくれるだろう。

「……では、必ず見つけてください。それから」

『ああ。なんだ？』

「美月が見つかるまで母さんを許さないと伝えて」

　電話の向こうで父が息をのむのがわかった。

『母さんが謝りたいと言っている。まさかそこまで彼女を愛しているとは思わなかったと』

「そこまで？　俺はひと目見たときから優しい美月に惚れていましたよ。母さんとは今は話せない。もっとひどいことを言ってしまいそうだ」

　両親は政略結婚だ。恋愛をしてから結婚に至る経緯がない母には〝愛〟がわからないのかもしれない。

『わかった。すぐに手配する。朔也、心配だろうが手を尽くすから、体に気をつけて待っていてくれ。ちゃんと食事をするんだぞ』

　そう言って父との電話は終わった。

　背を丸めうつむき、口からは重いため息が漏れる。

　美月、すまない。君は今どこにいるんだ……？




　五日が経った。

　この間、俺は仕事をしながらも美月が気になってばかりで身が入らない状態だった。

　父からは毎日メールで状況が送られてくるが、美月が見つかったとの知らせはまだない。

　美月は大学に退学届を出していた。大学生活を楽しんでいた彼女がどのような思いで辞めたのか。

　俺は大学を辞めずに通っているかもしれないと淡い希望を抱いていたが、見事に砕かれた。

　こんなことなら君をここに連れてくるべきだった……。

　後悔ばかりが後を絶たない。

　荘田家には現在、姉と結局は離婚をしなかった夫のふたりで住んでいる。美月は金曜に姉夫婦の外出中に自宅を出たらしい。迷惑極まりなかった記者が張っていたとしたら手がかりを掴めたかもしれないが、美月の姿は誰も見ていないと報告が上がってきた。

　彼女はタクシーを使ったようで、現在はその会社を捜索している。

　手がかりがなければ美月を捜すのは困難になる。

　俺も父の報告に手をこまねいて待っているだけではない。俺独自のルートで美月を見つけるために動いている。

　俺は美月の口からときどき話題に出た大学の親友の〝あやさん〟の名前を憶えていたが、名字は知らない。同学年なのかも、下級生なのかもわからない。

　親友の彼女になら、なにか話しているかもしれない。そうなれば美月がどこにいるか手がかりが掴める。

〝あやさん〟がようやく見つかった。

　送られてきた調査書の彼女の電話番号に電話をかけた。日本時間では土曜日の夕方だ。美月が姿を消してから、約半月が経っていた。

　見知らぬ番号からの電話のせいか、彼女は出ない。俺はその後何回もかけ続けた。

『誰ですか？』

　女の子のつっけんどんな声が聞こえてきて、ホッと胸をなで下ろす。

「何度もすみません。美月の婚約者の聖朔也です」

『えっ……婚約……み、美月はどこにいるんですか？』

　俺が聞く前にあやさんが問いかけてきた。

　彼女はなにも聞かされていないのか……？

　一気に落胆していく。

「あなたも……ご存じないんですね？　美月の失踪の手がかりを掴みたくてあやさんに電話をしたんです」

『葬儀後、しばらく大学を休むってことだけです』

　俺が知らないとわかり、あやさんは気落ちした声だ。

「彼女は大学へ退学届を出していたんです。美月が行きそうなところは？　どこへ行きたいとか言っていませんでしたか？」

『それはもちろんあなたのところへ行きたい、会いたいといつも言っていました。私が美月に最後に会ったのはお通夜です』

　俺のところへ行きたい、会いたいか……。

　もしかしたら美月はこっちに？　いや、そうだとしたら俺に会いにくるだろう。

『聖さん、心配なのでなにかわかったらご連絡いただけますか。あの、ふたりの間になにかあったんですか？』

「……ありがとうございます。あやさんも美月から連絡が来た際には俺に連絡をしてください。そのとき、美月にはなにがあっても俺は愛している、守るからと伝えてください」

　俺は彼女の問いには答えず、一いち縷るの望みを託した。

　電話を切ってすぐ執務室にノックがされ、大久保が姿を現した。公私ともに忙しい俺は秘書の彼に数多く助けられている。

「専務、会議の時間です」

「ああ。わかった」

　まだ手に持っていたスマホをポケットに戻して、椅子から腰を上げた。

　その夜、広いベッドに横たわり眠れぬ時間を過ごしていた。部屋の明かりはなく、目を開けたまま暗闇で美月を想う。

　美月、俺の近くにいてほしい。なにも心配いらないと言って、抱きしめたい。

　日本にいるとばかり考えていたが、もしかしたら出国しているのかもしれない。

　しかし、美月を乗せたタクシー会社すらまだわかっていないのに、出国したかを調べるにはコネと時間がたぶんにかかるだろう。

　美月……。今君はどこにいてなにをしているんだ？




　美月の追跡はなかなか進まずに年が明け、俺に課された業績アップは店舗の改革、従業員の教育などを行った結果、四ヵ月間で十パーセント上昇の結果となった。

　職務だけならば、美月と離れている寂しい気持ちでひたすら仕事に邁進するのみのはずだった。だが美月が失踪し、つらい日々を過ごしたこの出張は、苦行とも言える四ヵ月間だった。

　本来ならば美月が大学を卒業し、結婚式を待っていたはずの三月上旬、俺と大久保はローマを離れ帰国した。

　日本へ戻る一ヵ月前、美月の両親は被害者だったことが判明したと、女性週刊誌に載っていたと妹の紗友里から教えられ、その記事を入手した。

　加害者はトラックの運転手。煽あおり運転が原因だった。恐怖に駆られた美月の母親がスピードを上げたところで、前を走る車に衝突した。そしてトラックもよけきれずにぶつかった。

　女性週刊誌だけの情報では事実は定かではないかもしれないと思い、本社の秘書室長に確認させた。結果、女性週刊誌の記事は嘘ではなかった。

　荘田夫妻は四トントラックに煽られ、どんなにか怖かっただろう……。

　想像すると気の毒でならない。

　事件が落着したことを美月は知っただろうか。

　荘田夫妻は被害者だった。美月は誰にも負い目を感じる必要はないのだ。

　もう一枚の報告書には、築地の荘田家の墓が綺麗に掃除され、花が供えられていたとあった。住職は訪問者の姿を見ていないのだという。

　四十九日以来、荒れ果てていた墓だ。美月が墓参りに訪れたのだろうか……。

　俺のもとへ帰ってきてくれ。美月。




「こんな報告書は見飽きた。こんなのは報告書ですらない！」

　俺は聖ホールディングスの執務室で、毎回同じような内容の数枚の報告書をデスクの上に置く。

　ノックの後、隣の秘書室にいる大久保が姿を見せる。

「今回の調査も無駄足でしたか……」

　俺の苦虫を噛みつぶしたような表情に、デスクの上の書類へ視線を走らせた大久保は断定したようだ。

「沖おき縄なわで美月に似た女性がいるとの情報で調査員が行ったが、人違いだった」

　俺は執務デスクの椅子に乱暴に腰を下ろす。

「もう一年ですね」

　街はクリスマスムード一色だ。美月と過ごした一昨年のクリスマスイブを思い出し、思わず顔がゆがむ。

　美月がいなくなってから一年が経とうとしていた。その間、俺はあきらめずにずっと捜していた。

　わずかな情報をもとに調査員が出向いてみれば、まったくの別人だったというケースが何十回とあった。

「二年かかろうが三年かかろうが、俺はあきらめない」

　美月……。なぜ連絡をしない……。




　正月、新年の挨拶に俺は実家へ顔を出さなかった。帰国してから母とは疎遠状態だ。

　婚約者の両親がたとえ加害者だったとしても美月を守るべきところを、冷たい仕打ちをした母がまだ許せなかった。

　それから二ヵ月が経ったある日、俺の執務室に父が現れた。

「珍しいですね。どうしたんですか？」

　父の視線が、俺の執務デスクの上にあるフォトフレームに入った美月の写真へ向く。

　俺は黒革のソファへ足を運び、父に座るよう勧める。父が向かい側の三人掛けソファに腰を下ろす。

「今日はこれを持ってきたんだ」

　父は手に持っていたＡ４サイズの紺色の台紙を俺の前のテーブルに置く。

「これは……？　母さんが？」

　俺はそれに視線を送っただけで、乱暴に父の方へすべらせる。

「いや、母さんではない。『武蔵むさし野の食品』の社長からぜひ娘をと。美しい女性だ。どうだ？　会ってみないか？」

「会いませんよ」

　俺はぶっきらぼうに答えるが、それで済むのならマシだろう。俺のはらわたは煮えくり返っているのだから。

　俺が美月をあきらめていないとわかっているのに、見合いを勧めようとしているせいだ。

「来月には社長に就任だ。妻が必要だろう。お前の様子が心配でならない」

「妻が必要ならば、社長になどならなくてもいいですよ。今のままで俺に不満はないですから」

　父は社長から会長に就任するがそれは名目上のことで、ずっと働きづめだったせいか、のんびりと各国を旅行したいようだ。

「いくら見合いを勧めても無駄ですよ。俺の心には美月がいます。忙しいのでこれで」

　俺はソファから離れ執務デスクに向かう。

　父は見合い写真を置いたまま部屋を出ていった。




　春が過ぎ、梅雨が明け、じりじりと焼けつくような太陽の季節になった。金曜日、銀座にある『聖ひじりデパート』の視察を終え、車の後部座席に乗り込んだ。

　十七時を回っているが、外はまだ熱気に包まれている。

　車が走り出すと、俺はおもむろに息を吐き出した。すると隣の大久保が口を開く。

「嵯峨野の件ですね？」

「ああ。副社長の元宮良幸が会社の金を使い込んでいるようだ」

　元宮良幸は美月の姉の夫だ。荘田夫妻が亡くなった後、あの男が転がり込んだのは財産を狙ってだろう。マニラで観光業を経営していたが、それをあっさりやめ、日本へ戻ってきたのだ。そしてまんまと副社長に就任したのは去年の四月。

　とある情報筋から、あの男が会社の金を着服していると聞いた。

　美月の父親が身を粉にして築き上げた嵯峨野だ。注視していたが、上半期の業績不振は、無能なあの男を副社長の地位にのし上げたせいだ。

　あの男が捕まるのも時間の問題かもしれない。実直で堅実な商いで評価の高かった嵯峨野は美月の父親あってだ。

　そのときポケットに入っていたスマホが振動し、出してみると弟の浩介からの着信だった。彼はロサンゼルス支店から別の海外支店へ今年の四月から赴任している。

「浩介、久しぶりだな」

『兄貴！　美月さんに似た女性を見たんだ！』

　挨拶もなしに響いた興奮気味な浩介の言葉に、俺の心臓がドクッと跳ねる。

「なんだって!?　美月に似た女性が？　お前の赴任先はたしかクアラルンプールだったよな？」

『ああ。だけどただ似ているだけかもしれない。街で彼女がちょうどタクシーに乗り込むところだったから声をかけられなかったんだ』

　過去、浩介が美月に会ったのは一度だけ。写真では何度も見ていると言うが、見かけたのは一瞬で人違いかもしれない。だが、俺は藁にもすがる気持ちで浩介の情報に希望を見出したかった。

「もちろんタクシー会社は覚えているよな？」

『あたり前だろ。兄貴、俺の記憶力をなめるなよ』

　隣にいる大久保がノートパソコンでなにかを打ち込んでいる。大久保はニヤリと口角を上げた。

「社長、羽田から最終十一時過ぎのクアラルンプール行きのフライトがあります」

　さすが俺の有能な秘書だ。

「予約をしてくれ」

　大久保に告げると、浩介の電話に戻る。

「そっちへ行く。朝、空港まで迎えにきてくれないか？　到着時間はメールする」

『わかった。それまでにタクシーの行き先を捜しておくよ』

　通話が切れたとき、見慣れた社屋の車寄せに車が止まった。

　これだけ日本を捜していないのだから、クアラルンプールにいる可能性はある。

　俺の心には、にわかに希望の光が差していた。










六、愛されていた幸せ




　朔也さんに黙って産むことを決意した私は申し訳ない気持ちでいっぱいだったが、おなかの中で確実に育っていく命に励まされる毎日だった。

　順調に育っていく赤ちゃんを、早妃さんやベンも楽しみにしてくれており、私はなに不自由ない生活を送っていた。

　二月、妊娠中期に入り悪阻つわりも治まってきた。十六週ではおなかの膨らみもそれほどではなかったのに、十八週になると少し目立つようになってきた。

　私はビザの関係で一時帰国しなくてはならない。妊娠中期なので、飛行機も注意をしながら乗れば問題ないとドクターから言われ帰国日を決めた。

　早妃さんが心配だからとついてきてくれることになっていた。

　日曜日の十四時過ぎにクアラルンプールを発ち、東京国際空港へは二十二時過ぎの到着となる。

　二月の東京はまだ寒さが厳しかった。熱帯気候のクアラルンプールからだと、寒すぎて震えが止まらない。

「美月、タクシーが来たわ」

「はい。早く乗りましょう。寒すぎますね」

　早妃さんは先に自分が乗り込んでから右の座席に体をずらし、身重の私が楽なようにしてくれる。

　渋谷のホテルに向かってもらう。マレーシア大使館が渋谷区にあるからだ。

　ビザの取得にどのくらいの日数がかかるかわからないけれど、約三ヵ月ぶりの日本なので予定も立てている。

　到着した渋谷の高級ホテルのチェックインカウンターで早妃さんが手続きしている。私はサングラスをかけたまま、彼女のうしろでジッとしていた。

　このホテルへ朔也さんと訪れたことはないが、大学の友人や知り合いにばったり会ってしまわないか気が気じゃなく、落ち着かない気分だった。

　二十三時を過ぎているのに、ロビーには数組の男女がいる。

「行きましょう」

　カードキーを手にして、早妃さんは私をエレベーターホールに促した。

　三十二階のツインルームに入り、大きく吐息を漏らした。ここには私と早妃さんしかいない。ようやく安堵できた。

「疲れたでしょう？　腰は痛くない？」

　コートを脱いでいる私を、洗面所から出てきた早妃さんが心配してくれる。

「知り合いに会うんじゃないかとドキドキして精神的に疲れていますが、腰は平気です。手洗いしてきますね」

　洗面所へ行き、手を念入りに洗いうがいをする。妊娠中は風邪をひかないように注意を怠らないようにしている。

　私のたったひとりの肉親になる大事な赤ちゃんだから。




　翌日、マレーシア大使館へ行った後、両親が眠っている築地のお寺に向かった。

　そこに荘田家の先祖代々の墓があり、墓地の面積は四畳くらいある。

　人目を避けて行動しているためご住職に挨拶できずに、一対の花束を持って先祖代々のお墓へ歩を進める。

　春のお彼岸は来月ということもあり人影はない。

　奥まったところにある墓地へ行ってみると、納骨以来一度も訪れた者がいないとわかるほど枯葉などで荒れていた。姉は来てくれていないみたいだ。

「お父さん、お母さん、ごめんなさい。すぐ綺麗にするからね」

　私はお墓参りに来られなかった罪悪感で、御み影かげ石いしがピカピカになるほど磨く。手伝ってくれる早妃さんが心配するほど、私は一心不乱にお墓を掃除した。

「美月、あまり長い時間いると体に悪いわ」

　晴れているが時折冷たい風が頬を打ち、水を使っている手はかじかみそうになる。

「早妃さん、手伝わせちゃってすみません」

「いいのよ。おじさまとおばさまにはお世話になったんだもの。このくらい当然よ」

　すっかり綺麗になった墓地に私は満足し、口もとを緩ませる。

　お墓に飾った一対の豪華な仏花には、母が好きだった黄色いポンポン菊も入れてもらった。母はよく、丸い形が愛らしいと言っていたのだ。

　線香をたいて両手を合わせ、これからの私を見守ってくれるようにお願いをした。

　またしばらく来られないからと謝り、お寺を後にした。

　やはり妊婦は疲れやすい。タクシーに乗り込んでからぼんやりしていると、早妃さんの心配そうな瞳にぶつかる。

「次のところは明日にして、ホテルで休んだ方がいいわね」

「ですね。ちょっと腰が痛いです」

「寒かったから冷えちゃったのよ。運転手さん、暖房を強くしてください」

　運転手にお願いしてくれる姿に、母を重ねてしまう。

　モーリス夫妻がいなかったら、私は今頃どうしていただろうか。ふたりには感謝しかない。




　翌日は実家の近くにある安産祈願で有名な神社に向かう。

　産むと決めたときから、行きたくて仕方がなかった。戌の日ではないけれど安産祈願してもらった。

　昨日は両親のお参りができ、今日は安産祈願。ずっと気がかりだったことがクリアできて、心が落ち着いてくるのがわかった。

　神社からの帰り、人形町の実家の前でタクシーを止めるようお願いした。そこで私の目に留まったのは、垣根から見える荒れた草木だった。

　住んでいるよね？

　視線を駐車場へずらすと、ドイツ製の真っ赤な高級車が停められていた。

「雑草がすごいわね」

　早妃さんの言葉に、車窓から家へと顔を向けていた私はうなずく。

　もうここは私の家じゃないのだ。姉がどうしようと関係ない。

　以前のきちんと刈られていた木々を思い出し泣きそうになるのをこらえながら、そう自分に言い聞かせた。

「行ってください」

　私はまっすぐ前を向いて下唇を噛んだ。

　ホテルに戻ってから早妃さんはデスクに着き、ノートパソコンを立ち上げてベンに仕事のメールを打っている。

　ソファに腰を下ろしルームサービスで頼んだホットココアを飲みながら、テレビを見ていた。十六時からのニュース番組で、以前も家にいるときにつけていたチャンネルだ。

　え……？

　偶然にも両親の事故の続報がアナウンサーの口から出たのだ。

「さ、早妃さん、テレビを見てください！」

　私の緊迫した声色に、少し離れたデスクから早妃さんは来てくれ、隣に座る。

「ご両親の事故ね!?」

　事故の引き金は両親ではないと信じていたが、原因はトラック運転手の煽り運転だったと知り、うれしい気持ちと憤りが入り混じる。

「よかったわ……美月？」

　早妃さんは心からホッとした様子で、私へ顔を向ける。

　私は涙をこらえきれず、頬を濡らしていた。

「あの卑怯なトラック運転手が煽らなければ、幸せはずっと続いていたのに……」

「そうよね。やりきれない気持ちよね。でも、一時帰国でこんな大事なことを知られたなんて、おじさまとおばさまが美月を見守ってくれている証拠だわね」

　早妃さんは私の肩を抱いて慰めの言葉を静かに紡ぎ、ポケットから出したハンカチで涙を拭いてくれる。

　早妃さんの爪の先ほどでも姉が優しければ……。

「美月、ご両親は被害者だとわかったのだから、朔也さんに連絡してみたら？」

　朔也さんに連絡……したい……でも……。

　目に涙をためながら私は首を左右に振った。

「私は日本を出国したときから新しい自分になったんです。朔也さんには別の人と幸せな結婚をしてほしい……」

　彼の隣であの美しいウエディングドレスを着て立つのは私だった……。けれど、もうあのドレスはない。

　この子を朔也さんのぶんまで大事にする。




　数日後、私は親友のあやに連絡しないまま日本を発った。

　日本は楽しかったが、クアラルンプールに戻ってからはここにいる方が気持ちは楽だと感じていた。

　そんな中、月曜から金曜までベンの会社の社員に日本語を教えに出勤するようになった。ただの居候だと申し訳なさばかり感じていたから、本当にありがたい提案だった。私の体に負担がかからないよう考慮してカリキュラムが組まれ、一日二時間までとなっている。

　おなかの赤ちゃんは順調で、妊娠後期になると腹部は突き出して動作がゆっくりになった。

　日々成長していく愛しい赤ちゃんが、毎日の生活に張り合いを与えてくれる。

　六月末には妊娠三十七週になり、いつ生まれてもおかしくなく、仕事は産休に入り、慌てないように出産準備の用意も済ませていた。

　三十九週に入った日、夜中から腹部の痛みが始まってそれは次第に間隔が短くなり、ベンの車で病院へ向かった。

　そして、七月十二日十五時二十分。私は二九五〇グラムの元気な男の子を産んだ。

　十二時間も陣痛に耐えた私は、胸に抱いた赤ちゃんに微笑みを浮かべる。

　私の赤ちゃん……こんにちは。あなたの名前は律りつよ。荘田律。人として正しい道を進んで幸せになるの。

　意識が朦朧としていく中、赤ちゃんは朔也さんに似ている気がして幸せな気持ちだった。




　一年後。




　私の生活は律を中心に、朔也さんを愛していた頃のように満ち足りた日々を過ごしていた。

　モーリス夫妻は律を自分たちの子どものようにかわいがってくれて、毎日笑顔が絶えず楽しい。

　そんな中でも、ふとしたときの律の表情が朔也さんを思い出させて胸に痛みを覚える。

　しっかりとした眉や目もとなどは、きっと赤ちゃんの頃の朔也さんと似ているはず。

　彼はどうしているだろうかと頻繁に思いふけるが、すぐに自分を諫めて無理やり頭から追い出すのだ。

「美月さん、おつかれさまでした」

　モーリス・コーポレーションの営業課に勤める中国人のワン・シンイーさんが日本語を口にして丁寧に私に頭を下げる。彼女は私の生徒のひとりだ。

「おつかれさまでした。来週の火曜日は実践ですから復習してくださいね」

　約半年間、住宅を案内する日本語を勉強した彼女を含む三人のスタッフは頭がよく、日本語もどんどん話せるようになっていた。

　来週は私がお客さま役になって、実際に賃貸物件を案内してもらう。それを早妃さんが監督する。

「はい。お任せください」

　中でもシンイーさんは優秀で、一番日本語ができる。

　彼女と離れた私は同じフロアにある早妃さんの執務室へ向かう。インテリアデザイン課の仕事場へＩＤを使って入室し、奥へ歩を進めた。

　早妃さんの執務室は腰の上からガラス張りになっており、私の姿に気づいた早妃さんが手招きする。

「美月、レッスン終わったのね。おつかれさま」

「はい。おつかれさまです。これからショッピングセンターで律のお買い物を済ませてから急いで帰ります」

　時刻は十七時になったところだ。律はメイドさんに見てもらっている。彼女たちも律に甘く、面倒見がよく、週三日レッスンで三時間ほど外出する私はとても助かっている。

「来週の月曜日はりっくんのお誕生日ね。早いわ。もう一歳だなんて。私はもうプレゼントを買ってあるのよ。ベンもね」

　自分の後を継ぐインテリアデザイナーを育てるために、子どもはまだ作らないと言っている早妃さんだけど、あれから一年以上が経っている。律をかわいがってくれる子煩悩さもあり、新しい家族が欲しくなっている頃なのでは。

　ベンはいつも『律のようなベビーが欲しい』と早妃さんに言っている。

「ありがとうございます。でも、早妃さんとベンは律に甘すぎますよ」

　私は笑ってたしなめる。頻繁におもちゃや洋服をプレゼントしてくれるのだ。

　そう言う私も律に甘いのだけど、母親だから時にはちゃんと叱る。

「だってかわいいんだから仕方ないわよ。自分の子どもじゃなくてもかわいいってすごいわよね。りっくんにニコッとされるとたまらないもの」

「本当に、早妃さんとベンには感謝しています」

　ひとりで育てていたら、日々生きることにあくせくして、ちゃんと律に愛情を注いであげられていないかもしれない。

「もう、いつもお礼ばかり。私たちも感謝しているのよ。ふたりだけで仕事ばかりの生活が、美月とりっくんのおかげで楽しみが増えているんだから。あ、早く買い物に行って。りっくんが待っているわよ」

「はい。お先に失礼します」

　私は早妃さんの執務室を後にして、二十階建てのビルのエントランスへ下りた。

　外に出て、やって来たタクシーに乗り込む。

　近くのショッピングセンターへ向かってもらい、そこで律の誕生日プレゼントと洋服、ベンの好きな銘柄のウイスキーに早妃さんにはマカロンを購入した。

　ベーカリーにも寄り焼きたてのバゲットを買って、再びタクシーに乗り込みバンサー地区の家に戻った。




　律と一緒にお風呂に入り、夕食の離乳食を食べさせていると、昼間たくさん動いたようでこくりこくりと頭が揺れ始める。

「律、もう眠いのね」

　私の声に小さな頭を左右に振って、「まんま」と言う。

　律はよく食べる子で、眠気と戦いながらそれでもがんばって口を開ける。そんな愛息子に微笑みを浮かべる。

「もうひと口ね」

　目を閉じながらあ～んと開けた口に、軟飯に野菜のスープを浸して入れる。もぐもぐと口を動かしているけれど、もうこれで終わりだろう。三分の二は食べられたからよしとしよう。

　これでは歯磨きができないので、水をなんとか飲ませて子ども用の椅子から抱き上げたとき、早妃さんとベンが姿を見せた。

「もう寝ちゃったのか」

　ベンが残念そうに律の頬をちょんと突っつく。そうされても瞼を開けることはないくらい律は夢の中。

「美月、私たちの食事にしましょう」

「はい。ベッドに寝かせてきますね」

　私はずっしりと重くなった律を抱いて、二階の寝室へ連れていった。




　夕食が終わった後、早妃さんとベンはプールサイドでのんびりとお酒を飲んでいるが、私は寝室に戻った。

　私のベッド横にある子ども用ベッドで、律はすやすやと気持ちよさそうに眠っている。ベッドに腰を下ろした私は、もうすぐ彼の一歳の誕生日を前にして感慨にふける。

　大きな病気やケガもせず、すくすくと育ってくれている。律の存在が私の生きがいで、彼のためなら命を差し出してもいいくらい溺愛している。

　見つめていると、律の口がおっぱいを飲むみたいな動きをした。

　かわいい律。ママがパパのぶんまで愛するからね。

　私は腰を屈めて律のおでこにキスを落とした。




　日曜日は一日早いけれど律の一歳の誕生日をモーリス夫妻は祝ってくれ、ちょっとしたパーティーを開いてくれた。

　おもちゃを早妃さんとベンのふたりからもらった律は、まだ小さいながらもうれしそうに愛嬌を振りまいていた。素敵な誕生日パーティーだった。

　翌日私はレッスンが休みで、午前中庭でシャボン玉遊びをしていると、インターホンが聞こえてきた。

「ポーン」

　宙をふわふわ浮いているシャボン玉を追っていた律は瞳を輝かせてそう言うと、門に向かってトコトコと建物沿いに歩きだす。

　この音がしたらメイドさんが出るのを見ているためか、インターホンの音だとわかっていて、口真似をしたがるのだ。

「律！」

　私は持っていたシャボン玉の容器とストローを台の上に置いて、小さな体を追いかける。

　律に追いついたのは門から三メートルほどのところだった。

「律、ダメじゃない」

　彼をたしなめながら抱っこをして、門に立っている訪問者に顔を向けた。次の瞬間、幻を見たみたいに目が大きく開き、足に根がはえてしまったかのように動けなくなった。

「美月」

　私を呼ぶその人は、門の格子を両手で握りしめて切なそうな表情をしている。

「朔也……さん……」

　夢にまで見た彼を目にしたときは本当に幻かと思ったけれど、私の名前を呼んだのは紛れもない朔也さんだった。

　スーツを着ている彼はあの頃よりも硬い表情で、私が記憶しているよりも端整な顔で素敵だった。朔也さんの姿に、恋していたときの気持ちが沸々と沸き起こる。

　そこで律を抱いていることに気づき、脚がじりっと後退する。

　律の存在を知られてはダメ。朔也さんに迷惑はかけられない。

　玄関からメイドさんが出てきた。

「どうしました？　お知り合いですか？」

　英語で尋ねられるも、私は引きつった顔で「お願いします」と言って、彼女に律を渡す。

　律を受け取ったメイドさんが戻っていくのを目で追い、玄関に姿が消えると、門の方へ顔を向けた。

　けれど、朔也さんの顔をまっすぐには見られない。だから彼が今どんな表情をしているのかわからない。彼のすぐ近くに行きたいのを必死にこらえた。

「ど、どうして……ここが……」

　律が朔也さんの子どもだとバレていない……？

　心臓が、破裂してしまいそうなほどにドクンドクンと大きく鳴っている。脚が震えだし、その場に立っているのがやっとの状態。

「美月、ずっと捜していた」

　切ない声が胸を突き、私の顔がゆがむ。

　ずっと捜していた……。

　うれしい言葉であり、申し訳ない気持ちにも襲われる。

「話がしたい」

「わ、私、ここで……ベビーシッターをしていて……時間がありません」

「美月、俺を見てくれないか」

「仕事が……」

　朔也さんの顔を面と向かって見られるわけがない。走って逃げたいくらいだ。

　彼はもう私を捜していなくて、もう二度と会わないと思っていた。けれど、ずっと捜していたのだ。

「美月」

　諭すような声に、私はビクッと肩を跳ねらせる。

「今がダメなら、いつでもいい。連絡をくれないか？　迎えの車をよこす」

　私は返事ができない。

「会って話をするまでは日本へ帰らない。毎日でもここへ来る」

　朔也さんはきっぱり言いきる。

　そんな……お仕事があるのに……。

　日本へ戻らないなんてできるはずがない。そう思いながらも、彼は今までも有言実行の人だから、そうするかもしれない。

　彼に関わってはいけないのだ。律が朔也さんの子どもだと知られてはダメ。でも、このままでは引き下がってくれない。

　私は以前の私ではない。波乱の人生を歩み、もう朔也さんの知っている私ではないのだ。だから、冷静に話をして日本へ帰ってもらおう。

　そう思うのに返事ができないままでいると、朔也さんはポケットから名刺のようなものを取り出してペンをすべらせる。そして門の格子のところに挟む。

「美月、俺の連絡先だ。待っている」

　朔也さんは門から離れ、うしろに止まっていた白い高級車の方へ行ってしまった。一歩も動けずに見ているうちに、朔也さんは後部座席に乗り込み車が走り去った。

　それを合図に震えていた脚は力を失い、私はその場でへなへなと座り込む。

　どうすればいいの……？




　私はベッドの端に座り、彼が残していった名刺を穴が開くほど見つめていた。ベッドサイドのライトがぼんやりと、居心地のいい部屋の家具を映し出している。

　ベビーベッドでは律が気持ちよさそうに寝ている。

　朔也さんに連絡をして、話をしなければならないのはわかっているけれど……。

　悩んでいると、ドアが静かにノックされた。

「美月、ちょっといいかしら？」

「どうぞ」

　声を落とさなくても、律はよく眠っていて起きない。

　ドアが開き早妃さんが入ってきて、律の寝顔を見てから私の隣に腰を下とす。

「夕食のとき言葉数が少ないなと思っていたら、朔也さんが来たのね？」

　早妃さんの視線は私が手にしている名刺へと落とされている。

「アニサが昼間、美月を訪ねてアジア人の男性が来たと言っていたの」

　アニサは朔也さんが来たときに律を引き取ってくれたメイドさんだ。

「その名刺で合点がいったわ」

「……そうなんです。驚きました」

「彼はなんて？」

「連絡が欲しいと。話をするまで帰国しないと言っていました」

「ここが知られるなんて……。美月はどうしたいの？　りっくんを連れていたんでしょう？　なにか言っていた？」

　ため息をひとつこぼし、小さく頭を左右に振る。

「律は見られたんですが、私はここでベビーシッターをしていると言ったので。朔也さん、聖ホールディングスの社長になっていました」

　早妃さんに持っていた名刺を渡す。

「まだ若いのに聖ホールディングスの社長になったなんて、かなりの敏腕ね」

「思ったより早かったです。お父さまになにかあったのかも……」

「美月、私はちゃんと話をした方がいいと思うわ」

「……ですよね。明日、連絡します。それでレッスンの後に会ってきます」

　ここにいることが知られてしまったのだから、ちゃんと話さなくてはならない。それだけはわかるが、なにから話せばいいのか、どこまで話せばいいのか……自分自身わかりかねている。

　明日は十三時から実際に賃貸物件の案内のレッスンが入っており、十五時に終了するのでそれから会う心づもりだ。

「それがいいわ。どんな結果になっても私たちは応援しているわ。それにしてもりっくんは、話し声もかまわずにぐっすりね。天使のよう」

　早妃さんは腰を上げ、ベビーベッドで眠る律の頬をそっとなでるとドアへ向かう。

「おやすみ。悩まないで眠るのよ」

「……はい。おやすみなさい」

　早妃さんと話ができたおかげで、ほんの少し気持ちが軽くなっていた。




　翌日、四人でテーブルを囲んで朝食を食べていると、あらかた済ませたベンがアイスコーヒーをひと口飲んでから深いため息を漏らす。

　律に野菜オムレツを食べさせていた私と、ベンの隣に座る早妃さんが彼を見る。

「ベン、深いため息をついたりしてどうしたの？」

　私はそう尋ねながらも、きっと朔也さんのことだろうとわかっている。

「昨晩、美月と律のことをいろいろ考えたんだ。こうして律が成長していくのを見るのは毎日楽しい。でも、僕が彼の立場だったらどうしただろうと思索したんだ。突然、愛する人を失い、その人が異国の地で自分の子どもを産んでいた。そして、これからも子どもの成長を見られないなんて、苦しいし、残念すぎる……」

「ベン……」

「美月、どう言葉に表せばいいのかわからないが、彼の気持ちを考えてあげてほしいと思ったんだ。僕が彼だったら、君たちを失いたくないと思うから」

　ベンは隣に座る早妃さんに微笑み、そして私へと顔を戻す。

「僕たちが幸せだから、美月、君にも幸せになってほしい」

「ベン、早妃さん、私は幸せよ。律がいて、ふたりが見守ってくれているもの」

　本当に今までふたりがそばにいてくれて私は幸運だった。

　ただ……昨日朔也さんの顔を見てから、なにも考えずにまっすぐ気持ちをぶつけられていたあの頃を思い出して、胸が熱く、そして痛くなっている。

　何年経っても、私の心は朔也さんを愛していた。

　結局、私は新しい自分にはなれなかったの……？　朔也さんに会っただけで、それは儚く消え去ってしまった。

　でも私はあの頃よりも強くなれた。この先どんな問題が起こっても挑めるほど強く。

「美月、私たちはいつまでもあなたたちを見守っているわ。どんな結論を出しても、受け入れる心がまえはできているからね」

「美月、ちゃんと話し合うんだよ」

　ふたりの優しさが身に染みて、涙腺が決壊しそうだった。勇気をもらえた私はコクッとうなずいた。




　その日の午後。物件を二軒、日本語を教えているスタッフに疑似案内してもらい、実践練習が終わったのが十五時。

　彼女たちと会社に戻り、休憩室でスマホと朔也さんの名刺をバッグから取り出した。

　彼の番号を打ち込もうとして、心臓が痛いほど暴れてしまい、何度か深呼吸をして気持ちを落ち着かせる。

　どうにも指が震えて、数字キーを押すのも至難の業だ。

　なんとか数字を入力して、彼を呼び出すまでに十分はかかった。

　呼び出し音は二回鳴っただけで、朔也さんの声が聞こえてきた。

『もしもし？』

　焦りのある彼の声で、心拍数が上がっていく。

「あの――」

　名前を言おうとするのを朔也さんが遮る。

『美月か？　美月だろう？』

　前のめり気味な勢いの彼に、ずっと待っていてくれたのだとわかり、うれしい気持ちになる。そんな朔也さんの態度に安心感を覚えて、私の声は冷静になっていく。

「はい。これから会えますか？」

『もちろんだ。これから迎えに行くよ』

「今、家じゃないんです。シティセンター近くに来ています」

『それならホテルに近い。そこにいて。今から行く』

　今にもその場所を出そうで、私は慌てた。

「い、いいえ。行きますから。場所を教えてください」

『……わかった』

　朔也さんは徒歩十分ほどのところにある、ショッピングモールやコンドミニアムなどの複合施設が入った五つ星ホテルの名前を口にする。

　クアラルンプールで有名なタワーの近くだ。

「お部屋の番号は……？　あの、デリケートな話なので人がいない方がいいと思って」

　彼のことだ。ロビーまで迎えにこられてもその後のエレベーターなどでは気まずい。

　朔也さんは数秒の沈黙の後、部屋の番号を教えてくれた。

「わかりました。これから向かいます」

　朔也さんと対峙しなくてはならないと思うと足がすくみそうになるが、避けられない。

『わかった。気をつけて来るんだよ』

　私は言葉に出さず、彼の顔は見えないのにうなずいて通話を切った。




　朔也さんの部屋へ向かうエレベーターには私ひとりしか乗っていなくて、ガチガチに緊張している姿を誰にも見られずに済んだ。

　額から冷や汗が出てそっとハンカチをあてる。そうしているうちに、高速で動くエレベーターが到着を知らせた。

　観音開きのドアが左右に開き廊下へ出る。最上階ではないけれど、ここはラグジュアリーな高層階なのだと思う。

　エレベーターホールの部屋案内板を確認して美しい絨毯の上を歩き始める。

　ハンカチを持つ手にいつの間にか力が入り、ギュッと握っていた。

　朔也さんに告げられた部屋番号を確かめ、部屋の前へ立ち大きく息を吸って吐く。

　今日の私はベージュのワンピースを着ていて、メイクもしっかりして、あの頃よりも大人になっているはずだ。

　落ち着いてと自分に言い聞かせてからチャイムを鳴らした。心がまえができないうちにドアが開き、両親の葬儀に会ったときよりも精悍さが増した顔の朔也さんが現れた。

「美月！」

　朔也さんは姿を見せた瞬時、私を力強く抱きしめた。

「すまない。君にはひどいことをした。言い表せないくらい苦しんだだろう？」

　抱きしめながらつらそうな声で紡がれる言葉に、私は声も出せずにいた。朔也さんのお母さまに別れるように言われたときから、日本を発ち、そして律を出産するまでの出来事が走馬灯のように思い出され、言葉を失っていた。

「美月、なんとか言ってくれ」

　朔也さんは抱きしめていた腕をほどいた。でも離されたわけではなくて、私の両腕に手を置いて目と目を合わせた。

　彼の黒こく曜よう石せきのような瞳と合い、心臓がドクンと跳ねた。あの頃、朔也さんに見つめられるといつもそうだったように。

　私はまだ朔也さんを愛している……。

「美月？」

「私……」

　話そうとするが、舌が口の中に貼りついてしまったように動かず声が出ない。

「すまない。性急すぎた。なにか飲もう」

　朔也さんは私の手を握って部屋の中へ進ませる。部屋の中にはグレーのラグジュアリーな三人掛けのソファと、ひとり掛けのソファがローテーブルを囲むように置いてある。朔也さんは三人掛けのソファに私を座らせた。

「アイスコーヒー、アイスティー、フルーツジュース、水に緑茶、どれにする？」

「アイスティーで……」

「すぐに持ってくる。そこにいるんだよ」

　朔也さんは、少しでも目を離したらまるで私がいなくなってしまうかのように心配しているみたいだ。

　カウンターバーへ足早に歩を進め、冷蔵庫からピッチャーと氷の入ったグラスを持って戻ってきた。

「朝、頼んで作っておいてもらったものだから、味は落ちているかもしれない」

　私がアイスティーと言うのを予測して？　もしかしたら朔也さんのことだ、そのほかの飲み物も朝から冷蔵庫に入っているのかもしれない。

　丸みを帯びたグラスにアイスティーが注がれる。ミルクまであった。

「飲んで。ここまで来るのに暑かっただろう？」

　斜め前のひとり掛けのソファに腰を下ろした彼に私は首を左右に振る。

「もうここの気候には慣れました」

「……ここにはいつから？　いや、あの最後の電話から教えてほしい。いや、違う。それも知りたいが、まずは俺の気持ちをさらけ出す」

「朔也さん……」

　彼は一度腰を上げて体を私の方に近づけ身を乗り出す。それから私の膝の上に置いた手に手を伸ばして握った。

　そしてまっすぐ私を見つめる。

「俺はこうして再び美月に出会えて、まだ胸が苦しくなるくらい愛しているとわかった。俺と結婚してくれ」

『まだ胸が苦しくなるくらい愛しているとわかった』

　私もそう。信じられないくらい胸がときめくのだ。

「もしかして、恋人がいる？」

　言葉にできない私に、朔也さんは顔をゆがめる。

「いないです」

　即座に口にして、私は頭を左右に振る。

「よかった。美月。母にひどい仕打ちをされ、俺への気持ちは離れたかもしれない。だが絶対に君の心を取り戻したい。俺のそばにいてほしい」

「お母さまのこと、知って……」

「もちろんだ。美月が去ってから一度も母とは会っていない。謝りの手紙やメールは入るが、俺はまだ許していない」

「そんな……」

　お母さまは朔也さんの将来を思ってしたのだと、今では理解している。行きすぎた行いだとは思った。でもそれは自分が母親になったからわかる。

「母を許すのは、美月に母が謝ってからだ」

　朔也さんが私を思ってそう言ってくれているのはわかるけれど、このまま帰国してもらった方がいいとも思ってしまう。

「……いろいろあった私たちは結婚しない方が――」

「それは違う。俺は君を愛している。もう離れ離れは二度とあってはならない。一生君を愛おしむと約束する。どうか俺のもとへ戻ってきてくれ」

　彼の言葉に心が揺れた。でも次の瞬間、脳裏に律の顔がよぎる。

　黙って子どもを産んだと知ったら……？　私を憎むかもしれない。

「美月？」

　二の足を踏む私を見守る朔也さんに、胸が締めつけられたように痛みを覚えた。

　ちゃんと話さなきゃ。

「いただきます」

　アイスティーのグラスへ手を伸ばし、ひと口ふた口と飲みながら話す勇気をかき集める。

「朔也さん……私の話を聞いたら、結婚したくないと思うかもしれません」

「なにを言ってる？　そんなことはない。恋人はいないと言っただろう？」

「いません。私、あの日……朔也さんと最後の電話の後、日本を発って、新たな自分になるためにここに来たんです」

　あのときのつらい気持ちが蘇り、苦しくなって言葉を切った。

「新たな自分に……」

　朔也さんの表情が悲しそうにゆがむ。

「昨日来てくれたあの家に、昔実家の隣に住んでいた早妃さんという姉のような人がいます。ご主人は私がケンブリッジに留学しホームステイしていたモーリス家のベンで、私がふたりのキューピッドで結婚したんです」

「ベンジャミン・モーリス氏の家に住んでいるのは弟の調査で知った。男の家にいると知って焦ったよ」

「弟さんが？」

　弟さんは聖ホールディングスのロサンゼルス支社に駐在していたはず。どうして彼は私の居場所がわかったんだろう。

「ああ。弟はロサンゼルスからクアラルンプール支社に異動になってね。タクシーに乗る君を見かけたと連絡があったんだ。浩介がここに異動にならなければ見つけることはできなかっただろう。この偶然に感謝している」

「タクシーに乗り込むところを……」

　会社を出たところかショッピングモールを出たところかわからないけど、弟さんとは一度しか会ったことがないのに私だとわかったなんて、彼の洞察力に脱帽する。

「私、変わっていないんですね」

　自嘲気味に小さく微笑みを浮かべる。

「俺にはあの頃よりも綺麗になったように見えるよ。昨日美月を見たとき、一瞬、別人なのかと目を疑った。ほんの少ししか見られなかったが、あの赤ちゃんはとてもかわいかったな」

　ベビーシッターをしていると言ったからか、朔也さんはなんの疑いもしていない様子だ。

　かわいいと褒めてくれる赤ちゃんが自分の血を引く子だと知ったら、どんな反応をするのだろうか。

　そう思うと期待と不安が入り混じって、気持ちが落ち着かない。とても伝えづらいけれど、でもこれ以上は引き延ばせない。

「……あの子は、去年の七月に私が産んだんです」

「なんだって？」

　朔也さんは私の想像通り驚いて、いつもは涼しげな目を大きく見開いた。

「こっちに来てから妊娠しているのがわかって……産んで育てたいと思ったんです」

「美月……」

　朔也さんはおもむろにソファから腰を上げて私の隣へ座ると腕を伸ばしてきて、彼の方へ引き寄せられる。そして次の瞬間、強く抱きしめられた。

「不安だっただろうに……小さな命を育てるのは並大抵なことではないはずなのに。俺がそばにいてやれなかったのが悔やまれて仕方ない」

「早妃さんとベンが力になってくれたので、妊娠中も出産後も大変ではなかったです。あの……朔也さん、本当に自分の子どもなのかと疑いませんか？」

「もちろん。俺の子だと確信している。情熱的に愛し合ったあの夜の」

　私の脳裏にあの夜が思い出された。二年近く経っているのに記憶はまだ鮮明なまま。

　朔也さんが律を自分の子だと疑わなかったことに、ホッと安堵した。それでも不安で確認してしまう。

「……避妊してくれていたのに、どうしてわかるの？」

「そういうこともあると知っているから。すまなかった。母のひどい仕打ちがなければ俺たちは幸せな結婚をして、三人家族になっていたのに」

「……三人家族になる自信は今の私にはないです。今日ここへ来たのは、ふたりに後押しされたからで」

　結婚しようと言ってくれているが、それは日本へ帰って生活をすることを意味する。

「彼らに後押しされなければ俺に会わなかった？」

　朔也さんに抱きしめられていた腕がはずれて、熱く見つめられる。その視線にからめとられ、目を逸せない。

「ち、違います。勇気が出なくて。でも、結局は自分の意思で来たはずです。ベンは自分が朔也さんの立場だったら、子どもの成長を見守りたいと思うと言っていました」

「そうだ。もう君たちを二度と離したくない。赤ちゃんの名前は？」

「律と言います」

「律……いい名前だ。すぐにでも会いたい。迎えにいって、数日間ここに泊まってくれないだろうか？　俺たちはまだ話をしなくては」

　ここに泊まる……。

　今後どうなるかはまだ決められないけれど、律を知ってもらうのは大事なこと。

「ベビーベッドを入れてもらう。美月はベッドで。俺はソファで寝るから」

　このラグジュアリーなスイートルームにはキングサイズのベッドがひとつしかない。

「……わかりました。律を連れてきます」

　律は朔也さんの子どもだ。ふたりには会う権利がある。

「俺も一緒に行く。モーリス夫妻にも会って、美月を支えてくれた礼を言いたい」

　朔也さんは腕時計で時間を確認している。

　今は十七時になろうとしている。早妃さんたちの帰宅はいつも十八時頃。今から行って泊まる用意をしているうちに、彼らは戻ってくるはずだ。

　私は朔也さんと部屋を出て、バンサー地区のモーリス家へ向かった。その途中、早妃さんにはメールを入れておいた。




　まだ早妃さんとベンは帰宅していないけど、ベンは朔也さんを歓迎しているから待っていてほしいと早妃さんからメールをもらっていた。

「こっちです」

　玄関を入りリビングへ朔也さんを案内する。私の姿を確認したメイドさんが、律を抱いてやって来た。

　トラのぬいぐるみを持った律は、私を見た瞬間に、大好きなぬいぐるみを手から離して抱っこをせがむように腕を伸ばした。

「ありがとうございます。アイスコーヒーをお願いします」

　律を抱き留め、英語で彼女に言う。メイドさんは私のうしろにいる朔也さんに視線を向け、ぬいぐるみを拾って律に渡すと恥ずかしそうに頭を下げて去っていく。イケメンの朔也さんが気になるみたいだった。

　小さな体を抱いて振り返った私は、律に向けられた彼の愛おしそうな眼差しに目を見張る。

「なんて……かわいいんだ」

　律はあまり人見知りをしない子どもで、朔也さんにもニコッと笑う。

「美月、抱いても大丈夫だろうか？　泣かしてしまわない？」

「たぶん……」

　泣いたとしても全然かまわないのに、赤ちゃんと接する機会がない様子の朔也さんはそれが一大事だと言わんばかりだ。

「律、おいで」

　手を伸ばす彼の方に律を移動させると、律は自分から手を出して朔也さんの腕に飛び込んだ。

　律はうれしそうで、朔也さんに笑顔を向けて見つめている。

　こうしてみると、律は朔也さんによく似ている。

「ワンワン」

　律はトラのぬいぐるみを〝ニャンニャン〟ではなく〝ワンワン〟と紹介する。

「かっこいいワンワンだな」

　彼はぬいぐるみの頭を、律に見せるようになでる。

「朔也さん、ソファにどうぞ」

　律は朔也さんに対してなにか感じているのだろうか。いつになくご機嫌で、私へ顔を向けない。母親としては少し寂しいが、ふたりをこうして見るのがうれしく思う。

　彼は律を抱いたままソファに腰を下ろし、話しかけている。

　交際期間中、デートで公園に行ったとき、小さい子どもを見ては『かわいいな』と言って優しい笑みを浮かべていた。私にも過剰なほどに世話を焼き、心配をし、愛情を全身全霊で注いでくれる朔也さんは、きっと子煩悩のパパになるだろうと思っていた。その考えは間違っていなかったみたいだ。

　それでもまだ朔也さんのプロポーズには足踏みをしてしまう。お母さまが気になって仕方がないのだ。

　先ほどのメイドさんがアイスコーヒーを持ってきたとき、早妃さんとベンがリビングに入ってきた。

　朔也さんは律を抱いたまま立ち上がり、ふたりに向かって頭を下げる。その真摯な態度はふたりへの感謝の意を込めているように見えた。

「あなたが聖朔也さん……」

　早妃さんも美形の朔也さんに驚いているようだ。半袖のワイシャツとスラックス姿のベンが朔也さんの前へ進む。

「ベンジャミン・モーリスです。ここへ来られたということは、美月と和解できたのでしょうか？」

　英語で問いかけるベンに、朔也さんも流暢な言葉で話す。

「なんとか俺の気持ちをわかってもらえたと思います。しかしまだ話し足りないので、数日間ホテルで一緒に過ごしてもらえないかと美月に頼みました」

「それがいい。この一年七ヵ月の歳月を埋めるには時間が必要だ。夕食はみんなでいかがですか？　それから三人でホテルへ行ったらいい」

　ベンは朔也さんを夕食に誘う。彼なりに、朔也さんの人となりを見極めたいのかもしれない。

「ありがとうございます。ではお言葉に甘えてごちそうになります」

「よかったわ。キッチンへ行って伝えてくるわ」

　早妃さんはにっこり微笑みを浮かべてリビングを出ていった。

　マレーシア料理を食べながら和気あいあいとした時間が流れ、朔也さんがいるせいか、私の気持ちは浮き立っている。

　同い年の朔也さんとベンは話が弾み、気が合うようだ。

　食後、私が数日分の荷物をまとめている間、プールサイドで三人はビールを飲んでいる。

　バッグをリビングのソファの上に置き、プールサイドのみんなのもとへ歩を進めた。

「ここへ来たとき、美月はボロボロだったんだ」

　ベンの話し声に足を止める。

「そうでしょうね……いろいろなことが起こりすぎて傷ついた美月を支えてあげられず、悔やんでも悔やみきれない。あなた方のような親身になってくれる人のもとで過ごせて、本当によかった。心から感謝しています」

　朔也さんの苦しげな声が聞こえ、私の胸が痛んだ。

　私も苦しんだけれど、彼も苦しんだのだ。




　モーリス家を後にし、朔也さんのホテルの部屋に戻ってきた。時刻は二十三時を回っていた。

　律はずっと朔也さんが抱いてくれていて、大きな胸に安心して眠っている。

　キングサイズのベッドの横にベビーベッドが用意されていた。朔也さんがホテルを出る前に頼んでおいてくれたものだ。

　彼は大事な宝物を置くみたいに、律をマットの上に横にさせる。寝かせられた律は薄がけをかけられても身じろぐこともせずにぐっすりだ。

「ありがとうございます」

「当然だ。礼を言われると一線置かれているように思えてしまうよ」

　ベビーベッドの方に前屈みになっていた朔也さんは体を起こし、私に向き直る。

「少し飲まないか？」

　私が緊張していると感じ取ったのだろう。モーリス家で朔也さんはビールを二本飲んでいたけれど、私はフルーツジュースだった。

　お酒を口にする機会は誰かの誕生日や記念日のパーティーなどたまにあるくらいで、アルコールに特別弱いわけではないけれど普段はほとんど飲まない。

　お酒を飲んでリラックスすれば、以前のように話せるようになるかもしれない。

　私はコクッとうなずいた。

　朔也さんは私をグレーの大きなソファへ連れていき、バーカウンターからシャンパンの入ったアイスクーラーとグラス、チーズとフルーツが盛られたお皿を持って戻ってきた。前もって頼んでいたようだ。

　シャンパンの栓が開けられて丈の長いグラスに金色の液体が注がれ、私の前に置かれる。

　朔也さんは自分のシャンパングラスを手にして少しだけ掲げる。

「美月、君の受けた心の傷を少しずつでも癒せるようにしたい。俺はようやく美月と会えて、とても幸せな気持ちでいっぱいだ。乾杯させてくれ」

　ずっと変わらなく優しい朔也さんに心が揺れる。

「美月？」

　彼の真剣な眼差しが一瞬曇る。

「……朔也さん、乾杯」

　私はシャンパングラスを掲げて、金色の液体を口にした。彼はホッとしたようにシャンパンを飲む。

「一度も日本へ帰らなかったのか？」

　美月は小さく首を振る。

「ビザのために一度戻って、お墓参りと、実家の近くの神社で安産祈願をしました」

「お墓参り？　何月に？」

　朔也さんは身を乗り出すようにして聞いてくる。

「二月の中旬でした」

「荒れ果てていた墓を綺麗にしたのは美月だったのか……」

「どうしてそれを……？」

「報告書を読んだからだ。郁美さんは四十九日の法要以来墓参りに行っていないようだ」

　それを聞いて、今すぐ行って綺麗にしてあげたいという思いに駆られた。

「ひどい……」

「今は月命日に掃除と花をあげるように業者に頼んでいるから安心して」

「朔也さん……ありがとうございます」

　彼の心遣いに感激して涙腺が緩みそうになる。

「郁美さん夫婦の件だが。嵯峨野の副社長に就いた彼女の夫、元宮良幸は会社の金を使い込んでいる。横領罪で捕まるのも時間の問題だ」

「あの人が副社長になったんですか!?」

　いやらしい男がそのような大事な地位に就いていたと知り、胃液がせり上がった。

「美月、郁美さんにも連絡を取っていないようだが、なにかあったのか？」

「……お姉ちゃんは、お母さんがお父さんを殺したと言って私を責めたんです。そしてあの人がマニラからやって来て……」

　今でも思い出すと吐き気がしてくる。

「どうしたんだ？　まさか……なにかされたのか!?」

　私の表情から悟った朔也さんは腰を浮かした。

「お、襲われそうになったけれど、大丈夫でした。卑猥な言葉を言われて身の危険を感じて、翌日留守になったときに家を出たんです」

　朔也さんは私の話に憤った顔になり、そして重いため息をつく。ソファに腰を下ろし、シャンパンをあおるように飲んだ。

「よかった……美月、君が家を出たときの気持ちを考えると胸が痛む」

「でもそのおかげで家を出る決心がついたんです。それまではまだお墓に入っていない両親が気になって離れられなかったので」

　彼のシャンパングラスが空になったのを見て、私はアイスクーラーに入った瓶に手を伸ばす。同時に朔也さんの手も伸びて、私たちの手が触れ合った。

　私は戸惑ってしまい、咄嗟に瓶からパッと手を離した。

　気まずい空気が流れ、居たたまれなくなって私はすっくとソファから立ち上がる。

「は、話はまた……もう、寝ます」

「そうしよう。先にバスルームを使ってくれ」

　私は頭を下げて、ぎこちない動作でテレビの向こうのベッドルームへ歩を進めた。




　翌日は水曜日。

　私がいつものように七時に目を覚まし、着替えを済ませてリビングへ行くと、すでに起きていた朔也さんは大きな木製のデスクでノートパソコンを開いていた。

　そういえば彼は社長に就任したんだ、さぞ忙しいに違いない。それなのにここに滞在していて、仕事に支障は出ていないだろうかと気になった。そしてソファで眠らせてしまったことも。

　私に気づいた朔也さんは端整な顔に笑みを浮かべる。

「おはよう」

「おはようございます。お仕事を？」

「ああ。少しね」

　朔也さんはノートパソコンを静かに閉じる。

「社長に就任したんですね。お父さまはお元気なのですか？」

「元気だ。のんびりしたくなったらしい」

　それならよかった。私は安堵して微笑み返す。

「でも、いつまでもここにはいられないですよね？」

「問題ない。美月はまだ俺と結婚する気持ちになっていないだろう？」

　彼は私の気持ちが揺れていることに気づいている。

「今日はどこかへ出かけよう。行ったことのない観光地は？」

「市外はどこにも出かけていないです。律が楽しめるところ……あ、国立動物園なんかはどうでしょう？」

　朔也さんはスマホでその場所を検索する。

「なるほど、律の好きなワンワンがいるな」

　律の持っているぬいぐるみ、マレートラについて口にする朔也さんに私はふふっと笑う。

「ルームサービスを頼んである。朝食後、出かけよう。律はまだ眠っている？」

「もうそろそろ起きるかと。見てきますね」

　私は朔也さんから離れて、律の様子を見にいった。

　国立動物園へは十時過ぎに到着した。

　まだ早いと思っていたが、観光客や地元の人たちが多くいる。

　朔也さんは黒のポロシャツにベージュの薄手のスラックスをはいていて、カジュアルな格好でもカッコよく、胸がときめく。

　朔也さんは律を抱いてエントランス横にあるチケットセンターへ歩を進める。

　園内は広く、私たちはトラムというかわいい乗り物に乗った。大きな窓枠にはガラスがはめられておらず開放的で、座席に座った朔也さんに律はしっかり抱かれている。

　道中には湖や川があり鳥たちが放し飼いされていて、大自然の中にいるように感じられる。

　私たちを乗せたトラムはマレートラやオランウータン、象の横を通り過ぎていく。

　朔也さんの膝の上にいる律は、動物を見るたびに指を指して喜んでいる。

「柵が低いですね」

「ああ。日本の動物園と違って、近くで見られて楽しいな」

　朔也さんも楽しんでいるとわかり、安堵した私は破顔した。

　トラムを降りてからパンダ館へ向かう。マレーシアでもパンダは人気で、人がそこに集中しているようだ。

　のんびりしているパンダを見終えてその場所を離れ、朔也さんに抱かれた律を見ると眠っていた。

「寝ていたんですね。重くなったんじゃないですか？」

「律くらいなんでもないよ」

　肩かけの大きなバッグからミネラルウォーターのペットボトルを二本出して、そのうちの一本を開けて朔也さんに渡す。

　朔也さんはペットボトルを持っている手の甲で汗を拭ってから、ゴクゴク飲む。

　私はハンカチを出して、彼の汗を拭おうと手を伸ばす。それは無意識だった。

　拭いてから私はハッとなり、手を引っ込める。

「美月、ありがとう」

　戸惑う私とは反対に、朔也さんはうれしそうに笑顔でお礼を口にした。

　途中、目を覚ました律は歩きたがり、楽しそうにはしゃいでいた。




　ホテルへ戻り遅めのランチを取ってから、ショッピングモールへ出かけた。

　朔也さんが律の一歳の誕生日プレゼントを買いたいと言ったからだ。

　律に選ばせたおもちゃは、こぶし大のボールを転がして人形を倒すボーリング。人形は動物形でぬいぐるみが好きな律はひと目で気に入り、朔也さんはうれしそうに目尻を下げていた。

　そんなふたりを見ていると、ベンの言葉が思い出される。

『子どもの成長を見られないなんて、苦しいし、残念すぎる……』

　この一年、朔也さんは律を見られなかったし、律は父親の愛情を受けられなかった。

　そんなことを考えている私に、律が「まー」と呼ぶ声が聞こえる。

「律」

　ふたりが私へ顔を向けていた。

　律はおもちゃの箱を抱えながら「あーあー」と言っている。

「それが欲しいのね。朔也さん、いいでしょうか？」

「もちろんだ」

　律は満面の笑みに、私は複雑な思いに駆られていた。




　夕食前、律のお風呂を朔也さんが入れてくれることに。朔也さんが一緒に入りたいと言ったのだ。

　バスルームからふたりの楽しそうな声が聞こえてくる。

　律はすっかり朔也さんに慣れたよう。

　ベッドの上に律の服を用意し、動物園で疲れた足を軽く叩いていたところへチャイムが鳴った。

　ルームサービスで夕食を頼んでいたのでホテルスタッフだと思ったが、ドアスコープから覗いた向こう側に、スーツを着たアジア人の男性が立っていた。

「はい……？」

　ドアの向こうの人物が「浩介です」と名乗る。

　弟さんだ……。

「今開けます」

　ドアを開け、浩介さんが姿を見せた。彼は私を見てホッと安堵したように微笑む。

「よかった。ここにいるということは和解したんですね？」

「和解というか……」

「兄はあなたがいなくなってから、ずっと捜していました。少しでも情報が入ると時間の許す限り自分でも赴いて、そして人違いにショックを受ける。それの繰り返しでした」

　浩介さんの話は想像できて、朔也さんのうなだれた様子が思い浮かぶ。

「兄は？」

「あ、律とお風呂――」

　律の名前を出してハッとなる。浩介さんはどこまで知っているのだろうか。

　私の表情からなにかを感じ取ったのか、浩介さんは眉根を寄せた。

「律とお風呂？　律とは？」

「私の……息子です」

　次の瞬間、浩介さんはギョッと目を大きくさせた。

「それは、誰の？」

　父親が別の人だと思われないように、私は慌てて首を横に振る。

「朔也さんが父親です。中へどうぞ」

　彼はもっと説明が欲しいはず。でも浩介さんとは結納のとき一度顔を合わせただけであまり人となりを知らないのもあり、ここは朔也さんに任せたい。

「少しお待ちください」

　綿のスカートの裾を翻してバスルームへ向かおうとしたとき、白いバスローブ姿の朔也さんがふかふかの大判のタオルにくるまれた律を抱っこして姿を現した。

「浩介、来たのか」

　浩介さんは、兄よりも抱き上げられている律を食い入るように見つめている。そして笑みを浮かべた。

「大久保さんから様子を見てきてほしいと言われたんだよ。いつ帰国するのか知りたいらしい。っていうか、先に甥に挨拶させて」

　律は物怖じしない瞳で浩介さんを見つめている。

「君は律くんというんだね。はじめまして。叔父の浩介です」

　浩介さんは少し腰を落とし、朔也さんに抱っこされた律と目線を合わせて挨拶をした。

「驚いたな。兄貴は父親になっていたんだ。美月さん、大変だったね」

「浩介、かわいいだろう？」

　朔也さんが自慢している律が「まー」と私の方へ来たそうにする。体がタオルに巻かれているので、腕が自由に出せずに今にもぐずりそうだ。

「洋服を着せてきますね」

「ああ。そうして」

　朔也さんから律を受け取り、あやしながら奥へ歩を進めた。

　律をベッドに寝かせておむつをはかせようとすると、起き上がろうとして手を焼かせる。早く朔也さんのもとへ行きたいみたいだ。

「パパが好き？」

　私は愛息子の楽しそうな顔を、自分の気持ちと重ね合わせていた。

　律が気に入っている車柄のパジャマに着替えさせ、ボタンをはめているそばから彼はベッドから下ろしてと手を上げる。

「ボタンをちゃんとはめてからじゃないとダメよ」

　メッと顔をしかめてみせても、律はケタケタ笑う。

「もう……」

　パジャマのボタンをはめ終えて、足の裏を汚さないために靴下を履かせてからベッドから下ろす。次の瞬間、律はトコトコ私のもとを離れていく。

「律、待って」

　追いかけてリビングへ行くと、朔也さんはソファに座り缶ビールを飲みながらノートパソコンへ視線を向けていた。けれど、律が朔也さんの膝の辺りへ抱きつくとすぐに抱き上げる。

　そして朔也さんは私へ顔を向けた。

「浩介さんは？」

　いると思っていた彼の姿がなくて、どうしたのだろうと首をかしげる。

「帰ったよ。やっと会えたふたりの邪魔はしたくないと言って」

「邪魔なんかじゃ……お仕事の話は終わったのですか？」

「ああ。美月も夕食が来るまでまだ時間があるから飲む？　それともお風呂に？」

　朔也さんは律を抱いたまま腰を上げ、バーカウンターの冷蔵庫からホテルに頼んで入れておいてもらった赤ちゃん用の麦茶を取り出し戻ってくる。

「飲ませていいんだよな？」

「はい。喉が渇いているはずです。では、お風呂に入ってきます。動物園で汗だくになったから」

「律は見ているからゆっくり入ってきて」

　モーリス家にはメイドさんがいるしベンや早妃さんも子育てを手伝ってくれているけれど、彼らにも生活があるのだから申し訳なくて、できるだけ律の世話は自分でするようにしていた。

　だから今こんなふうに、朔也さんが面倒を見てくれていることが感慨深い。

　気兼ねなく律の世話を頼めるというところに、私は家族らしさを感じていた。

　広いバスタブに身を沈め、浩介さんの言葉を思い返す。

『兄はあなたがいなくなってから、ずっと捜していました。少しでも情報が入ると時間の許す限り自分でも赴いて、そして人違いにショックを受ける。それの繰り返しでした』

　朔也さんは私が日本を出た後も、あきらめずに捜してくれていた……。

　私は彼になにも言わず逃げてしまったのに。

　彼はどれほどの犠牲を強いられたのだろう。私がお母さまに言われたことを相談していれば、こんなに長い時間を無駄にする必要はなかったのに。

　いたずらに過ぎた時を考えると後悔にさいなまれ、涙がこぼれた。




　マレーシアの有名なろうけつ染めのバティック柄のサンドレスに着替え、ふたりのもとへ向かう。

　律は三人掛けのソファに座る朔也さんの隣で、大の字になって眠っていた。

「麦茶を飲んだら眠ってしまったんだ」

「ありがとうございます」

　突っ立っている私を朔也さんが仰ぎ見る。

「どうした？　目が赤い。シャンプーでも入った？」

　そう言われてみて、さっきまで泣いていたのを思い出した。

「そう……みたいです」

「大丈夫か？　目薬を頼もうか？」

　私はプルプル頭を左右に振る。優しい彼に、引っ込んだ涙がまた出てきそうだ。

　様子がおかしいと勘づいたのか、朔也さんは立ち上がり私の手を引いてソファに座らせて、彼も隣に腰を下ろした。

「どうしたんだ？」

　そのときにはもう私の涙腺は決壊してしまって、涙が頬を伝わっていく。

「美月？」

　私の肩に朔也さんの腕が回り胸に引き寄せられる。こんなに温かく抱きしめられたのは久しぶりで気持ちが落ち着く。と同時に、彼に愛されたい願望が押し寄せてくる。

「朔也さん、ごめんなさい。取り返しのつかない時間を……」

「美月が謝る必要なんてこれっぽっちもない。俺から離れた君の気持ちを考えると、胸が苦しくなる。あのときの『ありがとうございました』はまだ耳について離れない」

　朔也さんは嗚咽をこらえる私の背を優しくなでてくれる。

「俺の妻になってくれるよな？　うなずいてくれるまでずっと離さない。俺が美月を幸せにしたい。絶対に美月と律を守るよ」

　再度のプロポーズにもうためらいはなかった。

　私は涙にむせび、目を朔也さんに向ける。彼は親指の腹で涙を拭い、額に唇をあてる。

「……朔也さん、ずっと……ずっと、捜してくれてありがとう。私、もう迷いません。パパとしての一年を奪ってしまった償いをしながら、あなたを愛おしみ、いい妻になるように努力していきます」

　朔也さんのために姿を消したけれど、今は後悔している。すべてを話して、どうしたいのかを考えればよかったのだと。

「償いなんて必要ない。俺は君たちに会えてから、最高の気分が続いている。君たちがそばにいてくれたら、その気持ちはずっと消えない」

　朔也さんの優しい眼差しがすぐそばで寝ている律へ移り、私へと戻ってくる。

「美月、愛している」

　彼は愛の言葉を告げて、唇をそっと重ねる。触れるだけのキスは優しく私の唇を開かせ、舌をすべり込ませた。永遠に訪れないかと思っていた朔也さんのキスに酔いしれそうになったとき、チャイムの音が部屋に響き、その音に驚いた律が泣きだした。

「律、大丈夫よ」

　私が律を抱き上げると、朔也さんは律の頬をそっとなで、私の頭にポンポンと優しく触れる。

「ルームサービスだ。出てくる」

　彼は私たちから離れ、ドアの方へ歩を進めた。










七、愛を育む幸せな生活




「当機は約三十分後に、東京国際空港へ到着いたします」

　日本語のアナウンスの後に、英語で到着を知らせている。

　もうすぐ朔也さんに会える。

　私は座席から立ち上がり、前方に設置されているバシネットで眠る律を抱き上げた。

　日本へ向かう旅客機には朔也さんはいない。私と律だけ。

　金曜日の正午、クアラルンプール国際空港で早妃さんとベンに見送られてから、かれこれ八時間が経っていた。

　朔也さんがクアラルンプールを去った日から三週間が過ぎていた。結婚すると彼に伝えた翌日、日本へ帰国してもらったのだ。

　一緒に日本へ戻ることを熱望した朔也さんに、私はまだここでやり残した仕事があり、すぐには離れられないと話した。

　与えられた仕事をまっとうしたかった。日本語を教える生徒にできるだけ教えて、物件を探しにきた日本人に安心してもらえるようにしたかったのだ。

　中途半端で終わらせるのは嫌だという私の気持ちを朔也さんはわかってくれ、渋々単身戻った。

　早妃さんとベンは、朔也さんとの結婚を告げると最大に喜んでくれた。

　私たちが日本へ帰るのは寂しいが、三人の幸せを考えたらそうした方がいいと以前から思っていたそうだ。朔也さんが今回現れていなかったら、遅かれ早かれベンが彼に連絡をしていたと。

　早妃さんとベンには一生かけても返せないほどの恩がある。いつの日か、ふたりに報いることができるように感謝をして、クアラルンプールを後にした。

　八月の日本は二年ぶりになる。朔也さんとは毎日テレビ電話で話をしていたけど、これから家族三人で東京に住むと思うと緊張感に襲われた。

　それでも、もうすぐ朔也さんに会えると思うと心が弾む。この気持ちは間違いなく婚約していたときのドキドキやワクワク感、そして恋していた自分のものだ。

　律へ笑みを向けたところへキャビンアテンダントがやって来て、設置していたバシネットが片づけられる。

　目の前の真っ暗だったテレビ画面に、ぼんやりと点々とした明かりが見え始める。それから滑走路に無数に広がる誘導灯が、はっきりと飛行機の搭載カメラによって映し出された。

　朔也さんはクアラルンプールまで迎えにきてくれると言ったが、忙しい彼をわずらわせたくなくて羽田にしてもらった。

　向き合って抱っこしている律が私の髪をいじっている。

「律、早くパパに会いたいね」

　私がそう言うと、ニコニコ笑う愛息子だ。




　空港スタッフがキャリーケース二個をカートにのせて運んでくれる横で、私は律を乗せたベビーカーを押して到着出口へと進んでいた。

　扉が開いたゲートのところで、朔也さんが待っているのが真っ先に目に入った。

「朔也さん」

　近づく私たちのカートを朔也さんが空港スタッフから受け取る。

「美月。おかえり」

　微笑みを浮かべる朔也さんは両手を大きく差し出した。その腕の中へ飛び込む。

「ただいま。朔也さん」

　やっと日本に、そして彼のもとに戻ってこられた喜びで涙が出そうだ。

　一度ギュッと抱きしめた彼は、すぐにベビーカーに向かって腰を下ろす。

「律もおかえり。待っていたよ」

　朔也さんの目尻が下がる。本当に律がかわいいのだと表情からわかる。

　そのとき――。

「パーパ」

　律が朔也さんに向かって両腕を上げて呼び、彼の動きが一瞬止まる。

「今なんて言ったんだ？」

　私を仰ぎ見た彼は茫然とした顔だ。今日まで律に『パパ』と言うように教えたかいがあったと、私はにっこり笑う。

「律、もう一回言って」

「パーパ」

　私のリクエスト通りに律が朔也さんを呼んだ瞬間、彼はこの上なくうれしそうな顔になった。

「律は天才なんじゃないか」

「天才って、すごい親バカです」

　おかしくなってくすくす笑うと、彼も破顔してベビーカーの律の頭をなでて抱き上げた。

「さてと、行こう。疲れただろう」

　二十二時十五分到着のフライトだったが、入国審査や税関で時間を要し、二十三時になろうとしていた。

　朔也さんは律をベビーカーに戻し、キャリーケースのカートを手にする。私は律を乗せたベビーカーとともに彼の横へ並んで駐車場へ向かった。




　到着口からさほど離れていないパーキングに停めてあった車の前で朔也さんは立ち止まる。パールホワイトの大きな外国製のＳＵＶ車だ。

「以前の車もかっこよかったけど、こっちは大きくて荷物がたくさん入りそう」

「律がいるからね。昨日納車されたばかりだ」

　バックドアを開けた朔也さんはキャリーケースを入れる。

「律、車に乗ろう」

「ぶーぶー」

「そうだ。よくわかるな。ベビーカーは俺がやるから美月も律の隣に乗って」

　彼は律をベビーカーから出して抱っこすると、後部座席のチャイルドシートに座らせベルトを締める。

　ベビーカーを畳んでその場に置いてから、私は律の反対側の後部座席に乗り込んだ。

　乗り心地のよさそうな車やチャイルドシートまで、用意周到な朔也さんは以前と変わらない。

　彼はベビーカーをキャリーケースの横に置き、運転席に回ってきて座る。

「暑いだろう。すぐに涼しくなるから」

　私は首を横に振る。

「向こうとそんなに変わらないです」

　朔也さんは私に微笑みかけてからエンジンをかけ、空港パーキングを後にした。




　首都高を下り、車は見慣れた街を走っている。でも私が行くと思っていた朔也さんの六本木のタワーマンションの方面ではない。

　大学生だった私が毎日通った道だった。

　もう少しで大学の門がある。卒業できなかったことを思い出して甘酸っぱい気持ちになった。

「朔也さん、どうしてこの道を通るんですか？」

「一年ほど前に、少し行ったところの低層階マンションに引っ越している」

「引っ越しを……」

「結婚したら探す予定だっただろう？　美月に相談できなかったが、たまたま子育てにもいい環境だったな。手狭になったらもっと広い一軒家を買おう。着いたよ」

　車は地下駐車場のスロープを下りていくところで、マンションの外観を見られなかった。だけど、地下駐車場の壁には御影石が使われていて、お金のかけられたマンションだとわかる。




　マンションは七階建てで、朔也さんの家は最上階だった。世帯数は多くなさそうで、最上階は三戸だけだという。

　そのときふと、私が大学に通っていた頃、建設中だったマンションを思い出した。

『ここも候補に入れたいな。外観がヨーロッパの古い街並みにあるような石造りで素敵』

　朔也さんが迎えにきた際、建築中のマンションの前を通り、そう私が口にしたのだ。

「ここはもしかして……」

　玄関を入り、眠っている律を抱いた朔也さんへ振り返る。

「覚えていたか」

「はい、思った通りの素敵なマンションですね」

　廊下を進んだ先に四十畳はありそうなリビングがあった。足を踏み入れた瞬間に大きな水槽が目に入り、駆け寄る。

　水族館にあるような大きな水槽の中で、サンゴに群がる色鮮やかな熱帯魚が悠々と泳いでいた。

　私は水族館でのデートを思い出す。

『朔也さん、見てっ！　すごく綺麗』

　私は彼の腕を引っ張って、かわいらしい熱帯魚を見て興奮していた。

『カラフルだな。これだけいると楽しい。新居でも大きな水槽で熱帯魚を飼おうか？』

『本当に？　いいの？』

『もちろん。リビングに置けばいつでも目を楽しませてくれる』

　あのときの会話を実行してくれていたことに感動して、目頭が熱くなった。

「朔也さん」

　振り返った私は、律を抱いている朔也さんに抱きついた。

「いつか美月が戻ってきたときのために……こうして喜んでもらえる姿を想像しながら毎晩熱帯魚を眺めていたよ」

　私が去った後の朔也さんの気持ちを想像して、涙が次から次へと頬を濡らしていく。

「ごめんなさい、私が」

「美月、俺のために泣かないで。俺がいけなかったんだ」

「違――」

　朔也さんは私を黙らせるかのようにキスをした。律が私たちの間で居心地が悪そうに動くので、体を離す。

「俺たちは回り道をしただけだ。これからはずっと一緒にいる」

　もう一度朔也さんは軽くキスを落としてくれた。

　その後、眠る律を大事に抱きかかえながら部屋を回って案内して、主寝室の隣にある六畳半くらいの部屋のベビーベッドに愛息子を寝かせた。

「キッチンと寝室にベビーモニターがあるから安心できるはずだ」

「なにからなにまで用意ができていてビックリです。それに素敵な部屋で、居心地がいいです」

「美月、こっちへ来て」

　朔也さんは私の手を取りリビングへ戻る。その足は窓の方へ進む。

　リビングの全面が窓になっていて、今はクリーム色のカーテンが引かれている。

　近づくとカーテンが自動で開いた。

「広いベランダ！」

　引き戸の窓ガラスから出てみると、隅の方に木製でダークブラウンのパーテーションに囲まれたジャグジーがある。そして子どもが遊ぶには大きすぎるほどのビニールプールも用意されていた。

　パーテーションと同じ色のソファセットもあって、まるでラグジュアリーなホテルのような仕様だ。

　朔也さんから離れた私は、ジャグジーに近づいたり水が入ったプールを見にいったりと忙しい。

「朔也さん、もう最高です」

　ベランダからは緑が見える。あれは大学のキャンパスの樹木かもしれない。

　朔也さんがゆったりとした足取りで私の前へ来る。

「モーリス家のプールとまではいかないが、律を遊ばせるのにはいいだろう？」

「はい！　早く遊ばせたいです」

「週末はゆっくり過ごそう」

　高身長の朔也さんへ顔を上げてこの喜びを伝えようと微笑んだ。




　私は抱き上げられて運ばれ、ホテルのようなラグジュアリーなベッドの中央へ静かに下ろされた。ここが私たちの寝室だ。

「このときをどんなに待ち焦がれていたか……」

　朔也さんの長い指が顎にかかり、そっと上を向かされ唇が重ねられる。

「俺の美月。ようやく君を感じられる」

　組み敷かれた私の額から頬、そして鎖骨へと唇がすべり、朔也さんのまだ湿った髪の毛が肌をくすぐる。

　情熱的な彼の唇が全身を愛撫していき、触れられた肌が熱を帯びてくる。体がとろけそうで、早くも私の心臓は不規則に打ち始める。

　敏感に尖とがりを見せ始めた胸の先端部は、彼の舌にからめとられ、その甘い感覚に私の体がビクッと反る。

「ん……っ、ああぁ……」

「君がどれほどかわいかったか忘れていた」

　しだいに余裕がなくなってきたのか苦しげな表情の朔也さんは、ベッドのスプリングをギシリと軋ませて、両腕で自分の体を支え私を見つめる。

「毎日君を思い出していた。美月は？　俺を忘れようと必死だった？」

「……必死に、忘れようとしてた。必死に新しい自分になりたかったの。けど、いつも朔也さんがっ、そばにいたら、いいのにって……」

　つらかった日々を思い出して、涙を滲ませる私は強く抱きしめられた。

「過去を悔やむのはここで終わりだ。もう二度と離れない。愛している」

　彼の唇で塞がれ、舌が絡められ吸われる。愛撫の手はやまず、朔也さんは私を快楽の世界へ連れていった。




　幸せな気持ちに包まれて目覚めた朝、私は左手に違和感を覚えて顔の前にかざしてみる。

　あっ……。

　薬指に、オーバルラウンドに美しくカットされたダイヤモンドとリング部分も同じ石で埋め尽くされた指輪がはめられていた。

　エンゲージリング……？

　それは以前、聖家のテーブルに置いてきた指輪ではなかった。

　朔也さん……。

　すぐに起こして『ありがとう』を伝えたい気持ちに襲われる。しかし、起こすのはためらわれた。

　朔也さんがクアラルンプールを去った後、浩介さんがモーリス家に現れた。彼から聞いたところによると、朔也さんは不眠症に近い状態だったらしい。

　箍たががはずれたように何度も私を抱き、眠ったのは空が白み始めてから。疲れ果てて泥のように眠っている朔也さんにホッと安堵する。

　目が覚めたらエンゲージリングのお礼を言おう。

　朔也さんを起こさないようにそっとベッドから抜け出した。

　フットベンチに無造作に放られたナイトウエアを頭から被り、隣のベビールームへ歩を進める。

　朔也さんに愛された体はまだ痺れるような感覚をもたらしている。

　音を立てないようにベビールームのドアを開ける。律はまだぐっすり眠っていた。

　ベビールームの隣のドレッシングルームで涼しげなブルーのワンピースに着替え、部屋を出る。

　ドレッシングルームはまるでショップの店内のように、朔也さんのスーツをはじめ衣服が整理されている。私のキャリーケースの中身は後で片づけようと、必要な物しかまだ出していない。

　さてと、七時だから、朝食の用意をしよう。食材はあるかしら……。

　昨晩、キッチンにもベビーモニターが設置してあると言っていたから、安心して残していける。

　キッチンはアイランド式で、古い日本家屋で育った私が憧れていたものだった。

　私が語った夢をすべて朔也さんは叶えてくれていたのだ。瞳にうるっと涙を滲ませてしまい、しばたたきながらビルトインの大きな外国製の冷蔵庫を開ける。

　一週間は困らなそうなほどの食材がパンパンに詰められていた。

　モーリス家にはメイドさんがいたため料理の腕前があまり上達したとはいえないが、スクランブルエッグとベーコン、サラダくらいはちゃんと作れる。

　律の離乳食用に、ブロッコリーなどの野菜を茹で始める。

　だいたいできたところで、主寝室を覗きにいく。

　朔也さんはまだ眠っており、ベッドへ近づいて顔を覗き込む。

　本当に綺麗な寝顔……。鼻筋は高くて、長いまつ毛……律は本当に彼に似ている。

　まじまじと見つめていると私の体に朔也さんの腕が回り、持ち上げられた。

「きゃっ！」

　私を体の上にのせて、朔也さんは笑っている。

「起きていたんですね」

「目を覚まして隣に君がいなくて、夢を見ていたのかと思ったよ。そうしたら入ってきて安堵したんだ」

「夢じゃないですよ」

　朔也さんの体に寝そべったまま、彼の形のいい鼻をちょんとつまんで離す。

「リング、びっくりしました。ありがとうございます」

　以前の指輪がふと気になった。

「美月は俺のものだと示したかったんだ」

「朔也さん……リングがなくても私はあなたのものです」

　彼は私の左手を見えるように持ち上げて、満足そうに笑みを浮かべる。

「朝食を作りました。起きてください。律も起こさないと」

　彼の上から離れようとすると、しっかりホールドされて身動きができない。

「朔也さん？」

「おはようのキスがまだじゃないか？」

　私は顔を緩ませ、朔也さんの唇にちゅっとキスをした。

「いい気分だ。これから毎朝しよう」

　朔也さんは満足気に言って、私の方へ顔を近づけてもう一度唇を重ねた。




　朝食を食べ終え、日差しがさんさんと降り注ぐ中、朔也さんはプールに水を入れている。

　律はリビングの水槽にいる綺麗な魚が気になるみたいで、少し離れたところから凝視しては魚が動く方へと体を動かし、興奮したようになにかを言っている。

　水槽は床から一メートルほどのところにあるから、律が駆け寄っていって下の棚を叩いても魚が驚くことはなさそうだ。

　私はソファに座り律を見守りながら、早妃さんへ無事に着いた旨のメッセージを送った。続けて、水槽を見ている律の写真とプールのそばに立っている朔也さんを撮って二枚送る。すると早妃さんからすぐに返信が来た。

【すごい！　部屋に大きな水槽があるなんて。りっくんは楽しそうね。美月も幸せそうでうれしいわ】

【とても幸せです】と返事を打ったところで朔也さんが振り返る。思わず手を振り、もうひと言付け加える。

【こんな日が来るとは思ってもみませんでした。早妃さん、ベン、ありがとうございました】

　送信をタップしたとき、バルコニーから朔也さんが戻ってきた。

「律は水槽に釘づけだな。来週は水族館に行こうか」

「はい」

　私はにっこり笑みを漏らしうなずく。

「一時間くらいでプールの水が温まるはずだ。三人で入ろう。その間にお墓参りへ行こう」

　私が日本へ戻って一番したかったことだ。朔也さんの気持ちに感謝し、満面の笑みになる。

「はい！」

「出かける用意をして」

　私にそう告げ、朔也さんは水槽の前にいる律へ近づき抱き上げる。

「綺麗だろう。律、お出かけしよう」

「あーあー」

　黄色い熱帯魚を指さす愛息子のために、朔也さんはその魚をよく見られるように移動する遊びをしてくれ、その間に私は急いで律のお出かけセットが入っている大きなバッグを取りにいった。




　お墓掃除をしようとやる気満々でいた私は、ピカピカに磨かれた墓石の前で呆気に取られた。

　冬には生え放題だった雑草は少しもない。ベビーカーに乗っている律は、初めての場所にキョロキョロしている。

「朔也さん、お掃除をしようと思っていたのに……」

「月命日には必ず掃除をしてもらうよう人を雇っているから綺麗だな」

　一対の大きな花束を持っているにもかかわらず、私は朔也さんに抱きつく。

「雇っている人は優秀ですね。ありがとうございます。お父さんもお母さんも感謝していると思います」

「俺にとっても義理の両親だからね。これからも大切に守っていこう」

　朔也さんはベビーカーの律を抱き上げる。

「律、おじいちゃんとおばあちゃんがここにいるんだ。線香をあげて手を合わせような」

　彼はまだ理解できない律に教えてから、もう一度ベビーカーに座らせて、供養花をあげるのを手伝ってくれる。

　花を供え、線香をたく。

　私は墓石の前で両手を合わせて目を閉じた。

『お父さん、お母さん、長い間来られなくてごめんなさい。また愛する朔也さんといられることになりました。心配だったよね。もう大丈夫。これから幸せになります』

　両親へ心の中で言葉をかけ終わり振り返ると、律を抱いた朔也さんが見守ってくれていた。

「行こうか」

「はい。両親は安心してくれたと思います。朔也さん、ありがとうございました」

「浩介がクアラルンプールに転勤になったのも、美月を見かけたのも、きっとご両親のおかげだと思う」

「そうですね。見守ってくれていたのだと思います」

　律を抱く朔也さんの横に並んだ私は、今までの重苦しかった気持ちがスーッと軽くなったのを感じた。

　帰宅して途中で買ってきたいなり寿司を食べて、一時間ほどゆっくりしてからプールで律を遊ばせる。

　赤ちゃん用の浮き輪も用意してくれていて、水が大好きな律は手をバシャバシャさせながらケタケタ笑っている。

　私も朔也さんも水着で一緒に入り、律のはしゃぐ姿を見守る。

　真夏の太陽はギラギラと私たちを照らして、プールの水はぬるくなっていて気持ちがいい。

「大人は泳げないけど、涼むにはちょうどいいプールですね」

　大人は座って胸の辺りまでの水量だ。

「何年ももたなそうなビニール製のプールだが、楽しそうな律に、いい買い物だったと思うよ」

　朔也さんは律の浮き輪を進ませたり戻したりと動かしながらあやしている。

「そうだ。美月」

「はい？」

　思い出したような顔つきになった朔也さんへ首をかしげて見つめる。

「大学だが、復学できるように手続きは済んでいる」

「えっ……？」

「事情を話して退学届を撤回してもらい、休学扱いになっている。だから美月が行きたいと思うのならそうしてほしい」

「私……」

　卒業はしたいけど律がいる。今の私にとっては子育てが第一。そんな私の気持ちを悟ったかのような朔也さんは口を開く。

「ハウスキーパーを週三日頼んでいるし、ベビーシッターも手配できる。子育ては大事だが、美月には好きなことをしてもらいたい」

「好きな……？」

「例えば仕事かな。モーリス・コーポレーションで日本語の先生をしていたとベンから聞いたよ」

「早妃さんが提案してくれた仕事です。教えるのはとても楽しかったです」

　あのとき、ちゃんと資格を取りたいと思っていた。

「いろんな可能性があるんだから、とりあえず大学に戻って考えるといいよ」

「ありがとうございます。大学をどうするか、考えます」

　そのとき律が喜びの声をあげ、プールの水を両手でバシャンと叩き、その水が私の顔にかかった。頭からびしょ濡れになった私を朔也さんが笑う。

「もー律ったら。パパにもパシャパシャして」

　律に言うと彼は大きく手を跳ねさせ、朔也さんどころか私にも自分の顔にも水をかけた。




　翌日、午前中は昨日と同じようにプールで遊び、先に昼食を食べさせた律はお昼寝をしている。

　私たちは近くの店からハンバーガーのセットを頼み、リビングのソファで並んで食べている。

　ポテトをつまんで、ハンバーガーを咀嚼している朔也さんの口もとへ持っていくと、パクッとそれが彼の口に入る。

　香ばしさのあるバンズに、牛肉たっぷりのパテ、フレッシュなトマトやレタスのハンバーガーはとてもおいしい。

　そこへテーブルの上に置いていたスマホがメッセージを着信した。ポテトの油がついた手をナプキンで拭いてスマホを手にする。浩介さんからのメールだ。

【二時に着く。よろしく】とあった。

「早妃さんから？」

　朔也さんはハンバーガーを食べる手を止めている。

「はい。律がいなくて寂しいみたいで」

　今浩介さんのメールを見せるわけにはいかなくて、苦肉の策で嘘をつく。

「あのふたりはまだ？」

「早妃さん、去年あと一年はみっちり働きたいと言っていました。でも、あのふたりに赤ちゃんができるのも近いんじゃないかと思います」

「俺もそう思うよ。ふたりとも子煩悩で、律をかわいがってくれていた」

　私はコクッとうなずきながら、にわかに緊張感が増してくる。それは浩介さんのメールに関することだった。

　食事が済んだ朔也さんは少し仕事をすると言って書斎へ行った。

　ローテーブルの上を片づけた後、お客さまに備えて冷やしておけるように緑茶を淹れる。

　あと一時間で大事なふたりが来る。




　十四時になる五分前、ロビーのインターホンが鳴った。その音に反応して朔也さんが書斎から現れる。

「来客は予定にないはずだが」

「私が出ます」

　朔也さんにモニター画面を見られないようにキッチンに近い壁に歩を進める。しかし彼は私のうしろに回り込む。

「どうぞ。お上がりください」

　インターホンを押してそう告げ、ロックを解除した私は勢いよく振り向かされる。

「なぜふたりが？」

　モニター画面に映った人物を朔也さんは一瞬でわかったみたいで、怒りを秘めたような声音でそう言って私を注視する。

　美麗な顔が険しくなって、かなり迫力がある。こんな顔を見るのは初めてだけど怖くはない。彼がこんな顔をするのは私を思ってだから。

「私は幸せです。でも朔也さんがお義母さまと疎遠では、これからどうしていいのか」

「そんなことを気にする必要はない」

　冷たく言いきる朔也さんに、私は真剣な表情で見つめる。

「気になります。律にもなんの隔たりもなくおじいちゃん、おばあちゃんに接してほしいです。もう私の両親はいませんから、律にとって唯一の大事な祖父母になるんです」

「美月……」

「お願い。もっと私を幸せにしてください」

　もうすぐご両親が来てしまう。朔也さんに有無を言わせないためにギリギリまで知らせなかったけれど、浩介さんの言っていた通りかたくなな態度は変えられないの？

　朔也さんは私がいなくなってから、お義父さまや浩介さん、紗友里さんが仲介しても、お義母さまとは会わないの一点張りだったという。

　そこで玄関のインターホンが鳴った。

　なにも言ってくれない朔也さんをその場に残し玄関に向かおうとして、腕をグイッとうしろへ引き寄せられた。

「美月、俺が出る」

「それはどういう……」

　追い返されそうでうなずけない。

「大丈夫だ。中へ入ってもらう」

　その言葉にホッと安堵した。さすがに嘘はつかないはず。

「ここで待っていて」

　朔也さんは私の髪に指をすべらせ、玄関へ颯爽とした足取りで向かった。

　ご両親を連れてきてくれる。そう思ってもやはり心配だし、お義母さまと会うのはひどい言葉を投げかけられて以来だから、足がすくみそうなほど怖い。

　でも、しっかりしなきゃ。もうあの頃の私じゃないのだから。

　自分を叱咤して、朔也さんとご両親が現れるのを待った。

　深呼吸をしてほんの少し玄関の方へ歩を進めたとき、朔也さんの後からご両親が姿を現した。

　お義母さまは私と目と目が合った瞬間――。

「美月さんっ！」

　泣きながら駆け寄ってきた。そして目の前でドサッと床に両膝をつき、頭を下げたのだ。

　お辞儀をしようとした私はタイミングを失い、お義母さまの行動に言葉を失う。

「……お義母さま、お顔を上げてください」

　私はしゃがみ込んで、震える肩に手を添えて起こそうとするが、お義母さまは顔を下げたまま動こうとしない。

「美月さん、本当に申し訳ないこと……。ごめんなさい。謝っても許してもらえるとは思ってはいないの。それほどひどいことをしてしまったのだから」

「お義母さま、どうかお顔を上げてください」

　それでも顔を上げようとしないお義母さまに当惑し、朔也さんを仰ぎ見る。

　うしろにいるお義父さまも困った表情だ。

「母さん、美月が困っている。立ってくれ」

　朔也さんはお義母さまの腕に手をかけて起こそうとする。するとお義母さまはゆっくり動きだし、私は愁眉を開いた。

「朔也、あなたにも申し訳なくて……。取り返しのつかない歳月を送らせて……謝るしかできずに本当にごめんなさい」

「インターホンが鳴るまで、俺はふたりが来るのを知らなかった。ひどいことをされた美月が、まさか和解を願っているとは夢にも思っていなかった。だが、俺たちはもう過去は悔やまないと決めたから、母さんを許すよ」

「お義母さま、私はもうあのときのことは忘れたいんです。朔也さんにも言いましたが、私に両親はいません。おふたりになってほしいんです。そして息子の律にも祖父母を」

「え……？　今なんて……」

　孫の存在を知らされて、お義母さまは目を大きく見開いて驚いている。今まで私たちを見守っていたお義父さまが一歩近づき、興奮したように口を開く。

「美月さん！　私たちに孫がいるのかね!?」

「はい。朔也さんの子です」

　ふたりは信じられないというように顔を見合わせて、喜んでくれている。

　浩介さんに、律の存在は話さないでほしいとお願いしていた。ちゃんと約束は守ってくれていたようだ。律のことは自分の口から言いたかったから。

「ますます私は美月さんにひどい扱いをしたのね……妊娠中や出産、育児は大変だったでしょう」

　自分を責めるお義母さまの手を取って両手で握る。

「いいえ。幸運なことに友人に恵まれていました。朔也さん、律を連れてきてくれますか？　お義父さま、お義母さま、おかけになってください。ただいま飲み物を用意してきます」

　朔也さんは奥のベビールームへ消えていき、私はキッチンに入った。ご両親は私に言われた通りソファに座ってくれた。

　冷たい緑茶が入ったピッチャーと、それぞれのグラスに氷をたっぷり入れ、昨日買っておいた水ようかんを用意してリビングへ戻る。

　店頭で水ようかんを五個買ったので、朔也さんはあのとき『そんなに好きならもっと買えばいい』と言ったのを思い出してふっと笑みを浮かべる。

　和解の一歩を進められ、気持ちが楽になって笑える余裕が生まれた。

「冷たいものをどうぞ」

　ソファに並んで座る義両親に冷茶と水ようかんを出して、すっくと立ち上がる。

「まーまー」

　朔也さんに抱きかかえられた眠そうな律の声がして、お義父さまとお義母さまがはっと顔を上げた。強張っていた表情が、律を見た一瞬でやわらかくなる。

「美月、まだ眠そうだ」

　律は朔也さんの肩のところにペタッと顔をつけている。義両親は立ち上がって朔也さんに近づく。その足取りは、律を驚かせてしまわないか心配するようにおそるおそるだ。

「お義父さま、お義母さま、七月十二日に一歳になった律です」

「律くんというのだな。いい名前だ」

「なんてかわいいのかしら。朔也の小さい頃に似ているわ」

　ふたりは孫に破顔する。

　よかった……。これでまたひとつ幸せが増えた。

　私は律に挨拶する義両親を穏やかな気持ちで見ていたが、ふと視線を感じて目線を上げる。

　まだわだかまりがあるような顔の朔也さんが、私を捉えて小さく笑みを浮かべた。

「座って。律を下ろすから」

　彼は両親にそう言って律を座らせずにふたりに近い床に下ろすと、自分は斜め前のひとり掛けのソファへ腰を下ろした。

　朔也さんは律がケガをしないようにと考えて買い替えたのか、テーブルは楕円形の角のないものだ。

　物おじせずに「あーあー」と口にする律をふたりは最初は見ているだけだったが、すぐに手に触れ、膝の上に座らせた。

　その光景にじんわりと込み上げるものがあって、「律の麦茶を持ってきます」と言ってその場を離れた。

　かわいがってくれる義両親を自分の両親に重ねてしまい、胸がギュッと締めつけられる。

「美月」

　胸を押さえて泣かないようにしていたら、背後から朔也さんの声がした。次の瞬間、ふんわり抱きしめられた。

「美月、ありがとう。君の気持ちは痛いほどわかる。亡くなったご両親のぶんまで律をかわいがってもらおうな」

「も、もう、そんなことを言ったら涙が止まらなくなるじゃないですか」

　涙を手の甲で拭いてから、笑顔を作ってくるりと彼の方へ振り返る。

「両親がここにいないのは寂しいけれど、私は今、本当に幸せなんです」

「俺も幸せだよ」

　朔也さんの唇が私のおでこに触れる。

「ところで、いつ両親に連絡を？」

「私じゃなくて浩介さんです」

「浩介が？」

　朔也さんは思いがけない名前に目を見張る。

「あれから浩介さんはベンと気が合って、仕事が終わるとモーリス家に来ていたんです。朔也さんとご両親がどうにかならないものかと考えあぐねていて」

「あいつ……美月と律との時間を楽しんでいたのか」

「私じゃなくて、ベンと律です。とてもかわいがってくれました」

　嫉妬がうれしくて、ふふっと笑みを漏らす。

「今回はあいつと美月にやられたな。行こうか。両親が待っている」

「はい！」

　リビングではお義父さまの膝の上にのった律が水槽を指さしてなにかを言っていた。

「律くんは魚が好きなのか。よし、今度魚のおもちゃを買ってあげよう。美月さん、この子に会わせてくれてありがとう」

「美月さん、これを」

　対面に座った私に、お義母さまが長方形の大きな白い箱をふたつ差し出す。

「これは……」

　白い箱の隅には、金色の文字でかつて私がオーダーしていたドレスショップのロゴが入っていた。遠目だったので、手もとに差し出されるまでわからなかった。

「もしかしてドレスが……？」

「ええ。そうなの。キャンセルをし忘れていたの。そうしたら、美月さんにも朔也にも連絡がつかないからとうちに送られてきて。捨てるにも捨てられず保管して」

　私はお義母さまの話を聞きながら箱に手をかけた。

　箱を開いて薄紙をめくると、折りたたまれたウエディングドレスのまぶしいほどの純白が目に飛び込んできた。

「あのウエディングドレスが……」

　またもあの頃の思い出がよみがえり、瞳が潤んでくる。

「本当にひどいことをしてごめんなさい。謝って済む問題ではないけれど、これから美月さんのサポートをできたらと思っているの」

　今のお義母さまはあのときのお義母さまではない。息子に疎遠にされ、十分に猛省したのだろう。

　美しいウエディングドレスの生地へ手を伸ばす。

「美月さん、朔也、どうかね。結婚式を挙げないか？」

「え……？」

　私はウエディングドレスからお義父さまへ顔を上げた。

「俺もそれは考えていたよ」

「朔也さん……」

「涼しくなったら、美月の挙げたい場所で結婚式をしよう。呼びたい人だけを呼んで」

　お義母さまも朔也さんに賛同する。

「律もお披露目できるしな」

「律くん、素敵なお洋服着ましょうね。ばあばが揃そろえますからね」

　お義母さまは麦茶を飲む律に笑顔を向ける。

「ありがとうございます。入籍だけでいいと思っていましたが、このウエディングドレスを着たいです。あ、きつくなっていないといいのですが」

「まったく問題ないと思う。さっそく式場を探そう」

「お義父さま、お義母さま、ありがとうございます」

　一度あきらめた結婚式を、今度は三人でできる。今までの緊張感から解き放たれ、満面の笑みを浮かべる。

　そこへ律が私のところへやって来て、おやつをねだる。麦茶と一緒に持ってきていたやわらかいベビーせんべいを手に持たせ、隣に座らせた。大好きなおやつとあって律はすぐに口に入れる。

「朔也、籍は入れたのか？」

「いえ、明日に予定しています」

「そうか。実はここへ来る前に荘田夫妻の墓に挨拶へ行ってきたんだよ」

　お義父さまに続けてお義母さまが口を開く。

「もしかして、昨日行ったのかしら？　綺麗なお花があったわ」

「はい。昨日。お参りに行ってくださりありがとうございました。両親も喜んでいると思います」

「ずっと行きたい気持ちがあったけれど、浩介から連絡をもらって美月さんが許してくれると聞いたものの、顔向けできずにいたの。でも今日は美月さんと朔也に会う前に絶対に行かなくてはという思いに駆られて」

　お義母さまの言葉に、私はお義父さまや朔也さんへ目を向けてコクッとうなずく。

　これでスッキリと晴れ晴れした気持ちで、私は朔也さんの妻になれる。




　その夜、律を寝かしつけてリビングへ戻ると、朔也さんは水槽を前にソファに座り、琥珀色の液体が入ったグラスを傾けていた。

　ローテーブルの上にはお義母さまが置いていった以前のエンゲージリングが置いてあり、ダイヤモンドが輝いていた。

　近づく私に「こっちにおいで」と手招きする。

「おつかれ」

　グラスをローテーブルに置いた朔也さんは、私を向き合う形で膝の上にのせる。

「エンゲージリングがふたつになっちゃいましたね」

　懐かしいエンゲージリングを朔也さんは手にして、私の右手の薬指にはめる。

「いくつあってもいいだろう。美月、君は本当に優しい人だな。両親のあんなにうれしそうな顔は初めて見たよ」

　やんわりと笑いながらこぼされる言葉に、首を横に振る。

「優しくなんかないわ。お義母さまは朔也さんのためを思ってだったの。母親になって理解できたから」

「もしかして君も律に同じことがあったら、そうする気か？」

「どうすると思いますか？」

　私はからかうように笑みを深めて顔を接近させる。朔也さんの美麗な顔に胸がトクトク暴れだす。

「いや、美月はしない」

　両手で私の頬を囲むように触れた朔也さんは唇を重ねた。

「明日から仕事か……行きたくないな。この週末は充実していた。もっと君と律のそばにいたい」

「私たちはずっといます。安心してください。それに稼いでもらわないと熱帯魚を売るしかなくなっちゃいます」

　朔也さんはおかしそうに「クッ」と喉の奥で笑う。

「熱帯魚は売れないと思うよ。大事なふたりのためと思えばガンガン働ける」

　もう一度キスをした後、彼は私を持ったまま立ち上がった。

「あっ、落ちちゃう」

「大丈夫。俺の首に腕をかけて」

　言われた通りにして、今度は私からちゅっと軽くキスをする。物足りないような顔になる朔也さんは、私の鎖骨に顔をうずめる。

「エロい格好だと思わないか？　今すぐ美月が欲しくなった」

「お、重いから早く寝室へ連れていってください」

　胸が張りつめて、気づけば「私も朔也さんが欲しい」と言っていた。

「了解。今夜も寝かさないからな」

「明日のお仕事に影響が――」

「問題ない」

　しれっと口にした朔也さんは鎖骨の辺りを吸い上げる。体の中を電流が走ったかのような感覚に襲われ、私の口から甘い吐息が漏れた。




　翌日、朔也さんの仕事帰りに待ち合わせをし、区役所の時間外窓口へ赴いた。

　今日から朔也さんの妻になる。律も聖家の一員に。

　そう思うと心臓がドクドクと暴れて、緊張感に包まれる。

　前もって婚姻届にはサインをしていたからよかった。この場でサインをしていたら、手が震えてミミズが這ったような字になったはず。

「美月。この日が永遠に来ないかと思っていた」

「私も……。朔也さん、よろしくお願いします」

　緊張しきりで挨拶をする私に、朔也さんは区役所を出てすぐの歩道で恥ずかしげもなくおでこにキスをする。私はドクンと心臓を跳ねらせるも、どうにか平静を装う。周りに人がいなかったのが幸いだった。

　朔也さんは不敵な笑みを浮かべてから、私が抱っこしている律のおでこにもちゅっと唇をあてた。










八、永遠の独占契約




　入籍を済ませた翌日、朔也さんは夜の会食予定が入っており、帰国を知らせていたあやが遊びにきてくれることになっていた。

　彼女は大学を卒業後、父親が経営する大手化粧品会社で働いている。彼女の近況は、日本に帰国が決まった時点で連絡をして知ったのだけど。

　夕方、プール遊びで疲れた律がリビングでお昼寝をしている隙に、キッチンに立つ。

　マレーシアやインドネシアなどの料理でもてなそうと準備した。ここは他国籍の外国人が多く住む街で、高級スーパーで必要とする香辛料などはすべて揃えられた。

　茹でた野菜のサラダは、ピーナッツバターと豆板醬、酢、マヨネーズなどを合わせたドレッシングで少しピリ辛。その味が大好きで、妊娠中はよくメイドさんに作ってもらっていた。

　律がいて手間があまりかけられないので、マレーシア風のカレーを先に煮込み、ココナッツライスを炊いた。

　チキンサテーをオーブンに並べ、デザートの揚げバナナは熱々で食べてほしいから食べ終わる頃に作ることにして、準備だけしておく。

「これでよし」

　キッチンを出ようとしたとき、インターホンが鳴った。モニター画面に映るのはメイクをばっちり決めたあやだ。

「あや！　どうぞ！」

　ロビーのロックを解除して、玄関へスキップしそうな勢いで親友を迎えにいく。

　玄関を開けて廊下で待っていると、エレベーターホールからあやがこちらへ向かってくる。

「美月ぃー」

　綺麗めのワンピースを着たあやが私の姿に駆け寄ってきて、ドンと強く抱きつく。

「あや、会いたかったよ」

　ギュッとハグをされ、涙腺が決壊しそうで瞳を潤ませる。

「私も。もう本当に、元気だった？　向こうで元気に暮らせていたの？　まさか赤ちゃんを産んでいるだなんて、びっくりしたわよ」

「うん。早妃さんとベンがいてくれて苦労はしなかったよ。あや、中へ入って」

「大学から近いマンションだわね。建設中、完成図を見て素敵だねって言ってたっけ」

「すごい。あや、覚えてたんだ」

　会話は止まらず、あやをリビングへ案内しながらあの頃を懐かしむ。

　一歩リビングへ入室した彼女は、真っ先にラグの上で眠っている律のもとへ行く。

「うわー、かわいすぎる！」

　あやは律のところでペタンと座って、しげしげと見つめる。もちろん眠っている律に気遣い、声は落としている。私もあやの隣に腰を下ろす。

「あのときにはもう美月のおなかの中にいたんだね。そう思うと感慨深いわ」

〝あのとき〟とは、日本を出国する前日の成田のホテルでのこと。

「うん。ずっと連絡しなくてごめんね」

「ううん。いいの。いつかはこうして連絡をくれると思ってたから。だから、今日は美月に会えて心からうれしいわ。聖さんと復縁できて本当によかった。おめでとう。ずっと捜してくれていたなんて女冥利に尽きるね」

「あや、待っていてくれてありがとう。うん。門に朔也さんの姿が見えたとき、幻かと思ったの。名前を呼ばれても信じられなかった」

　涙を手で拭きながらあやの体に腕を回した。

「本当によかった！　あ、そうだ。美月を捜して聖さんから電話があったよ。もちろん、お通夜のときが最後だったって言ったけど」

「朔也さん、あやを突き止めていたんだ……」

「私の言葉を信じていたみたいだけど。それより、ねえ美月。この部屋、すごすぎ！　あんな大きな水槽があるなんて」

　あやはすっくと立ち上がり水槽の方へ歩を進める。

「水族館にいるみたい。わっ、クマノミかわいい！　掃除とか大変じゃない？」

「わからないの。業者に頼んでいるって」

　私は小さく微笑み、肩をすくめる。

「このマンションといい、美月がなに不自由なく新婚生活を過ごせるなんて……夢のようよ」

　そう言っているそばからあやの視線が今度はベランダに向けられた。リビングの明かりもあるけど、ベランダにもガーデンライトを設置してあってよく見える。

「ベランダに出ていい？」

「うん。あ！　オーブンスタートさせてくるから先に出ていて。サンダルがあるから」

　あやをベランダに促し、私はキッチンへ赴き、チキンサテーの入ったオーブンのスイッチを押した。

　トレイに冷蔵庫から出したサラダやお手製のドレッシングなど、必要なものをのせて運びテーブルに置くと、まだベランダにいるあやのもとへ行く。

　私に気づいたあやが駆け寄ってくる。

「プールやジャグジーまであるなんて、ここは天国なの？」

「天国って、言いすぎ」

　あやの言い方がおかしくて、私はクスクス笑う。

「ううん。天国よ。私なら毎日ジャグジーに入りながらシャンパンを飲んでいるわ」

「それはやったことがないわ。今度、水着を持ってきて。ジャグジーでシャンパンを飲もうよ」

「うれしーい。水着とシャンパン持参するわ」

「あ、ベランダで食べようか？」

　まだ汗ばむ気温だけどあやはまったく気にしていない様子で、私の提案にうれしそうに賛成した。




　あやは多国籍料理が気に入ってくれた様子でおなかがはちきれそうなほど食べて、『次回も作ってね』と言って帰っていった。

　あやは出産祝いにと、ふたりでよく行った青あお山やまのカフェにあるクッキーのセットをプレゼントしてくれた。そして律には秋冬物の洋服。トレーナー、シャツとズボンのセットで、シンプルでいて着心地のよさそうな子どもブランドのものだ。

　初めての秋冬物の服だ。一年中気温の高いマレーシアでは必要なかったから。

「律、よかったね。あやお姉さんからのプレゼントだよ。肌寒くなったら着ようね」

「あーあー」

　律はコクコクとうなずいてから、玄関の開く音にタタタッと夢中で行こうとする。

　二十二時を回っていて、先ほど朔也さんからこれから帰宅すると連絡をもらっていた。

「律、まだ起きていてくれたのか」

　玄関に出迎えた律に、目尻を下げる朔也さんだ。

「パパ、あー」

　律は彼に向かって両手を上げる。そんな律に朔也さんは少し困った顔をして、愛息子の頭をなでる。

「抱っこしたいが、ちょっと待っててくれな。手を洗ってくるから」

「律、パパはお手てを洗うからいい子で待っていようね」

　すっかりパパっ子になったのか、律は朔也さんが手を洗うそばを離れない。

　スーツのジャケットを脱ぎネクタイをはずした朔也さんは律を抱き上げ、リビングへ戻ってくる。

「なにか飲む？」

「炭酸水がいい。香辛料の匂いがする。そうだ、あやさんをマレーシア料理でもてなすと言っていたよな。まだ残ってる？」

「たくさんあるけど、会食してきたんじゃ？」

「話ばかりであまり食べられなかったんだ」

「すぐ用意しますね」

　朔也さんのもとを離れ、キッチンでカレーやチキンサテーを温めている間、彼は水槽の前で律に話しかけている。

　ワンプレートにして少しずつ盛りつけ、炭酸水の入ったグラスとともにテーブルへ運ぶと、律を下ろした朔也さんが椅子に座る。

　父親と会話をして満足した律は少し離れたラグの上で木製の車を走らせ、ひとり遊びをし始める。

「いただきます」

　彼の口に合うか気になって、サラダを食べるのを斜め横の椅子に座りジッと見つめる。

「うまいよ。これはピーナッツバター？」

「はい。豆板醬や酢も入れてます。あとマヨネーズも」

「向こうでは食べなかったな。また作ってほしい」

　朔也さんが気に入ってくれて私は満面の笑みを浮かべる。

「カレーもうまい。ココナッツがまろやかな風味でどんどん入るよ」

「よかった。あやも気に入ってくれたんです」

　彼は食べる手を止めて私を見る。

「どうだった？　久しぶりに会って」

「最初は泣いちゃいました。でも楽しい時間でしたよ。あ、ベランダを見て『ここは天国なの？』って。今度ジャグジーでシャンパンを飲む約束をしたんです」

「天国か」

　朔也さんも思いがけない言葉だったのか破顔する。

「夏のうちにジャグジーでシャンパンを飲むといい」

「はい。そうさせていただきます」

　ふと朔也さんが顔を曇らせ、私は首をかしげる。

「どうしたんですか？」

「……美月、いつまでも敬語を使わないでほしいな」

「でも、慣れてしまったので……はい、わかりました」

　ほんの少し渋い顔になった朔也さんは、次の瞬間プッと噴き出す。

「少しずつでいいから、そうしてほしい」

　彼は顔を私の方へ寄せて頬にキスを落とした。




　九月の上旬、日本へ戻ってきて一ヵ月が経ち生活のリズムができてきた。

　お義母さまは和解後三日経ってから再び遊びにきて、そのときはお義父さまを連れて二時間ほどいた。それからも何度か律に会いにくるうちにしだいに打ち解けていき、今は週二回ほど私の都合を聞いてひとりでも来るようになった。

　孫に甘いおばあちゃまは律と遊ぶのも楽しそうで、ふたりの様子を見ていると自然と笑みがこぼれてくる。

「美月さん！　今、律くんが『ばあ』と言ってくれたわ」

　まだ残暑のため、アイスコーヒーをキッチンから運んできた私にうれしそうに教えてくれる。

「お義母さまとお義父さまが大好きですから」

「本当にかわいい子ね。朔也の小さいときに目もとと口が似ているわ。ふたりのいいところを受け継いでいるわ」

　ソファに座ったお義母さまは、膝に律をのせてリンゴジュースの入ったマグで飲むのを見守る。

「お式の準備は進んでいるの？」

「会場候補を三つに絞って朔也さんと相談中なんです」

「朔也は忙しいから、ちゃんと話を聞いてくれているのかしら……」

　不安そうなお義母さまに私はうなずいてみせる。

「ちゃんと聞いてくれていますし、朔也さんの方が積極的に進めてくださっています。決まりましたら一番にお知らせしますね」

「ええ。待っているわね。ところでお姉さんはお元気？」

　突然姉の話題が出て戸惑う。お義母さまは、私が姉も理由で日本を去ったとは知らない。

　日本へ戻ってから、頻繁に姉を思い出していた。良幸さんが横領で刑務所に入っていると朔也さんから聞いている。ニュースになっていたから、お義母さまもその話は知っているだろう。

「……ずっと会っていないんです」

「まあ、そうだったの……」

「でも近いうちに会おうと思います」

「それがいいわ。さてと私は失礼しますね」

　お義母さまは今日これから、紗友里さんの所属する楽団のコンサートへ行く。私も誘われたが、律がいるので断ったのだ。

「ええ。じゃあ、律くん。またね」

　お義母さまは律の頭をなでてから立ち上がり玄関へ向かう。今日のお義母さまは涼しげな夏用の生地で織られた青竹色の着物を着ており、優雅な所作だった。まさに聖ホールディングスの会長の妻として堂々としている。

　私もあんなふうになれる？　ううん。なれないかな……。

　玄関で律とお義母さまを見送り、ドアが閉まると私は自分をお義母さまと比較してしまい、ふふっと笑みを漏らした。




「うん。いい感じ」

　フライパンの中では目玉焼きがじゅうぅと焼かれている最中だ。

「おはよう。なにがいい感じなんだ？」

　背後から腰に逞しい腕が回り、頬に唇があてられる。

「おはよう。もちろん目玉焼きよ。今日こそ失敗しないんだから離れてね」

　どういうわけか目玉焼きを作るのが苦手で、お皿に入れるときに黄身が崩れてしまったり、反対に硬く焼きすぎたりする。成功率は三割。

　朔也さんの好みは黄身がトローッと、白身はしっかり焼かれているものだ。

「美月が作ってくれるんだから、どんなのでもいいよ」

「それじゃダメなの。身動きができないから離れてください。ああっ、焦げちゃう」

　朔也さんは笑いながら私の腰に回していた腕を解き、私はフライ返しで目玉焼きをすくってお皿に置いた。

「よかった！　いい出来っ」

　と言ったのもつかの間、目玉焼きの下の方から黄身が滲み出てきた。

「じゃなかった……」

「いつもより上出来だと思うよ。おいしそうだ。持っていくよ」

　朔也さんは私のこめかみに口づけして、お皿を手にしてキッチンを出ていった。

　トーストしたパンとロールパンを籠の中に入れてダイニングテーブルに持っていくと、仕事前のスーツ姿の朔也さんはサラダを口にしていた。

　私はシリアルが好きで、朝食には牛乳をたっぷり入れた大きなボウルで食べる。

「今日は月命日だな。墓参りに行くんだろう？　ハイヤーで送迎させるよ」

「電車でいいのに」

　そう言うと、朔也さんは顔をしかめて首を左右に振る。

「律もいるんだから。荷物もあるし、ベビーカーだろう？　行くだけで大変だ」

「ありがとう。それじゃ、楽させてもらっちゃうね」

「たいしたことじゃない。休日なら俺が一緒に行けるのに」

　どこまでも甘い朔也さんだ。

「気をつけて行ってきて」

「はい。今晩はマレーシア風のカレーにするね」

「ここのところ忙しくて一緒に夕食を食べられなかったからな。なるべく早く帰るよ」

　今週は毎日二十三時を過ぎての帰宅だった。

「無理しないでね」

　朔也さんはわかったと言うように表情を緩めて、トーストに手を伸ばした。




　十一時過ぎ、築地にある寺の駐車場にハイヤーが止められた。運転手さんが外に出て、後部座席に座る私側のドアを開け、うしろに回る。

「律、行こうね」

　後部座席から出て、運転手さんが広げてくれたベビーカーに律を乗せる。

「ありがとうございます。二十分ほどで戻ります」

　供養花を持ちベビーカーを押して、先祖代々のお墓へ向かう。

　秋のお彼岸は数日後だ。ところどころに綺麗なお花がたむけられているが、お参りする人影はない。

　水を替え、供養花を入れ替えてお線香をたく。

　まだ外は秋の風を少しだけ感じる程度で汗が出てくる。

「律、おじいちゃんとおばあちゃんにお手て合わせようね」

　ベビーカーから律を抱き上げて墓石の前に立った。

　両手を合わせて両親に言葉をかけ終え、顔を上げたとき――。

「美月？　美月なの？」

　背後から女性の金きり声に近い声が聞こえてきた。姉の声だった。

　ハッとしてうしろを見遣ると、姉がベビーカーの横に唖然とした顔で立っている。

「お姉ちゃん……」

　会わなきゃと思っていたけれど、ここで顔を合わせるとは思っていなかった私は不意を突かれて言葉が出てこなかった。

　鮮やかなエメラルドグリーンのセットアップを着た姉は、目を見開いて私の方へ歩を進めてくる。

「先月、赤ちゃんを連れた夫婦がお墓参りに来ていたとご住職から電話をもらったの。……美月だったのね」

「うん……お姉ちゃん、元気だった？」

「その子は誰の子？」

　姉の視線は抱いている律に釘づけだ。

「朔也さんの子。私たち籍を入れたの」

「籍を……そう。私もいろいろ積もり積もった話があるの。これから時間ある？　家で話をしない？」

　家と言われて、懐かしさが込み上げてきた。

「うん。お姉ちゃんは車？」

「ええ。乗っていきなさいよ」

「あ、チャイルドシートがないからハイヤーで行く」

　気を悪くしないかと思いながら口にすると、姉はにっこり笑う。

「そうだったわ。じゃあ、先に行っているから来てね」

　彼女はうれしそうに約束をして立ち去った。




　約一年十ヵ月ぶりの実家に足を踏み入れる。ノスタルジックな気持ちに襲われた。

「律、ここはママが育ったおうちよ」

　まだわからないわが子に説明でもしていなければ涙がこぼれそうだった。

「アイスコーヒーでいい？」

　リビングに入った私に姉が尋ねる。

「ありがとう」

　懐かしい家のリビングを見回すが、以前とほとんど変わっていないものの物があちこちに散らばっていた。

「座ってて」

　ソファにも洋服などが背にかけられているが、気にしないようにして腰を下ろし、律を隣に座らせる。律は好奇心旺盛にキョロキョロしている。

「喉が渇いたね」

　マザーズバッグから麦茶の入ったマグを出して彼に持たせる。律はうれしそうにマグのストローを口に入れる。

　ゴクゴク飲む律の汗ばんだ頭をハンドタオルで拭きながら、テーブルの上に置かれた薬の袋に目が留まった。なんの薬だろう。

　考えていると、姉がアイスコーヒーを運んできた。

「ああ。よかったわ！　赤ちゃんはなにを飲むのかしらと思っていたの」

「いつも麦茶を持ち歩いているから大丈夫よ」

　アイスコーヒーのグラスを私の前に置いた姉は、対面のソファに座った。

「お姉ちゃん、どこか悪いの？」

「え？　ああ、これね。たいしたことないの」

　そう言うだけで、どこが悪いのか教えてくれない。

「今までどこにいたの？　朔也さんとよりを戻したなんて思わなかったわ」

「以前、隣に住んでいた早妃さんのところに」

「彼女たしか外国に住んでいるのよね？」

「うん。マレーシアのクアラルンプールに。婚約破棄されて新しい自分になりたくて、あちこち旅をしようと。結果、少しして妊娠がわかって産んだの」

　姉や良幸さんにされた仕打ちへの悔しかった思いは口にせず、朔也さんが迎えにきてくれた経緯を話した。

「お姉ちゃん、良幸さんが捕まったって聞いたけど」

　彼の名前を言うと、アイスコーヒーを飲んでいた彼女はグラスをドンと割れそうな勢いでテーブルに置いた。

　急いで律を見ると、びっくりした顔をして私の方を仰ぎ見る。それから腕を伸ばして私の膝の上にのった。

「あの人にはほとほと嫌になるわ！　今離婚手続きしているの」

「捕まるまではうまく行っていたんでしょう？」

「それまでもいろいろとあったの。とくに女よ。何人も何人も。ホント嫌になっちゃうわ。裁判があるけど、保釈金を払えば出られるの。でも、私はお金をびた一文払わないわ」

　強い口調で激高した彼女は次の瞬間、涙をポロポロ流し始める。

　彼は私に卑猥なセリフを言っていたくらいだから、ここに住んでいた間も絶えず女の人がいたようだ。

　くだらない男にのめり込んでしまった姉が気の毒に思う。

「お姉ちゃん……本当に別れられるの？」

「ええ。もう男はこりごりよ」

　姉は頬についた涙を拭うこともせず、グイッと体を前に出しじっと私を見つめる。

「ねえ、美月。朔也さんはあなたを捜してうちにも電話をしてきたけど、あなたがいない間、恋人がいなかったわけがないのよ」

「お姉ちゃん、いきなりなにを言うの？」

「男が二年近くも女なしでいるなんてあり得ないの！　帰ったら聞いてみなさいな」

　いったいどうしたと言うのか。姉は旦那さまに裏切られ続けて、男性を信じられなくなったのだろうか。

　それにしても、あきらかに様子がおかしい。感情の起伏が激しいというか……。

「お姉ちゃん、聞いて。私は今幸せなの。私を捜す間、恋人がいたとしても仕方がないと思う。でも私は朔也さんを信じる。良幸さんのような人ばかりじゃないの」

　律は私の胸に顔をうずめたまま、指しゃぶりを始めていた。

「朔也さんを信じる？　あんなにイケメンで、四六時中女性に狙われているのがわからないの？　男が欲しいものをすべて持っているのよ？　美月みたいな子にもったいない人なのよ？」

　とうとう姉のディスりが始まった。地雷を踏んでしまったようだ。

「お姉ちゃん、良幸さんとの離婚は正解よ」

　どうにかなだめようと、姉を肯定するように優しく言ってみる。すると彼女は急に弛緩したように、背をソファに預ける。

「……そうよね。嵯峨野の副社長にしてあげたのに。女にどんどん金を使っていたの。六本木にマンションもあるのよ」

「弁護士はいるの？」

「いるわ。二度と良幸の顔なんて見たくない」

　そう言うやいなや姉の瞳が潤んできてシクシク泣き始める。

　彼の浮気を許せるほど愛していたのなら、泣くのも無理はない。ティッシュで涙を拭く彼女を複雑な気持ちで見ていた。




　ハイヤーは帰ってもらっていたので、電車で自宅に戻ることにした。

　駅のホームに着いて、ベビーカーの律を見ると眠っていた。

　帰ったらご飯食べようね。

　電車を待っていると、ポケットに入っているスマホが振動した。

　着信の名前は朔也さんだ。

「もしもし、朔也さん」

『美月、ランチからオフィスへ戻った際、運転手から人形町の家へ送り届けたと報告があった。郁美さんに会ったのか？　大丈夫なのか？』

　姉にひどいことを言われて以来絶縁状態だったので、心配してかけてきてくれたようだ。

「うん。今駅のホームにいるの」

『タクシーじゃなくて？』

「久しぶりだから、電車で帰ろうと思って」

『そうか。声が沈んでいるな。郁美さんと会ってなにかあった？』

「相変わらずだった。私は大丈夫よ。それよりお姉ちゃんが気になって。帰ったら話すね。あ、電車が来たから切るね」

『気をつけて帰るんだよ』

　電車のアナウンスがあり、朔也さんとの電話を終わらせた。




　今朝の約束通り、マレーシア風のカレーとココナッツライス、茄子の揚げ浸しやいんげんの炒め物を作り終えたとき、朔也さんが帰ってきた。

　十九時を回っての帰宅だ。早く終わらせるのは大変だったに違いないと、玄関に歩を進めながら思う。

　玄関のドアが開き、朔也さんが姿を見せる。

「おかえりなさい。おつかれさまです」

「ただいま」

　革靴を脱ぎスリッパに足を入れた朔也さんは私の両肩に手を置く。私の様子を探っているように見える。

「私、強いんですよ」

　姉に会ったのを心配している様子の彼ににっこり笑って言うと、朔也さんはふっと微笑を漏らし、おでこに唇があてられる。

「たしかに強くなった。だけど、心に留めて置いて。君には俺がいると」

「もちろんわかってる。食べながら聞いてね」

　朔也さんがラフな私服に着替えている間に、カレーを温めてココナッツライスをカップの形にしてその隣によそう。

「律ー、ごはんだからお席に着こうね」

　リビングでひとり遊びをしていた律をテーブルの子ども椅子に座らせる。

「律のご飯はシチューよ。いい子で待っていてね」

　食事用のエプロンをつけてあげて、キッチンへ戻りカレーのお皿を運んでいると、朔也さんが戻ってきた。

「律、ママを困らせていなかったか？」

　朔也さんはベビー用のスプーンを持った律の頭をなでる。大好きなパパの登場に律はうれしそうに甲高い声をあげる。

　私の対面に座る朔也さんは「いただきます」と口にしてカレーを食べた。

「うまい」と、律がシチューを口に入れるのを補助している私に言ってくれる。

「早速だが、郁美さんとはお寺で会ったんだろう？」

「うん。墓石の前にいたら突然お姉ちゃんが現れて。ご住職から赤ちゃん連れの男女を見かけたと連絡があったそうなの。それで家に」

「郁美さんに今までのことを話したんだね？」

　朔也さんは話に集中するためか、スプーンを置いて両手を組み合わせる。

「詳しくは話さなかったけれど。お姉ちゃん、離婚するって。今まで浮気を繰り返していたみたいで、六本木にマンションもあるらしいの」

「相当な額を着服していたからな」

「なんかね、お姉ちゃんの様子がおかしいの。情緒不安定というか、怒ったり泣いたり。テーブルにお薬の袋がたくさんあって……。錠剤の名前が見えたから帰って調べたら、抗うつ剤だった」

　あの様子ではあまり薬が効いているとは思えないけれど。

「心療内科を受診しているのか……」

「あの人と別れていい方向へ向かってくれるといいのだけど。あ、冷めちゃうので食べてね」

　私たちが話をしている間に、律の食事はあちこちにこぼしているものの、小さな器の中は綺麗になくなっていた。大好きなブロッコリーを持たせてあげると「うまうま」と両手を上げて喜んでくれる。

　子どもがいる幸せな生活を送っていたとしたら、姉たちはこうならなかったかもしれない。

　朔也さんは律と一緒にお風呂に入り寝かしつけまでかって出てくれて、私はひとりのバスタイムをゆっくりと過ごした。

　サテンのルームウエアを身につけバスルームを出て、喉の渇きを潤すためにキッチンへ向かう。

　薄暗いリビングでは、朔也さんが水槽の熱帯魚の前でバーボンを飲んでいた。

　彼はくつろぎたいとき、いつもこんなふうに特等席でゆったりと過ごしている。

　ミネラルウォーターのグラスを持って朔也さんの隣に腰を下ろした。

「朔也さん、バーボンっておいしい？」

　軽めのお酒をたまにたしなむ程度なので、バーボンの匂いを嗅いだだけでクラクラしそうになる。

「おいしいかな」

　そう言って彼は麗しく笑みを浮かべ、ひと口飲む。

「飲んでみる？」

　グラスを差し出されるが、首を横に振る。

「ううん。私はお水で」

　グラスの水を口にして、ホーッと吐息をつく。

「美月、あまり郁美さんとは関わらない方がいいと思う。俺が郁美さんと会って弁護士と確認するから」

「でも、朔也さんは忙しいのに、お姉ちゃんのことまでは――」

「それくらいやらせてくれ。君が傷つきそうで俺が怖いんだ」

　彼は私の言葉を遮り、自分の気持ちをさらけ出した後、グラスの中身をあおるようにして喉に通した。

　私を守ろうとする彼の気持ちが心を打つ。愛おしい気持ちが込み上げて、彼の両頬に手をあてて見つめる。

「朔也さん、大好き。愛してます」

　顔を近づけて、彼の形のいい唇にちゅっとキスをして離れようとするが、がっしりと背に腕が回り、身動きができない。

「ダメだ。放さない。俺もだ。愛している」

　熱い舌が口の中に入ってきて舌が甘く奪われる。バーボンのカラメルのような香りが口腔内に広がり、鼻へと抜けていく。

　朔也さんの舌が味わうように動き回り、早くも私の体は痺れ始めている。

　抱きしめられ、互いに着ているサテンの生地のサラサラとした感触が心地いい。

　ソファに押し倒され、喉もとに朔也さんの顔が移動して肩紐がずらされる。

「し、寝室へ……」

「嫌だ。今すぐ美月が欲しい」

　喉もとから顔を上げた彼は欲望に満ちた瞳で見つめ低い声でささやく。

「もう止まらない」

　私を欲する貪欲な眼差しを向けながら、前のボタンをはずしていき、ふたつの膨らみをあらわにされた。

　片方の膨らみは大きな手で包み込まれて淫らにもまれ、もう一方は口に含まれて舌で先端部を突っつかれ吸われる。

「あああっ……んっ……」

　深くつながる体は揺さぶられ、気持ちよさが足先にまで届く。

「美月。目を開けて」

　重い瞼を開けた先に見える天井に水槽の水が映り、ゆらゆらと海の中で漂っているみたいだった。




　姉の件は朔也さんが動いてくれ、弁護士とも連絡を取り協議離婚を進めている。拘置所に入っている良幸さんは嫌だと一点張りのようで、調停離婚になるかもしれない。そうなったら離婚は長引くだろう。

　でも朔也さんは私に『安心しろ。離婚届に名前を書かせるから』と言う。

　多忙な彼に良幸さんの件で無理をしてほしくなかったが、『俺に任せろ』の一点張りで、私は託すしかなかった。

　姉はやはり心療内科に通院していた。躁うつ病を患い、それは私が家を出る前から発症していたようだ。彼女の精神状態はよくなったり悪くなったりと不安定らしい。

　良幸さんにとって姉はただの都合のいい妻だったのだろう。

　朔也さんからは彼女の心配はほどほどにと言われているけれど、いつも心の片隅では気になっていた。




　九月最終の水曜日、秋めいた風が吹き気持ちのいい正午、律とベランダに敷いたプレイマットの上で遊んでいると朔也さんから電話が入った。

「朔也さん、おつかれさまです」

『美月、郁美さんの離婚が成立した』

「えっ……？　どうやってサインさせたの？」

『保釈金を出してやることで、そそくさとサインしたそうだ』

「その保釈金は誰が？」

　困惑して眉根がキュッと寄る。両親の保険金もあの男に使われ、大金は持っていないはず。

『俺だ。これで郁美さんが立ち直り、美月の心が平穏になればもっと高くてもいいくらいだ』

「朔也さん……ありがとうございます。なんとお礼を言ったらいいのか……」

　感謝の気持ちでいっぱいで、すぐにでも朔也さんに会いたい。

『いいんだ。今日は二十時には戻れると思う』

「ごちそうを用意して待ってる」

『楽しみにしているよ。じゃあ』

　電話を切ったとき、木製の車を押して遊んでいた律がトコトコ足を運んでくる。

「律、律のパパは頼もしいのよ。今夜は喜んでもらえるようにお料理がんばろう」

　ポスンと胸に飛び込んだ律のぷくぷくやわらかい頬にキスをすると、きゃっきゃと笑い声がベランダに響いた。




　翌日、律が寝ている横でスマホを開き、早妃さんに近況報告を打っていると、姉から電話がかかってきた。

「もしもし」

『美月、離婚が受理されたわ。いろいろとありがとう。朔也さんにお礼を言っておいてね』

　姉の声が明るく聞こえてホッと安堵する。

「うん。よかった。伝えておくね」

『それで、これから心の病気と向き合うために入院して治療をしてくるわね』

「入院？　そんなにひどいの……？」

　思ったより深刻な状態なのだろうか。

『通院してもあまりよくなっていないの』

「……そっか。がんばってね」

『ええ……。美月、今までひどいことをしてごめんなさい。お母さんがお父さんを殺したなんて言ってごめんなさい。誰にでも愛されるあなたに嫉妬して、傷つけたかったの』

「お姉ちゃん……お父さんもお母さんもお姉ちゃんを愛していたよ？」

『わかっているわ。これからはふたりが恥じない娘になるつもりよ。美月に許してもらおうと思うのは虫がいい話だけれど』

　きっとこれは姉の心からの言葉だと思うと、涙があふれてきた。

「これからは、お父さんとお母さんが安心できるような、仲のいい姉妹になろう？」

　声が震えないようにするのがせいいっぱいだ。

『そうね。そうならなきゃね。ありがとう。お見舞いは来なくていいからね。じゃあ、いちおう入院する病院をメールで送っておくわ』

「うん。治療がんばってね」

『戻ったら甥っ子と遊ばせてね。あのときは顔もよく見られなかったから』

　そう言って姉は電話を切った。

　よかった……ひどいことをされたり言われたりしたけれど、今はすっきり許せる。それは自分の心にゆとりがあるからだ。

　クアラルンプールへ飛んだときは、二度と許せないと思ったのだけど。




　忙しい毎日を過ごす中、私たちの結婚式の準備は進み、十一月の初旬に都内のチャペルのあるホテルで親しい友人や親戚を呼ぶ段取りだ。

　大学にも復学しており、私が行っている間は律をお義母さまかベビーシッターさんに頼んでいる。

　朔也さんがこのマンションを選んでくれたおかげで、十分もあればキャンパスへ行けるのでとても便利だ。

　復学後は四年の最初からではなく、単位と卒業論文を書けば卒業できる。勉学から離れてしまっていた私にとっては戻すのが大変だったけど、クアラルンプールでの日本語を教えた経験を卒論にいかせられたらいいと考えている。あの国はマレーシア語、英語、中国語、そのほかの国の言語であふれかえっていて、とても勉強になったから。

　順風満帆の幸せな日々を送っている私に感化されているあやは『うらやましい。早く結婚したい』と会うたびに口にする。

　本当に今の私は幸せで、日本を離れた頃のつらかった日々は、私たちには必要な試練みたいなものだったとさえ思えるようになっていた。

　あの出来事で私たちの愛はより強くなり、絆は固く結ばれている。何事にも揺らぐことのない愛だ。










エピローグ




　結婚式当日。

　十一月の初めの土曜日、晴天で薄手のコートも必要がないくらい暖かい日になった。

　姉は残念ながらまだ入院している。病状は改善されてきていて外出もできるそうなのだが、公の場に出るのはまだ少し早いとの医師の見解で欠席になった。

　姉が出席できずに寂しかったが、早妃さんとベンが出席してくれることになっているので、その気持ちもまぎれる。

　ふたりは二日前にクアラルンプールを発ち東京へやって来て、私が結婚式を挙げる五つ星のホテルに滞在している。

　自宅にも遊びにきてくれて、少し成長した律の姿に喜んでくれた。

　私が日本語を教えた三人はなかなかの手腕で、日本人相手に物件契約を複数取っているという。

「花嫁さま、それではお時間まで少々こちらでお待ちください」

　黒のスーツに白い手袋をはめたブライダルスタッフが部屋を出ていく。

　私は等身大よりも大きな鏡の前に立ち、自分の姿を改めて見る。

　あのとき失ったはずのウエディングドレスを着て、朔也さんの妻になれるとは思ってもみなかった。

　ドレスはプリンセスライン。オフショルダーの胸のラインはハート形で、身ごろ全体にレースが施されている。ウエスト部分からのスカートはパニエでボリュームをたっぷり出している。裾は流れるようなトレーン。お姫さまのような美しいドレスだ。

　仮縫いをした日から二年以上が経ち、子どもまで産んだ私にはかわいすぎるのかなと思うが、思い出の大事なドレスを着て結婚の誓いができるのは限りない幸せだ。

　今この場所に、両親がいてくれたら……。

　そう思って目頭が熱くなったとき、ドアが叩かれた。

「どうぞ」

　声をかけ鏡の前から離れると、開いたドアから小さい体ながらも紺のスーツを着た律がトコトコ歩いてきた。

　愛息子のうしろには朔也さんが転ばないようにと注意して見張っている。光沢のあるグレーのフロックコートを着た朔也さんは、息をのむほどかっこいい。

「律」

　しゃがんで両手を出したけれど、律はウエディングドレスの生地に邪魔されて歩くのをやめ、朔也さんを仰ぎ見る。

「律、おいで」

　朔也さんが律を抱き上げるのを見ながら私は立ち上がる。

「美月、最高に綺麗だ。律、ママはお姫さまみたいだろう？」

「朔也さん、律にはわからないよ」

　ふふっと微笑みを浮かべたそこへ律がしゃべる。

「かーい」

　かーいとはかわいいのことだ。

「ママがかわいいってわかるのか。律」

　朔也さんが律の頭をなでると、うれしそうに笑う。

「美月、君と再び出会って幸せになったが、今日は俺たちの節目だ。そして今日から家族三人でもっと幸せになろう」

「朔也さん、実は三人じゃないの」

　私はもったいぶるように言ってにっこり笑う。

「三人じゃない……？」

　朔也さんはピンとこないみたいだ。

「うん。昨日妊娠したのがわかったの。うれしくてすぐに知らせたかったけれど、今日式の前に話して驚かせたくて。結婚式がもっと素敵な思い出になるかなって」

「美月、すごく驚いたよ。サプライズ成功だな。最高の日をありがとう」

　朔也さんは綺麗に塗られた唇ではなく手にキスを落としてくれる。

「体調は大丈夫なのか？」

「すこぶる良好よ」

「では家族三人ではなく、四人で誓おう。俺たちの結婚は一路順風ではなかったが、こうしてこの日を迎えられた。俺は今、言いようのないワクワク感が込み上げてきている」

　ドアがノックされ、外から「お時間になりました」と声がかかる。

「行こうか」

　朔也さんが律を抱いたまま私と一緒にバージンロードを歩いてくれる段取りになっている。通常は父親が花嫁と歩き、祭壇の前で待っている新郎に引き渡すのだけど。

　きっと、父は来てくれているはず。母も見守ってくれているに違いない。

「はい。律、行こうね」

「美月、腕に手をかけて」

　私は律を抱いている反対側の朔也さんの腕にレースのウエディンググローブをつけた手を置く。控室のドアへそろりと歩を進め、私は朔也さんを仰ぎ見る。

「……朔也さん、見つけてくれてありがとう。これからもよろしくお願いします」

　来年の五月には四人家族。人生なにが起こるかわからない。安穏と過ごせる日々を大切にしなくてはと思う。ううん。思う、ではなく、しなくてはならない。

　一歩一歩、チャペルへ向かう私は、心にしっかり刻み込む。

「朔也さん、愛してます。この先もずっと」

　真面目な顔で愛を告げる私に、朔也さんは「クッ」と笑う。

「祭壇へ行く前に愛の告白、ありがとう。俺も美月を愛している」

　チャペルの入口で立ち止まった朔也さんは私に向き直り、おでこに優しく唇を落とした。

　輝かしい人生を送れるように、日々家族を愛していく。

　そう誓いながら、私は朔也さんと彼に抱かれた愛息子に微笑み、一歩踏み出した。




ＥＮＤ










あとがき




　このたびは『極上御曹司と授かり溺愛婚～パパの過保護が止まりません～』を手に取ってくださりありがとうございました。

　あと二十日ほどで大晦日がやって来るなんて、信じられません。コロナ禍で外出が思うようにできなかったせいで、私の時計は三月から進んでいない感覚です。ですが、世の中が動き始め、私もずっと行きたかったアフタヌーンティーへお出かけしてきました。楽しくてあっという間に時間が過ぎました。こういった楽しさを数ヵ月間忘れていましたね。

　今年も紙書籍や電子書籍を自分なりに満足のいくくらい出すことができました。

　これも、読んでくださる皆さまのおかげです。感謝しております。

　さて、シークレットベビーものは二回目ですが、最初のはアンソロジーの短編でしたので、ぎゅっと凝縮するのが難しかったのを思い出しますが、今回は一冊の文庫なので、書きたいことを詰め込めました。

　シークレットベビーは文字通り、ヒーローに隠して出産する物語ですが、ケンカ別れをしてから妊娠に気づくというのが嫌だったので、どうすることもできない出来事を盛り込みました。美月の両親の事故を書くのはつらかったです。

　前向きなヒロインと、去られてもなお彼女を愛し、捜し続けるヒーローを無事に幸せにさせられ、執筆の最後ＥＮＤを打ったときはほーっとやり切った感がありました。

　楽しんでいただければ幸いです。

　最後に、この作品にご尽力いただいたスターツ出版の皆さま、担当の篠原さま、編集をご協力いただきました八角さま、ありがとうございました。

　龍本みお先生、聖一家を描いてくださりありがとうございました。赤ちゃん、とても可愛いです。

　デザインを担当してくださいました稲見さま、そして、この本に携わってくださいましたすべての皆さまにお礼申し上げます。




　これからも小説サイト『Berry's Cafe』、そしてベリーズ文庫の発展を祈りつつ、応援してくださる皆さまに感謝を込めて。

　二〇二〇年十二月吉日

若わか菜なモモ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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